
西
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鏡
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水
底
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ヘ
ル
ダ
ー
リ
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な
か
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容
梗
概
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梨
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鏡
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本
研
究
は
、
昭
和
六
〇
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
奨
励
研
究
Ａ
）
学
術
成
果
報
告
書

　
そ
の
一
で
あ
る
。

課
題
番
号
　
六
〇
七
一
〇
二
八
四

研
究
課
題
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
詩
想
展
開
を
精
神
史
、
文
化
史
、
宗
教
史
な
ど
の
多
角

　
的
視
野
よ
り
考
察
究
明

研
究
代
表
者
　
高
橋
克
己
（
高
知
大
学
人
文
学
部
助
教
授
、
研
究
者
番
号
　
五
二
二
四
二
〇
一

　
一
七
〇
一
三
）

研
究
経
費
　
昭
和
六
〇
年
度
　
九
〇
〇
千
円

高
　
　
橋

克
　
ヽ
己

　
　
　
　
研
究
姿
勢

　
　
こ
の
研
究
で
は
常
に
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
意
識
を
内
奥
か
ら
解
明
す
る
こ
と
が
念
頭
に
あ
る
。

　
実
際
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
円
熟
期
の
詩
歌
象
徴
こ
そ
、
西
欧
人
自
身
が
真
剣
に
自
己
意
識
を
省
察
分

　
析
し
た
努
力
の
結
晶
で
あ
り
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
心
魂
を
古
典
ギ
リ
シ
ア
の
明
鏡
の
下
に
探

　
求
し
た
成
果
に
他
な
ら
な
い
。
本
研
究
で
は
、
こ
の
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
詩
歌
の
一
見
親
し
み
易
く
、

’
～
実
は
難
解
な
詩
想
展
開
へ
と
眼
差
を
向
け
、
単
に
在
来
の
文
学
史
に
お
け
る
位
置
づ
け
と
か
、

　
或
い
は
修
辞
学
や
詩
学
が
提
示
す
る
詩
歌
鑑
賞
や
文
芸
批
評
に
終
わ
る
こ
と
な
く
、
広
く
精
神

　
史
や
宗
教
史
に
お
け
る
認
識
論
や
存
在
論
上
の
難
問
に
ま
で
遡
求
し
う
る
総
合
的
な
視
野
か
ら
、

　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
詩
歌
の
根
本
問
題
へ
と
多
角
的
で
学
際
的
な
問
を
投
げ
か
け
る
こ
と
を
意
図
し

　
て
い
る
。

　
　
と
こ
ろ
で
、
詩
歌
で
は
世
界
観
が
極
め
て
象
徴
性
に
豊
ん
だ
造
形
に
ま
で
彫
琢
さ
れ
て
い
る

　
の
が
常
で
あ
る
。
故
に
一
見
全
く
異
質
な
主
題
を
扱
っ
て
い
る
と
看
倣
さ
れ
る
作
品
で
あ
っ
て

　
も
、
同
じ
作
者
の
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
に
受
肉
さ
れ
た
思
想
が
、
恐
ら
く
は
思
い
が

　
け
ず
別
な
造
形
で
取
り
出
せ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
今
ま
で
文
芸
学
が
、

　
例
え
ば
詩
人
の
伝
記
に
あ
ら
わ
れ
た
体
験
に
基
ず
く
創
作
と
し
て
片
付
け
た
り
、
或
い
は
修
辞

　
上
の
常
套
文
句
で
説
明
す
る
に
終
始
し
て
い
る
嫌
の
あ
る
作
品
、
す
な
わ
ち
本
論
の
扱
う
短
詩

　
「
生
の
な
か
ば
」
の
詩
想
を
、
此
所
で
は
当
該
の
思
想
詩
に
内
蔵
さ
れ
た
思
索
力
溢
れ
る
自
己

　
認
識
の
一
層
と
象
徴
性
の
高
い
表
現
と
し
て
解
明
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。



九
六

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

〔
こ

明
鏡
と
水
底

唯
一
至
福
の
地
の
何
処
へ
船
出
し
上
陸
す
べ
き
か
、
私
に
は
全
く
解
か
ら
な
い
の
で
す
。
一

体
私
か
何
か
確
ヌ
な
も
の
を
掴
ん
で
い
る
と
で
も
言
う
の
で
し
ょ
う
か
？
。
ヌ
値
、
今
に
至

る
ま
で
、
私
は
魂
に
関
す
る
未
解
決
の
問
題
で
動
揺
し
続
け
て
い
る
の
で
す
か
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
（
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
・
－
ヌ
。
ス
「
至
福
の
生
に
つ
い
て
」
第
一
章
、
第
五
節
）
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、
’
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一

　
　
叫
序
　
　
言
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。

　
思
想
詩
「
バ
ン
と
ぶ
ど
与
酒
」
に
『
お
け
る
詩
歌
象
徴
の
調
べ
は
、
詩
歌
冒
頭
で
実
・

り
の
秋
の
或
る
黄
昏
時
に
静
か
に
安
ら
ぐ
都
市
の
街
路
に
、
慎
ま
し
く
も
厳
そ
か
に

点
る
市
民
生
活
の
燈
火
の
光
（
エ
ア
ロ
イ
ヒ
ト
ゥ
ン
グ
）
を
一
条
の
光
明
と
し
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
＜
-
≫
ｖ
こ
　
　
　
χ
　
ｌ
　
ｉ
ｓ

聖
な
る
夜
に
万
古
碧
潭
な
す
魂
の
水
底
へ
と
内
面
の
道
を
辿
り
深
く
沈
み
ゆ
き
、
こ

の
深
沈
せ
る
調
べ
が
西
欧
キ
リ
ス
ト
者
の
既
成
選
民
意
識
の
殼
を
破
り
「
空
無
を
孕

む
内
面
の
飛
翔
」
を
目
指
し
、
竟
に
は
新
春
の
復
活
に
酒
神
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ー
ソ
ス
・

バ
ッ
コ
ス
至
一
一
訃
ぐ
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
（
第
四
節
）
の
古
典
悲
劇
祝
祭
な
す
ヽ

蒼
宵
に
打
ち
開
か
れ
た
真
昼
の
時
空
へ
と
西
欧
意
識
を
放
下
す
る
。
こ
の
空
無
へ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
'

/

^

-
ｔ
-
C
-
w
Ｖ
こ

放
下
し
古
典
造
形
の
明
鏡
に
映
え
る
意
識
の
淵
な
す
魂
の
夜
を
水
底
と
し
て
、
熾
烈

に
輝
け
る
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー
ン
が
悲
雄
を
撃
つ
悲
劇
誕
生
の
「
畏
怖
と
荘
厳

（
シ
ュ
レ
ッ
ク
リ
ヒ
ー
フ
ァ
イ
ア
ー
リ
ヒ
）
な
る
形
式
」
を
成
し
て
、
思
想
詩
中
央

部
の
讃
歌
燃
焼
が
盛
り
上
る
最
高
潮
に
お
い
て
、
神
と
人
と
の
「
最
深
の
親
密
性

（
デ
ィ
ー
テ
ィ
ー
フ
ス
テ
ー
イ
ニ
ヒ
カ
イ
ト
）
」
を
表
出
せ
ん
と
、
稲
妻
の
如
く
轟

く
「
偉
大
な
る
運
命
」
と
し
て
「
無
媒
介
直
接
の
神
（
デ
ア
ー
ウ
ン
ミ
ッ
テ
ル
バ
ー

レ
ー
ゴ
ッ
ト
）
」
が
現
存
の
只
中
へ
と
突
入
し
て
来
る
。
此
所
に
お
い
て
西
欧
意
識

の
秘
跡
（
サ
ク
ラ
ー
メ
ー
ン
ト
ゥ
ム
）
な
す
神
人
キ
リ
ス
ト
像
が
、
こ
の
「
偉
大
な

‘
る
運
命
」
の
君
臨
す
る
悲
劇
誕
生
の
時
空
に
お
け
る
神
人
の
Ｉ
体
即
分
離
な
す
至
高
の

　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
％
χ
　
ｓ
ｓ
　
　
　
　
　
　
　
　
は
だ
　
　
　
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
　
一
一
一

亀
裂
の
只
中
に
空
無
の
零
点
と
し
て
立
ち
開
か
る
。
蓋
し
何
処
ま
で
も
在
り
て
在
る

造
物
主
に
徹
せ
ば
、
天
地
造
化
を
無
惨
に
も
粉
微
塵
に
砕
き
も
す
る
明
鏡
の
叡
知
キ

リ
ス
ト
の
姿
は
ヽ
此
所
で
敢
気
眼
び
無
明
へ
と
隠
れ
ヽ
む
七
ろ
逆
に
万
有
を
「
無
か

ら
創
造
（
ク
レ
ア
ー
テ
ィ
オ
ー
・
エ
ク
ス
ー
ニ
ヒ
ロ
ー
）
」
へ
と
解
き
放
つ
。
か
く

し
て
日
昼
に
隠
れ
て
現
わ
れ
る
月
影
の
如
き
仮
象
（
シ
ャ
イ
ン
）
な
し
て
、
’
思
想
詩

「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
神
人
キ
リ
ス
ト
像
は
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
の
昼
を
終

結
し
、
ニ
こ
の
畏
怖
と
荘
厳
な
る
古
典
悲
劇
誕
生
な
す
天
上
の
祝
祭
を
宥
和
す
る
帯
昏

の
神
と
な
る
の
で
あ
る
。
へ
　
　
　
　
。
　

＼
西
欧
（
ペ
ス
ペ
リ
・
ア
）
の
夜
と
は
、
こ
の
宥
和
な
す
仮
象
ギ
リ
ス
ト
蚤
が
「
至
福

カ
ミ
キ
リ
シ
フ
」
を
終
結
し
て
共
に
隠
・
れ
る
や
否
や
バ
忽
ち
顎
を
開
く
５
　
欧
意
識
の

深
淵
で
あ
る
。
自
ら
の
現
存
の
場
を
謙
虚
に
も
「
乏
し
き
時
代

‘（
デ
ュ
ル
’
フ
テ
ィ
ゲ
。

　
　
　
　
　
（
３
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
な
そ
こ

ツ
ァ
イ
ト
）
」
と
し
て
掴
む
、
こ
の
暗
く
深
い
万
古
碧
潭
な
す
魂
の
水
底
か
ら
始
め

て
、
彼
岸
の
空
無
に
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
と
と
も
に
神
自
身
キ
リ
ス
ト
が
遠
望

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

至
福
で
あ
る
。
心
に
乏
し
さ
を
育
く
む
者
た
ち
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
マ
タ
イ
福
音
書
」
第
五
章
、
第
三
節
）

こ
の
「
至
福
」
と
「
乏
し
さ
」
と
が
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
で
は
表
裏
一
体

と
な
り
、
「
乏
し
さ
」
な
く
し
て
「
至
福
」
な
く
、
「
至
福
」
な
く
し
て
「
乏
し
さ
」

な
き
明
暗
を
形
造
る
と
読
み
取
り
得
る
。
故
に
敬
虔
な
る
祈
り
の
淵
か
ら
「
乏
し
き

時
代
」
と
成
る
魂
の
夜
な
す
西
欧
意
識
の
水
底
と
、
白
昼
の
蒼
寫
の
下
で
「
至
福
な

る
ギ
リ
シ
ア
」
悲
劇
が
誕
生
す
る
清
澄
な
る
古
典
造
形
の
明
鏡
と
は
、
互
い
に
二
律

背
反
な
し
て
矛
盾
相
克
し
つ
つ
も
、
あ
た
か
も
楕
円
の
両
焦
点
の
如
く
相
互
に
依
存

し
合
い
｛
緊
張
あ
る
対
話
（
デ
ィ
ア
レ
ク
テ
ィ
ケ
ー
）
な
す
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
の
微

妙
な
旋
律
曲
線
を
描
く
の
で
あ
る
。



　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
明
鏡
と
水
底
と
の
明
暗
な
す
詩
想
展
開
は
但
し
、
思
想
詩
「
パ

ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
み
に
限
ら
れ
た
特
殊
現
象
で
は
な
く
、
む
し
ろ
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン

詩
歌
の
本
質
契
機
と
看
倣
す
こ
と
が
出
来
よ
う
。
例
え
ば
詩
人
の
世
界
を
凝
縮
し
て

映
す
作
品
と
し
て
折
に
触
れ
話
題
と
な
る
短
詩
「
生
の
な
か
ば
」
に
お
い
て
も
、
正

に
前
半
で
明
鏡
に
映
し
出
さ
れ
た
魂
が
、
後
半
で
意
識
の
水
底
を
う
ね
る
悲
痛
な
歌

声
を
奏
で
る
の
で
あ
る
○
　
　
゛
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

五

－
Ｏ

黄
梨
は
た
わ
わ
に

し
て
野
茨
の
実
も
溢
れ

大
地
が
湖
へ
と
懸
る
と
、

汝
等
、
優
し
き
戌
邱
雌

接
吻
に
酔
い

頭
を
浸
す

明
鏡
の
水
面
へ
と
。

悲
シ
牛
哉
、
何
処
二
摘
モ
ウ
　
私

ハ
、
モ
シ

冬
来
タ
リ
ナ
バ
、
ア
ノ
花
束
ヲ
、
マ
タ
何
処
ニ

ア
ノ
日
和
ノ
陽
光
ヲ
、

大
地
ノ
蔭
ヲ
？

一

一

　
　
　
Ｓ
χ
　
　
Ｓ
　
％
　
　
゛

か
く
明
鏡
と
水
底
と
の
明
暗
が
織
り
成
す
詩
歌
象
徴
の
基
本
構
図
を
慮
る
と
ド
僅
か

十
四
句
の
短
詩
「
生
の
な
か
ば
」
が
、
正
に
百
六
十
句
に
亙
る
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ

ど
う
酒
」
の
縮
図
と
看
倣
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。
実
際
こ
の
縮
図
に
は
、
思
想
詩
に

お
い
て
複
雑
に
幾
重
に
も
交
錯
す
る
精
神
文
化
の
裴
が
、
素
朴
な
天
地
造
化
の
詩
歌

象
徴
へ
と
整
え
ら
れ
、
し
か
も
詩
人
自
身
の
故
郷
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
の
大
地
か
ら
、
自

然
が
慎
ま
し
く
も
力
強
く
成
熟
す
る
生
育
の
神
秘
と
と
も
に
、
「
明
鏡
の
水
面
」
へ
・

と
詩
想
が
実
る
や
否
や
、
覚
醒
し
た
意
識
の
水
底
な
す
「
乏
し
き
時
代
」
・
に
お
け
る

　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
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九
七
　
　
西
欧
の
夜
－
ニ
〕
明
鏡
と
水
底
　
（
高
橋
）

魂
の
歌
声
が
、
あ
た
か
も
濃
密
な
る
叙
事
造
形
さ
な
が
ら
に
「
直
立
ス
ル
囲
壁
ノ
無

言
冷
酷
」
（
第
十
二
句
－
第
十
三
句
）
と
「
榛
ミ
軋
ル
風
見
鶏
」
（
第
十
四
句
）
の

金
属
音
に
象
徴
さ
れ
て
響
き
渡
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
脈
絡
か
ら
此
所
で
は
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
終
結
な
す
第
三
部

「
西
欧
の
夜
」
の
詳
細
な
考
察
へ
と
歩
み
入
る
前
に
、
予
め
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
詩
想
の

鳥
瞰
図
を
得
る
た
め
に
、
短
詩
「
生
の
な
か
ば
」
に
お
け
る
生
育
と
明
鏡
と
水
底
の

詩
想
展
開
を
瞥
見
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。
詳
み
に
短
詩
冒
頭
な
す
「
黄
梨
」
の
生

育
は
、
思
想
詩
の
第
一
部
で
生
成
す
る
自
然
の
霊
威
な
す
「
夜
」
に
、
ま
た
思
想
詩

の
第
二
部
で
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
悲
劇
誕
生
な
す
畏
怖
と
荘
厳
な
る
古
典
造
形

は
、
「
生
の
な
か
ば
」
中
央
に
位
置
す
る
「
明
鏡
（
ハ
イ
リ
ヒ
ー
ニ
ュ
ヒ
ル
テ
ル
ン
）

の
水
面
」
に
、
更
に
引
き
続
く
「
水
底
の
歌
声
」
が
「
西
欧
の
夜
」
に
対
応
す
る
と

看
倣
す
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

２

黄
梨
の
生
育

ド
イ
ツ
の
心
は
、
こ
の
よ
う
な
気
候
風
土
の
下
で
、
こ
の
新
た
な
平
和
の
恵
み
の
下
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
ｔ
’

始
め
て
真
正
に
芽
生
え
、
あ
た
か
も
生
育
す
る
自
然
の
如
く
、
静
寂
の
中
で
、
自
ら
の
密

や
か
で
遠
大
な
諸
力
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
だ
乙
ｙ
．
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
八
〇
一
年
一
月
頃
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
よ
り
弟
へ
の
書
簡
）

　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
詩
歌
の
中
で
、
「
生
の
な
か
ば
」
の
よ
う
に
短
か
く
て
読
み
味

わ
い
易
く
、
人
口
に
胎
爽
さ
れ
て
居
る
の
み
な
ら
ず
、
し
か
も
詩
人
の
後
期
作
品
特

有
の
重
量
感
で
も
っ
て
、
思
わ
ず
読
者
を
唸
ら
せ
ず
に
は
お
か
な
い
佳
作
も
珍
ら
し

い
こ
と
え
思
わ
れ
る
。
こ
の
理
由
は
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
詩
歌
で
読
み
応
え
あ
る
力
作

は
、
例
え
ば
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
の
よ
う
に
、
’
先
師
シ
ラ
ー
の
一
連
の
抒

情
詩
と
同
様
に
相
当
長
く
、
分
量
か
ら
し
て
既
に
読
者
を
尻
込
み
さ
せ
、
ま
た
更
に

実
質
内
容
の
重
量
か
ら
し
て
も
、
あ
た
か
も
十
九
世
紀
西
欧
の
交
響
曲
の
如
く
、
理



九
八
　
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

念
や
想
念
が
幾
重
に
も
様
々
な
響
き
を
成
し
て
重
な
り
合
い
、
複
雑
に
揺
蕩
う
律
動

　
　
　
う
ね
　
　
　
　
　
オ
ペ
ラ
　
　
リ
ー
ト

の
波
を
畝
り
流
れ
、
歌
劇
や
歌
曲
の
よ
う
に
は
Ｂ
常
意
識
が
容
易
に
親
し
み
得
な
い

か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
点
か
ら
眺
め
る
と
、
僅
か
十
四
句
の
短
詩
「
生
の
な
か
ば
」
が
趣
を
異
に
し

て
い
る
こ
と
が
解
か
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
詩
歌
で
は
始
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
、
誰

で
も
想
い
浮
か
べ
る
に
困
難
の
無
い
形
象
が
連
な
り
、
読
者
は
古
典
ギ
リ
シ
ア
と
か

キ
リ
‘
ス
ト
教
西
欧
に
纒
わ
る
西
欧
精
神
史
の
難
問
に
、
眉
を
皺
め
頭
を
砕
か
尨
く
て

も
済
み
、
む
し
ろ
作
品
中
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
詩
歌
象
徴
の
調
べ
に
静
聴
し
、
そ
こ

に
彫
琢
さ
れ
た
造
形
結
晶
を
素
直
に
見
詰
め
て
お
れ
ば
、
短
詩
「
生
の
な
か
ば
」
の

詩
想
入
と
囃
な
ぐ
参
入
で
き
豚
る
か
ら
。
で
あ
る
・
゛
そ
’
こ
て
此
所
で
は
、
西
洋
古
典
と

　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
｀
　
　
　
　
ｆ
　
　
　
　
　
　
　
一

か
聖
書
に
関
連
す
る
骨
０
　
折
れ
｛
る
思
想
文
化
の
諸
問
題
は
ひ
と
ま
ず
留
保
し
て
、

「
黄
梨
」
（
第
一
句
）
に
始
ま
る
「
生
の
な
か
ば
」
の
詩
歌
象
徴
に
眼
差
を
向
け
て

み
よ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
″
　
　
　
　
　
、
～

　
表
題
に
云
う
「
生
の
な
か
ば
」
の
前
半
ば
は
夏
、
後
半
ば
は
冬
で
あ
り
、
短
詩
の

前
半
七
句
と
後
半
七
句
と
は
、
相
互
に
音
調
な
ら
び
に
色
調
を
異
に
し
て
、
夏
と
冬

の
如
き
好
対
称
を
な
す
。
内
容
に
お
い
て
も
律
動
に
お
い
て
も
、
前
半
は
平
仮
名
表

記
に
相
応
し
い
春
夏
の
肘
ら
ぎ
が
、
後
半
は
片
仮
名
書
き
に
適
う
冬
の
厳
し
さ
が
見

ら
れ
る
。
此
所
で
四
季
の
移
り
変
わ
り
が
色
彩
り
豊
か
で
鮮
や
か
な
和
風
の
春
夏
秋

冬
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
北
国
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
は
、
北
緯
に
し
て
樺

太
に
近
い
。
故
に
春
秋
が
悠
然
と
色
合
い
を
遷
す
潤
色
少
な
く
、
西
欧
ド
イ
ツ
の
季

節
感
は
、
突
然
五
月
に
緑
濃
き
草
木
が
萌
え
る
夏
と
な
り
、
突
如
十
一
月
に
雪
ま
じ

る
冬
が
到
来
し
、
か
く
し
て
年
間
は
冬
夏
に
大
別
さ
れ
二
分
さ
れ
る
。
こ
の
北
国
で

は
、
和
風
の
春
夏
秋
の
温
か
さ
が
夏
に
の
み
見
受
け
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
猛
暑
た

る
べ
き
土
用
で
さ
え
折
に
和
風
の
禰
生
の
寒
冷
が
訪
れ
る
程
で
あ
る
。
故
に
大
地
ゲ

ル
マ
ー
ニ
ア
の
底
力
は
、
む
し
ろ
零
下
な
す
厳
寒
の
冬
期
に
育
く
ま
れ
、
西
欧
の
大

河
、
例
え
ば
ラ
イ
ン
河
が
折
節
の
雪
解
け
の
水
流
で
活
ぎ
り
溢
れ
、
わ
が
国
に
襲
来

す
る
台
風
の
如
き
、
浸
水
の
猛
威
を
揮
う
の
は
こ
の
冬
期
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
夏

に
お
い
て
は
、
こ
の
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
を
昭
々
と
貫
き
通
る
大
河
が
眠
り
、
穏
や
か
に

事
も
無
げ
に
静
か
に
悠
然
と
流
れ
下
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
夏
な
か
ば
と
冬
な
か
ば
と
に
季
節
が
大
別
さ
れ
る
大
地
ゲ
ル
マ
ー
ニ

ア
の
風
土
に
根
ざ
し
、
当
該
の
短
詩
「
生
の
な
か
ば
」
で
は
冒
頭
に
お
い
て
、
ま
ず
、

「
黄
梨
」
が
歌
い
出
さ
れ
る
。

　
　
ミ
ッ
ト
ー
ゲ
ル
ベ
ン
ー
ビ
ル
ネ
ン
ー
ヘ
ン
グ
ッ
ト

　
　
（
黄
梨
は
た
わ
わ
に
）
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
’
。
　
゛

乙
の
「
梨
」
ヽ
ぱ
当
然
九
西
洋
梨
」
で
あ
る
が
、
わ
が
国
の
場
合
を
考
え
て
み
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
曳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
ｎ
　
ｄ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
ｒ
　
』

　
「
梨
」
の
産
地
は
例
え
ば
鳥
取
な
ど
の
比
較
的
寒
い
地
方
で
あ
り
、
決
七
て
暖
地
農

温
室
栽
培
の
盛
ん
な
南
国
で
は
な
卜
。
考
え
て
み
る
に
北
緯
に
し
て
、
イ
タ
ー
。
リ
ア

の
花
の
都
フ
ィ
レ
ン
ツ
エ
『
が
、
ほ
ぼ
北
海
道
の
大
雪
山
麓
な
す
旭
川
に
位
置
し
て
・
い

る
こ
と
か
ら
も
解
か
る
通
啖
、
西
欧
は
全
体
化
北
極
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
゛
そ
し

て
、
こ
の
北
方
に
位
置
す
る
西
欧
の
国
々
、
例
え
ば
伊
独
仏
が
「
梨
」
の
世
界
的
産

地
を
形
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
こ
の
こ
と
は
例
え
ば
、
次
に
示
す
一
九
六
六
年
の
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
の
統

計
で
確
か
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
「
梨
」
の
生
産
高
の
世
界
計
七
百
三
十
万
ト
ッ
の

内
訳
な
す
代
表
例
を
見
て
み
よ
研
）
・

一
、
伊

二
、
支
那

三
、
西
独

四
、
米

五
、
仏

｛
ハ
、
日
本

七
、
埃

八
、
西

九
、
瑞
西

百
三
六
万
九
千

　
八
九
万

　
五
九
万
九
千

　
五
五
万
九
千

　
四
九
万
三
千

　
四
七
万
六
千

　
二
二
万
三
千

　
二
一
万

　
一
九
万
四
千

十
、
　
波
蘭

十
一
、
土
耳
古

十
二
、
蘭

十
三
、
濠

十
四
、
希

十
五
、
東
独

十
六
、
勃
牙
利

十
七
、
亜
爾
然
丁

一
九
万
四
千

一
八
万

一
八
万

一
五
万

一
三
万

こ
一
万
九
千

こ
一
万
九
千

一
一
万
二
千



こ
の
場
合
に
大
地
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
を
形
造
る
ド
イ
ツ
語
圏
を
考
え
る
と
、
第
三
位

に
西
独
連
邦
共
和
国
、
第
七
位
に
埃
太
利
共
和
国
、
第
九
位
に
瑞
西
連
邦
共
和
国
、

第
十
五
位
に
東
独
民
主
共
和
国
が
見
い
出
さ
れ
る
。
因
。
に
此
所
で
以
上
の
梨
の
生

産
高
を
合
計
す
る
と
百
十
六
万
干
ト
ン
と
な
り
、
こ
の
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
の
収
獲
は
大

国
支
那
の
八
九
万
ト
ン
を
も
抜
き
、
他
の
諸
国
の
生
産
高
を
邁
か
に
上
回
り
、
豊

饒
の
国
イ
タ
ー
リ
ア
の
生
産
高
百
三
十
六
万
九
千
ト
ン
に
迫
る
程
と
な
る
。
実
際

ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
は
、
わ
が
国
や
フ
ラ
ン
ス
の
よ
う
な
肥
沃
な
土
地
で
は
な
く
、
む
し

ろ
雑
草
が
多
く
、
湿
気
が
高
く
、
地
質
が
重
い
大
地
な
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
も
拘

わ
ら
ず
、
興
味
深
い
こ
と
に
「
梨
」
の
生
産
高
が
こ
の
よ
う
に
頗
る
高
い
の
で
あ

る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
梨
」
よ
り
も
収
獲
多
き
大
地
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
の
果
物
と
し
て
、

同
じ
薔
薇
科
の
「
林
檎
」
を
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
実
際
こ
の
「
林

檎
」
の
特
産
地
を
わ
が
国
に
お
い
て
考
え
て
み
る
に
、
ま
ず
東
北
地
方
の
最
北
端
な

す
青
森
県
が
筆
頭
に
上
が
る
こ
と
か
ら
も
解
か
る
よ
う
に
、
「
梨
」
の
産
地
よ
り
も

「
林
檎
」
の
産
地
は
一
層
と
寒
冷
な
地
方
で
あ
る
。
故
に
「
林
檎
」
も
「
梨
」
に
劣

ら
ず
、
当
然
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
の
大
地
に
適
う
果
実
と
看
傲
さ
れ
得
る
。
と
こ
ろ
が
、

詩
歌
「
生
の
な
か
ば
」
冒
頭
が
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
成
熟
を
歌
い
上
げ
て
い
る
点

を
考
量
す
る
と
、
「
林
檎
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
梨
」
こ
そ
が
、
そ
の
季
節
の
成

熟
を
特
色
づ
け
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
註
（
1
1
）
参
照
）
。

　
例
え
ば
、
古
代
ロ
ー
マ
の
桂
冠
詩
人
ホ
ラ
ー
テ
ィ
ウ
ス
も
、
秋
の
成
熟
と
し
て

「
梨
」
を
「
葡
萄
」
と
と
も
に
真
先
に
歌
い
上
げ
て
い
る
。
’

　
一
七
　
　
　
そ
し
て
豊
か
な
果
実
に
飾
ら
れ
た
頭
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
｝
八
　
　
　
　
秋
が
田
野
に
療
げ
る
と
、

　
一
九
　
　
　
歓
呼
し
て
、
接
枝
し
品
種
改
良
さ
れ
た
梨
を
摘
み
、

　
二
〇
　
　
　
　
深
紅
に
も
紛
う
葡
萄
の
房
を
摘
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
エ
ポ
ー
ド
ス
詩
篇
」
第
二
歌
｝

九
九
　
　
西
欧
の
夜
－
ニ
〕
明
鏡
と
水
底
　
（
高
橋
）

此
所
で
は
実
り
の
秋
を
飾
る
果
物
と
し
て
「
梨
」
と
「
葡
萄
」
が
歌
い
出
さ
れ
て
い

る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
後
者
の
葡
萄
か
ら
取
れ
る
「
葡
萄
酒
」
の
質
の
高
さ
は
此
所

で
問
わ
な
い
と
し
て
、
こ
の
果
物
の
生
産
量
に
お
い
て
見
る
と
、
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
は

イ
タ
ー
リ
ア
に
邁
か
に
及
ば
な
い
。
実
際
、
夏
八
月
に
西
独
の
市
場
に
出
回
る
葡
萄

の
た
わ
わ
な
る
房
は
、
南
欧
イ
タ
ー
リ
ア
産
が
多
く
、
今
日
で
は
南
欧
の
陽
光
の
成

果
が
、
欧
州
共
同
体
の
強
力
な
経
済
力
の
動
脈
を
通
り
、
北
欧
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
に
も

運
び
込
ま
れ
て
来
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
豊
饒
の
国
イ
タ
ー
リ
ア
は
、
「
葡
萄
」
の
た
わ
わ
な
房
の
み
な
ら
ず
、

「
柑
子
」
や
そ
の
他
様
々
な
果
物
の
実
り
の
国
と
し
て
、
久
し
く
浪
漫
情
緒
な
す
心

情
に
と
り
憧
憬
の
的
で
あ
っ
た
。

六五四三二－

レ
モ
ン
の
木
は
花
さ
き
く
ら
き
林
の
中
に

こ
が
ね
色
し
た
る
柑
子
は
枝
も
た
わ
ゝ
に
み
の
り

青
く
晴
れ
し
空
よ
り
し
づ
や
か
に
風
吹
き

ミ
ル
テ
の
木
は
し
づ
か
に
ラ
ウ
レ
ル
の
木
は
高
く

く
も
に
そ
び
え

君
と
共
に
ゆ
か

まて
し立

て
る
国
を
し
る
や
か
な
た
へ

　
　
　
　
　
（
ゲ
ー
テ
「
ミ
ニ
ョ
ン
の
歌
」
第
一
節
）

こ
の
詩
歌
で
は
、
実
り
豊
か
な
南
欧
イ
タ
ー
リ
ア
ヘ
の
憧
れ
な
す
甘
美
に
し
て
気
品

あ
る
調
べ
が
、
あ
た
か
も
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
第
四
交
響
曲
「
イ
タ
ー
リ
ア
」
を

想
わ
せ
る
如
く
、
磨
か
れ
た
芸
術
造
形
の
力
で
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ

　
確
か
に
大
地
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
は
豊
饒
な
土
地
で
は
な
い
。
従
っ
て
南
欧
の
溢
れ
る

自
然
の
恵
み
に
憧
れ
る
浪
漫
感
情
も
否
み
難
い
。
故
に
ゲ
ー
テ
が
南
欧
イ
タ
ー
リ
ア

に
抱
く
憧
憬
の
念
も
、
実
に
ご
く
自
然
な
こ
と
に
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
し
か
し

な
が
ら
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
心
の
情
緒
の
自
然
で
あ
っ
て
、
質
実
剛
健
な
大
地
ゲ
ル

マ
ー
ニ
ア
の
本
性
に
根
ざ
し
た
「
生
け
る
自
然
（
ナ
ー
ト
ゥ
ー
ラ
ー
ナ
ー
ト
ゥ
ー



一
〇
〇
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

ラ
ン
ス
）
」
で
は
無
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
〇

四
一

四
二

　
神
々
し
い
焔
も
ま
た
昼
と
な
く
夜
と
な
く

破
邪
せ
ん
と
迫
る
。
来
た
れ
、
顕
正
せ
ん
た
め
、

　
久
遠
の
彼
方
ま
で
も
自
然
を
求
め
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
三
節
）

思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
（
一
八
〇
〇
年
－
○
一
年
）
で
こ
の
よ
う
に
表
明
さ

れ
大
自
然
探
求
の
姿
勢
を
’
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
書
簡
に
お
い
て
更
に
翔
確
な
展
望
の

　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
一
一
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ
　
　
一

下
に
語
り
出
す
。
例
え
ば
一
八
〇
二
年
十
二
月
二
［
ｕ
付
ベ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
宛
書
簡
で

は
、
古
典
古
代
ギ
リ
シ
ア
と
大
地
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
を
見
詰
め
て
次
の
よ
う
に
「
独
創
」

に
つ
い
七
語
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　
…
…
　
　
　
…
　
…
…

名
達
は
古
μ
げ
け
け
ア
人
以
来
、
再
び
祖
咽
と
～
然
に
適
い
、
本
来
訪
始
Ｊ
・
（
オ
リ
ー
ヽ

ゴ
ー
）
よ
り
独
創
的
に
歌
い
始
め
る
の
で
す
。

こ
の
観
点
を
踏
ま
え
て
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
自
ら
の
詩
歌
を
、
一
八
〇
三
年
十
二
月

付
ヴ
ィ
ル
マ
ン
ス
宛
書
簡
に
お
い
て
、
敢
て
「
祖
国
の
歌
（
フ
″
－
タ
ー
レ
ン
デ
ィ

シ
エ
ー
ゲ
ゼ
ン
グ
）
」
と
命
名
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７

　
　
と
こ
ろ
で
ご

　
　
万
化
し
た
と
て
、
常
に
日
常
意
識
に
落
ち
込
ん
で
い
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
と
は
異
な
る
が
、

　
　
祖
国
の
歌
の
崇
高
で
純
粋
な
歓
呼
で
利
・

当
該
の
短
詩
「
生
の
な
か
ば
」
冒
頭
で
、
「
黄
梨
は
た
わ
わ
に
」
（
第
一
句
）
と
歌

い
出
さ
れ
る
根
拠
が
此
所
に
在
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
浪
漫
情
緒
な
す
心
情
が
喚

起
す
る
「
棒
橡
（
レ
モ
ン
）
」
で
も
な
く
「
柑
子
（
オ
レ
ン
ジ
）
」
（
註
（
４
）
）
で

も
な
く
、
ま
た
葡
萄
の
た
わ
わ
な
る
房
で
も
な
い
、
「
黄
梨
（
ビ
ル
ネ
ン
）
」
こ
そ

は
、
大
地
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
の
「
祖
国
と
自
然
に
適
い
」
（
註
（
７
）
）
、
山
肌
に
生
え

る
西
洋
梨
で
あ
り
、
こ
の
自
然
の
「
黄
梨
が
た
わ
わ
に
実
り
（
ミ
ッ
ト
ー
ゲ
ル
ベ
ン
・

ビ
ル
ネ
ン
ー
ヘ
ン
グ
ッ
ト
：
：
：
　
ダ
ス
ー
ラ
ン
ト
ー
イ
ン
ー
デ
ン
ー
ゼ
ー
）
大
地
が

湖
へ
と
懸
か
る
」
（
第
一
句
－
第
三
句
）
の
で
あ
る
。

　
し
か
も
当
時
の
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
「
柿
橡
（
レ
モ
ン
）
」
と
か
「
柑
子
（
オ
レ
ン

ジ
）
」
（
註
（
４
）
）
が
、
今
日
の
欧
州
共
同
体
の
経
済
力
に
よ
る
如
き
容
易
に
は
入

手
さ
れ
得
ず
、
例
え
ば
門
閥
の
囲
わ
れ
た
果
樹
園
の
よ
う
な
、
独
占
さ
れ
た
狭
い
世

俗
の
楽
園
に
の
み
見
ら
れ
た
珍
品
に
過
ぎ
ず
、
ま
た
イ
タ
ー
リ
ア
な
ど
へ
の
経
費
の

嵩
む
外
国
・
旅
行
も
、
裕
福
な
特
権
階
級
に
の
み
許
さ
れ
た
当
時
の
経
済
的
現
実
を
顧

慮
す
る
な
ら
ば
、
先
の
「
ミ
、
ニ
ヨ
ン
の
歌
」
（
註
（
４
）
）
で
ゲ
ー
テ
が
歌
っ
ご
て
い

る
「
柿
橡
（
レ
モ
ン
）
」
や
「
柑
子
（
オ
レ
ン
ジ
）
」
゛
が
一
層
と
大
地
ゲ
ル

　
７
ト
ニ
ア
と
は
無

縁
の
ヅ
北
。
欧
ド
イ
ツ
の
風
土
『
に
は
自
然
と
根
づ
。
か
ぬ
「
疲
れ
た
飛
翔
」
（
註
（
８
。
）
）

に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
解
か
る
ゼ
あ
ぞ
つ
。
こ
れ
に
反
し
て
、
大
地
ゲ
ル
で
Ｉ
ニ
ヅ

　
　
　
　
　
χ
　
χ
　
‘
　
ｒ
　
　
χ
ｉ
　
　
　
／
・
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
ａ
　
　
ヽ
　
　
　
　
Ｉ

の
父
な
る
祖
国
と
母
な
る
自
然
の
現
実
を
直
視
し
、
ご
の
大
地
に
し
か
と
踏
み
皆
ま

ら
ん
と
す
る
詩
人
ヘ
ル
ダ
ト
リ
ン
は
、
ぞ
の
よ
う
な
憧
憬
の
異
国
情
緒
に
目
も
く
れ

ず
に
、
質
実
剛
健
な
る
大
地
か
ら
慎
ま
し
く
も
厳
か
に
生
育
す
る
「
祖
国
の
歌
の
崇

高
で
純
粋
な
歓
呼
」
（
註
（
８
）
）
’
を
目
指
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
「
黄
梨
は
た
わ
わ
に
」
と
短
詩
「
生
の
な
か
ば
」
冒
頭
が
歌
い
出
さ
れ

て
い
る
と
読
め
る
。

ミ
ッ
ト
ー
ゲ
ル
ベ
ン
ー
ビ
ル
ネ
ン
ー
ヘ
ン
グ
ッ
ト

　
（
黄
梨
は
た
わ
わ
に
）

と
弾
み
浪
」
き
躍
動
が
印
象
深
く
思
わ
れ
る
。
こ
の
文
字
通
り
「
た
わ
わ
に
」
よ
く
熟

れ
た
果
実
が
豊
か
に
実
り
樹
枝
か
ら
垂
れ
（
ベ
ン
グ
ッ
ト
）
て
い
る
様
が
想
像
さ
れ
、

先
の
ホ
ー
又
Ｉ
テ
ィ
ウ
ス
の
詩
歌
（
註
（
３
）
）
に
見
ら
れ
る
如
き
、
豊
饒
な
る
実
り

の
秋
を
読
者
は
ふ
と
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

秋
も
な
か
ば
を
過
ぎ
た
で
あ
ろ
う
そ
の
季
節
の
性
格
に
従
っ
て
そ
れ
は
だ
い
た
い
物
静
か

な
印
象
を
与
え
る
が
、
そ
の
中
に
か
く
れ
て
い
る
動
的
要
素
が
何
と
な
く
わ
れ
わ
れ
の
心



を
騒
が
せ
る
。
そ
の
こ
と
の
主
因
は
第
一
行
の
最
後
に
大
胆
に
倒
置
さ
れ
た
動
詞
ベ
ン
グ
ッ

ト
（
懸
垂
し
て
い
る
）
の
一
語
に
あ
る
と
思
う
。
…
…
…
も
し
こ
の
景
を
静
か
さ
と
い
う
な

ら
、
そ
れ
は
不
安
定
を
内
包
し
て
い
る
静
か
さ
で
あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
梨
の
黄
は
顛
落

ま
ぢ
か
い
季
節
の
深
さ
を
あ
ら
わ
し
、
叢
生
す
る
茨
は
爛
熟
し
た
野
性
の
姿
を
示
し
て
い

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
手
塚
富
雄
「
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
」
第
七
章
）

こ
の
説
明
に
あ
る
「
秋
も
な
か
ば
を
過
ぎ
た
」
「
顛
落
ま
ぢ
か
い
季
節
の
深
さ
」
を

示
す
頃
合
い
は
、
恐
ら
く
十
月
中
旬
を
念
頭
に
置
い
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
わ
が
国

な
ら
「
燈
」
の
「
蜜
柑
」
と
か
「
柿
」
が
「
た
わ
わ
に
」
と
言
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
秋
た
け
な
わ
の
季
節
感
を
現
わ
す
詩
歌
象
徴
は
ヘ
ル
ダ
ト
リ
ン

の
場
合
、
例
え
ば
次
の
一
節
に
見
い
出
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
豊
か
に
み
ち
あ
ふ
れ
て
　
秋
の
日
は
い
ま
や
す
ら
っ
て
い
る

　
　
ぶ
ど
う
の
房
の
澄
み
　
果
樹
園
を
実
っ
た
果
実
が

　
　
赤
く
い
ろ
ど
る
　
感
謝
の
に
え
と
し
て
大
地
に
散
っ
た

　
　
あ
ま
た
の
た
お
や
か
な
花
た
ち
に
代
っ
刄
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
わ
が
所
有
」
第
一
節
、
第
一
句
－
第
四
句
）

こ
の
「
赤
く
い
ろ
ど
る
」
「
果
実
」
（
第
二
句
―
第
三
句
）
と
し
て
、
ま
ず
想
像
さ

れ
る
の
は
「
林
檎
」
で
あ
ろ
う
。
蓋
し
考
え
て
み
る
に
、
こ
の
秋
も
た
わ
わ
な
成
熟

の
只
中
で
も
、
お
お
よ
そ
「
顛
落
」
と
か
「
爛
熟
」
（
註
（
1
0
）
）
と
は
程
遠
い
、

正
に
「
澄
み
」
「
や
す
ら
っ
て
い
る
」
（
第
一
句
－
第
二
句
）
と
歌
わ
れ
る
清
澄
で

慎
ま
し
や
か
な
北
国
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
の
風
土
が
彷
彿
と
し
て
来
る
の
で
あ
り
、
こ
の

秋
た
け
な
わ
の
成
熟
期
に
お
い
て
さ
え
、
凡
そ
柿
が
熟
れ
る
ほ
ど
温
暖
な
わ
が
国
や

イ
タ
ー
リ
ア
の
「
爛
熟
」
し
た
季
節
感
は
兆
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
季
節
感
が
概
し
て
夏
な
か
ば
と
冬
な
か
ば
と
に
大
別
さ
れ

る
北
国
ド
イ
ツ
の
風
土
に
お
い
て
は
、
十
月
が
夏
の
終
焉
を
意
味
し
、
翌
十
一
月
と
も

な
る
と
既
に
厳
し
い
冬
の
訪
れ
と
と
も
に
、
気
温
も
零
下
と
成
り
雪
の
降
る
の
も
稀

で
は
な
い
。
ま
た
夏
が
来
た
と
し
て
も
、
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
の
日
射
し
は
言
わ
ば
樺
太

一
〇
一
　
西
欧
の
夜
－
〔
こ
明
鏡
と
水
底
　
（
高
橋
）

の
太
陽
で
あ
る
か
ら
、
わ
が
国
の
猛
暑
の
日
照
り
は
望
む
べ
く
な
く
、
あ
た
か
も
山

岳
の
避
暑
地
の
如
く
自
然
の
生
育
は
緩
慢
で
あ
る
。
故
に
「
爛
熟
」
し
「
顛
落
」

（
註
（
1
0
）
）
す
る
ほ
ど
、
大
地
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
の
果
実
が
熟
れ
切
る
と
は
考
え
難

い
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
豊
饒
の
国
イ
タ
ー
リ
ア
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
爛
熟
」
と
「
顛
落
」

が
、
質
実
剛
健
な
大
地
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
の
風
土
に
は
相
応
し
い
と
は
思
わ
れ
な
い
。

例
え
ば
甘
い
果
物
で
あ
る
と
柑
子
（
オ
レ
ン
ジ
）
な
ど
の
柑
橘
類
は
南
欧
か
ら
、
今

日
で
は
欧
州
共
同
体
の
経
済
動
脈
を
通
り
北
国
ド
イ
ッ
ヘ
も
た
ら
さ
れ
る
。
ま
た
林

檎
に
し
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
系
の
紅
玉
に
比
べ
、
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
産
の
は
む
し
ろ
青
玉

と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
市
場
で
見
受
け
ら
れ
る
。
蓋
し
こ
の
青
玉
の
朴
訥
な
味
覚
が
正

に
ド
イ
ツ
の
心
を
伝
え
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
自
然
の
成
熟
が
質
素
な
大
地
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
に
お
い
て
、
果
し
て
話

題
の
「
梨
」
は
件
申
に
執
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
北
国
ド
イ
ツ
の
夏
期

間
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

と
て
も
素
晴
ら
し
い
夏
だ
。
し
ば
し
ば
僕
は
口
フ
ア
の
果
樹
園
で
木
々
に
登
り
、
果
物
取

り
の
長
い
棒
を
手
に
し
て
枝
に
腰
か
け
、
顧
が
ら
瀕
の
果
物
を
摘
む
Ｐ
・
ご
ア
は
下
で
待

ち
構
え
て
い
て
、
僕
が
梨
の
実
を
落
と
す
と
、
下
で
拾
い
集
め
る
の
だ
。

　
　
（
ゲ
ー
テ
「
若
き
ヴ
ェ
ル
テ
ル
の
悩
み
」
　
一
七
七
一
年
八
月
二
十
八
日
付
書
簡
）

確
か
に
今
日
で
も
夏
八
月
に
ド
イ
ツ
で
は
「
梨
」
を
蔵
耶
で
見
か
Ｊ
匹
一
。
ま
た
力
が

国
に
お
い
て
も
「
西
洋
梨
」
は
「
八
月
下
旬
に
採
収
し
て
追
熟
す
る
」
と
百
科
事
典

に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
更
に
西
欧
の
「
植
物
事
典
」
を
絡
く
と
、
こ
の
「
西
洋
梨
」

の
一
端
熟
」
に
関
し
て
詳
し
く
「
夏
の
果
実
は
完
執
前
六
日
か
ら
八
日
目
に
採
収
さ

れ
る
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
夏
の
果
実
」
と
し
て
「
西
洋
梨
」
は
、

八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
の
言
わ
ば
晩
夏
に
見
受
け
ら
れ
る
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
に
か
ぐ
八
月
に
し
て
も
九
月
に
し
て
も
、
北
国
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
の
夏
に
変
わ
り

は
な
く
、
此
所
で
は
南
欧
イ
タ
ー
リ
ア
の
豊
饒
な
国
土
の
秋
に
似
つ
か
わ
し
い
と
思



一
〇
一
Ｔ
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
二
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

わ
れ
る
よ
う
な
「
顛
落
ま
ぢ
か
い
季
節
の
深
さ
」
（
註
（
拘
）
）
を
示
す
ほ
ど
自
然

が
熟
し
切
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
詩
歌
「
生
の
な
か
ば
」
冒
頭

で
「
黄
梨
は
た
わ
わ
に
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
「
西
洋
梨
（
ビ
ル
ネ
ン
）
」
は
、
第
二

句
に
「
野
生
の
茨
も
溢
れ
」
と
在
る
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
．
る
よ
う
に
、
「
野
生
の

梨
」
と
想
像
さ
れ
る
。
実
際
、
野
性
の
果
実
は
総
じ
て
、
食
用
栽
培
の
巣
物
の
よ
う

に
大
き
く
な
く
、
む
し
ろ
慎
ま
し
く
堅
実
に
小
じ
ん
ま
り
と
し
た
も
の
な
の
で
あ
る

か
ら
、
一
層
と
質
実
剛
健
な
大
地
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
に
相
応
し
い
姿
を
し
て
、
「
黄
梨

が
た
わ
わ
に
」
実
っ
て
い
る
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
．
る
。

　
　
　
　
’
゛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
り
　
　
　
　
｀
　
Ｌ
　
　
一
　
　
　
　
　
－

、
こ
の
よ
う
に
確
か
に
’
「
貪
」
社
成
熟
を
示
し
、
気
候
風
土
を
考
え
許
せ
れ
ば
、
．
犬

地
ゲ
詐
マ
ー
ニ
ア
の
晩
夏
八
月
下
旬
頃
の
「
黄
梨
辻
を
想
像
し
て
間
違
い
な
い
と
思

各
々
の
詩
行
が
七
言
ず
つ
の
諧
調
な
す
律
動
の
中
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
弾
よ
き
快

音
な
し
て
舌
先
と
と
も
に
撥
ね
上
が
る
響
き
が
、
母
音
と
エ
ル
（
上
顎
へ
と
舌
頭
が

着
く
子
音
）
と
の
組
み
合
わ
せ
を
成
し
て
三
度
も
現
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
第
一
句
の

「
ゲ
ル
ベ
ン
（
黄
）
」
と
と
も
に
、
第
二
句
の
「
フ
ォ
ル
（
溢
れ
）
」
お
よ
び
「
ヴ
ィ

ル
デ
ン
（
野
）
」
が
具
体
例
で
あ
る
。

　
・
こ
の
点
、
も
し
冒
頭
が
「
緑
梨
（
グ
リ
ュ
ー
ネ
ン
ー
ビ
ル
ネ
ン
）
」
と
か
へ
白
梨

（
ヴ
ア
ィ
．
セ
ン
ー
ビ
ル
ネ
ン
）
」
と
か
「
褐
色
梨
（
プ
ラ
ウ
ネ
ン
ー
ビ
ル
ネ
ン
）
」

と
馳
「
黒
梨
ヘ
シ
ュ
ヴ
‘
ア
ル
ツ
ェ
ン
ー
ビ
ル
ネ
ン
）
と
成
’
っ
て
い
て
は
ヤ
「
灸
梨

（
ゲ
ル
ペ
ン
ー
ビ
ル
ネ
ン
）
」
の
よ
に
う
に
．
は
弾
よ
く
響
か
な
い
と
と
に
な
る
で
あ

右
う
。
そ
こ
で
向
じ
子
音
エ
ル
．
が
在
る
と
い
う
点
で
「
青
梨
（
ブ
ラ
ウ
エ
ン
ー
ビ
ル

ネ
ン
）
」
も
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
「
黄
≒
（
ゲ
ル
プ
）
辻
む
如
き
弾
み
．
が
．
「
青



と
歌
わ
れ
、
緑
萌
ゆ
草
木
の
繁
み
が
紺
碧
の
青
湖
へ
と
向
か
う
。
こ
句
色
調
の
変
化
、

「
黄
」
か
ら
「
紅
」
へ
と
紅
潮
し
、
そ
れ
が
草
木
の
緑
に
包
ま
れ
青
湖
へ
と
沈
深
す

る
。
こ
の
転
調
な
す
詩
歌
冒
頭
の
端
緒
を
飾
る
色
彩
と
し
て
「
黄
ト
が
取
ら
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
「
黄
」
は
’
「
青
」
や
「
緑
」
な
ど
と
置
き
代
え

ら
れ
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
律
動
や
響
き
と
同
様
に
色
調
に
お
い
て
も
、
詩
歌
「
生
の
な
か
ば
」

冒
頭
の
「
西
洋
梨
」
は
「
黄
梨
（
ゲ
ル
ベ
ン
ー
ビ
ル
ネ
ン
）
」
と
な
る
の
が
自
然
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
述
の
如
く
、
こ
の
「
黄
梨
」
は
「
探
棒
（
レ
モ
ン
）
」
や

「
柑
子
（
オ
レ
ン
ジ
）
」
と
は
異
な
り
、
異
国
趣
味
の
浪
漫
情
緒
（
註
（
４
）
）
に

流
れ
る
こ
と
な
く
、
質
実
剛
健
な
大
地
ゲ
ル
’
マ
ー
ニ
ア
の
風
土
に
し
か
と
根
を
お
ろ

す
「
野
の
黄
梨
（
ヴ
ィ
ル
デ
ン
ー
ゲ
ル
ベ
ン
ー
ビ
ル
ネ
ン
）
」
な
の
で
あ
り
、
西
南

ド
イ
ツ
の
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
慎
ま
し
く
も
力
強
い
自
然
な
祖
国

の
現
実
を
素
直
に
見
守
り
、
静
か
に
躍
動
を
込
め
て
、

ミ
ッ
ト
ー
ゲ
ル
ベ
ン
’
・
ビ
ル
ネ
ン
ー
ヘ
ン
グ
ッ
ト

　
（
黄
梨
は
た
わ
わ
に
実
り
）

と
只
直
向
に
写
生
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
何
ら
感
激
や
霊
感
で
高
ぶ
る
こ
と
な
く
、

ま
た
俗
な
歌
心
に
媚
び
る
こ
と
な
く
、
大
地
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
か
ら
の
自
然
の
生
育
を

減
張
あ
る
詩
歌
象
徴
の
弾
よ
き
律
動
に
乗
せ
て
歌
い
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。

閣
　
明
鏡
の
水
面

峰
云
、
「
忽
遇
明
鏡
来
時
如
何
」
。

玄
沙
云
、
「
百
雑
砕
」
。
　
　
―
゛

さ
ら
に
い
ふ
べ
し
、
「
鏡
也
自
隠
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
道
元
「
正
法
眼
蔵
」
「
古
鏡
」
　
こ
一
四
一
年
）

一
〇
三
　
西
欧
の
夜
－
〔
こ
明
鏡
と
水
底
　
（
高
橋
）

　
先
に
論
述
し
た
「
黄
梨
」
（
第
一
句
）
に
続
い
て
此
所
で
は
、
・
ま
ず
引
き
続
く
第

二
句
の
「
野
い
ば
ら
（
ヴ
ィ
ル
デ
ン
ー
ロ
ー
ゼ
ン
）
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
と

田
？
つ
。

　
　
ウ
ン
ト
ー
フ
ォ
ル
●
々
ヘ
ッ
ト
ー
ヴ
ィ
ル
デ
ン
ー
ロ
ー
ゼ
ン

　
　
　
（
し
て
野
薔
薇
も
溢
れ
）

前
述
の
如
く
季
節
の
頃
合
い
が
、
八
月
下
旬
か
ら
九
月
に
か
け
て
の
晩
夏
な
の
で
あ

る
か
ら
、
初
夏
の
五
月
や
六
月
に
原
野
を
彩
る
薔
薇
の
「
白
」
い
花
を
想
像
す
る
の

は
此
所
で
は
見
当
違
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
は
む
し
ろ
、
秋
に
か
け
て
成
熟
す
る

　
「
紅
」
な
す
「
野
次
の
実
（
ハ
ー
ゲ
ー
ブ
フ
ァ
ン
）
」
を
想
い
描
く
べ
き
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
折
ｔ

　
こ
の
「
野
茨
の
実
」
（
第
二
句
）
の
「
紅
」
が
、
「
梨
」
の
「
黄
」
（
第
一
句
）

に
加
わ
り
、
緑
濃
き
剽
末
深
き
「
大
地
（
ラ
ン
ト
）
」
と
と
も
に
成
執
の
充
実
を
示

し
て
、
紺
碧
な
す
「
湖
（
ゼ
ー
）
　
へ
と
」
（
第
三
句
）
「
懸
か
る
（
ベ
ン
グ
ッ
ト
）
」

（
第
一
句
）
と
歌
わ
れ
て
い
る
。

　
　
ダ
ス
ー
ラ
ン
ト
ー
イ
ン
ー
デ
ン
ー
ゼ
ー

　
　
　
（
大
地
が
湖
へ
と
懸
か
る
と
、
）

此
所
ま
で
の
詩
歌
「
生
の
な
か
ば
」
冒
頭
三
句
に
お
け
る
「
梨
－
野
ば
ら
Ｉ
湖
」
と

云
う
形
象
の
連
な
り
は
、
同
時
に
「
黄
－
紅
－
青
」
の
三
原
色
の
移
り
ゆ
き
を
現
わ

し
て
い
る
。
詳
み
に
こ
の
三
色
は
、
詩
人
ゲ
ー
テ
の
自
然
科
学
論
文
・
「
色
彩
論
」

（
一
八
一
〇
年
）
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
画
家
」
の
使
う
「
三
原
色

（
グ
ル
ン
ト
ー
フ
ァ
ル
ベ
ン
）
」
（
第
七
〇
五
節
）
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
三
原
色
」
の
中
で
、
「
黄
」
と
「
青
」
と
が
「
分
極
（
ポ
ラ

リ
デ
ー
ト
）
」
を
成
し
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
両
極
（
黄
－
青
）
は
「
色

彩
論
」
第
六
九
六
節
に
対
比
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
作
用
と
脱
作
用
、
光
と
影
、

明
暗
、
強
弱
、
暖
寒
、
近
遠
、
反
撥
と
牽
引
、
酸
性
と
ア
ル
カ
リ
性
」
と
云
う
具
合



一
〇
四
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

に
好
対
称
を
成
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
別
に
例
え
ば
ゲ
ー
テ
作
の
書
簡

体
小
説
「
若
き
ヴ
ェ
ル
テ
ル
の
悩
み
」
（
一
七
七
四
年
）
の

す
る
と
、
「
黄
色
の
ヴ
ェ
ス
ト
と
ズ
ボ
ン
」
と
「
青
色
の
燕

尾主

服_人

「
黄
」
と
「
青
」
と
の
対
極
が
、
失
恋
に
悩
ま
し
き
若
き
ヴ
ェ
ル

目
を
覗
か
せ
て
い
る
と
読
み
取
り
得
る
の
で
あ
る
。

公
の
服
装
に
着
眼

」
に
表
わ
さ
れ
た

テ
ル
の
心
の
裂
け

　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
詩
歌
「
生
の
な
か
ば
」
に
お
い
て
は
、
こ
の
分
極
を
成
す
「
黄
」

と
「
青
」
と
が
、
「
黄
梨
」
（
第
一
句
）
か
ら
「
青
湖
」
（
第
三
句
）
へ
の
色
彩
の

動
き
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

　
　
～
知
卸
は
た
わ
わ
に
熟
れ

　
　
　
、
し
7
7
　
聊
ぴ
す
肌
回
実
も
溢
れ
　
　
　
　
ド
　
　
ザ

＼
’
　
線
濃
き
彭
剰
兪
き
大
地
が
青
湖
へ
と
懸
か
る
と
フ
　
　
ニ

　
　
ｌ
　
　
　
１
１
　
Ｓ
　
　
’
　
　
　
４
　
　
　
　
－
　
　
　
　
Ｉ
“
ｄ
　
　
　
　
ｌ
　
一
如
ｒ

此
所
で
暖
色
「
黄
」
か
ら
寒
色
「
青
」
へ
と
深
沈
（
フ
エ
‘
ア
テ
ィ
ー
フ
ン
グ
ー
イ
ン

ス
ー
ブ
ラ
ウ
エ
）
し
移
り
変
わ
り
ゆ
く
色
調
を
「
色
相
環
」
で
概
観
し
て
み
る
と
、

〈
深
沈
〉
う
青

紅

● ･ - - ゆ － ｆ

〈
紅
潮
〉
ぐ
黄

三
原
色
（
黄
１
紅
－
青
）
’
の
う
ち
、
「
梨
」
（
第
一
句
）
の
「
黄
」
か
ら
、
「
腎
良

の
実
」
（
第
二
句
）
の
「
紅
」
へ
の
「
紅
潮
（
シ
ュ
タ
イ
ゲ
ル
ン
グ
ー
イ
ン
ス
ー
ロ
ー

デ
二
）
を
経
て
ヽ
゜
青
湖
」
＾
第
ご
句
゛
　
へ
の
深
沈
（
フ
ェ
ア
テ
ィ
ー
フ
ン
グ
ー
イ

ン
ス
ー
ブ
ラ
ウ
エ
）
と
し
て
色
環
を
把
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
色
調
全
体
へ
の
見
通
し
を
踏
ま
え
て
、
次
に
ま
ず
詩
歌
冒
頭
に
歌
わ

れ
た
「
黄
梨
」
の
「
黄
色
」
か
ら
考
察
を
始
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ
れ
は
「
色
彩

論
」
で
説
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
常
に
光
を
と
も
な
し
ブ
第
七
七
八
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

「
先
に
最
も
近
い
色
彩
」
（
第
七
六
五
節
）
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
ゴ
。
ホ
の
名

画
「
ひ
ま
わ
り
」
を
彩
る
燃
え
る
黄
色
は
、
災
の
如
き
日
射
し
の
力
強
さ
を
如
実
に

物
語
っ
て
い
る
し
、
ま
た
ト
ラ
ー
ク
ル
の
詩
歌
「
太
陽
」
冒
頭
で
は
。

　
　
日
々
黄
色
い
太
陽
が
丘
の
上
に
昇
る
。

と
歌
わ
れ
、
「
太
陽
」
が
「
黄
色
」
で
表
象
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
か
ら

も
、
光
と
黄
色
と
の
親
近
性
が
認
め
ら
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。

‘
と
ご
ろ
で
、
詩
歌
「
生
の
な
か
ば
」
冒
頭
の
「
梨
」
の
「
黄
色
」
が
浴
し
て
い
る

の
は
い
こ
の
「
黄
色
」
と
分
極
な
す
「
青
色
」
の
「
光
の
ど
け
き
碧
空
」
と
考
え
ら

れ
る
・
’
こ
の
清
澄
な
る
大
気
は
゛
天
上
の
気
七
と
歌
わ
れ
る
よ
う
な
’
神
気
ア
イ
テ
ー

ル
の
青
軋
七
）
で
あ
り
ヽ
ど
れ
ば
ト
‘
ラ
ー
ク
」
ル
の
「
聖
な
る
歌
」
第
三
句
で
ヽ
つ
神
の



　
こ
の
よ
う
な
色
彩
が
織
り
な
す
全
体
が
、
紺
碧
な
す
青
湖
の
水
面
へ
と
「
懸
か
っ

て
い
る
。
（
ベ
ン
グ
ッ
ト
）
」
と
詩
歌
冒
頭
で
歌
わ
れ
て
い
る
。
蓋
し
こ
れ
は
、
あ
く

ま
で
中
途
に
「
懸
か
っ
て
い
る
」
の
で
あ
り
、
未
だ
水
底
へ
は
一
歩
も
踏
み
込
ん
で

い
な
い
点
に
留
意
し
た
い
。
故
に
第
一
節
・
前
半
の
光
景
は
、
「
紺
青
」
を
目
指
し

正
に
深
ま
り
沈
み
ゆ
か
ん
と
す
る
。
途
中
の
過
程
に
お
け
る
緊
張
を
孕
ん
だ
造
形
を

浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
と
云
え
よ
う
。

　
此
所
で
分
極
を
な
し
て
い
る
色
彩
が
、
既
に
述
べ
た
「
黄
色
」
と
「
青
色
」
で
あ

り
、
両
者
が
く
っ
き
り
と
し
た
明
暗
を
織
り
成
し
て
い
る
。
先
に
「
黄
色
」
が
「
常

に
光
を
と
も
な
い
」
（
註
（
７
）
）
「
先
に
最
も
近
い
色
彩
」
（
註
（
８
）
）
と
述
べ

た
が
、
こ
の
属
性
と
は
正
反
対
に
「
青
は
常
に
或
る
暗
さ
を
伴
な
う
」
（
「
色
彩
論
」

第
七
七
八
節
）
と
言
え
る
。
既
に
（
註
（
４
）
）
述
べ
た
「
黄
」
と
「
青
」
と
の

「
分
極
」
に
お
い
て
、
「
青
」
の
方
に
「
脱
作
用
（
ベ
ラ
ウ
ブ
ン
グ
）
」
と
あ
っ
た

点
を
、
詩
歌
と
の
脈
絡
に
お
い
て
比
所
で
は
「
吸
収
作
用
（
ベ
ラ
ウ
ブ
ン
グ
）
」
と
解
す

る
こ
と
が
出
来
る
。
す
る
と
正
に
「
光
」
の
「
黄
」
ヽ
を
「
吸
収
」
す
る
と
も
云
え
る

「
青
色
」
を
な
す
「
紺
碧
の
明
る
き
鏡
の
水
面
」
に
お
い
て
、
第
一
節
・
・
前
半
の
諸
々

の
形
象
が
く
っ
き
り
と
象
嵌
さ
れ
写
り
映
え
て
い
る
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

江
碧
鳥
遼
白

山
青
花
欲
然
（
1
9
）

　
　
　
（
杜
甫
「
絶
句
」
第
一
句
―
第
二
句
）

こ
の
よ
う
な
古
来
の
絶
句
に
親
し
む
私
達
に
と
り
、
類
似
の
心
象
を
喚
起
す
る
短

詩
「
生
の
な
か
ば
」
冒
頭
が
素
直
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
も
不
思
議
で
は
あ
る
ま

い
。

　
と
こ
ろ
で
、
短
詩
と
絶
句
と
の
類
似
は
形
象
造
形
の
み
で
は
な
い
。
此
所
で
語
調

に
留
意
す
る
と
、
絶
句
が
五
言
で
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
こ
の
五
言
と
並

ん
で
古
来
、
私
達
に
は
七
言
が
口
調
よ
き
快
音
で
あ
り
、
七
言
絶
句
や
七
言
律
詩
の

み
な
ら
ず
、
和
歌
や
俳
句
の
基
調
も
五
言
と
と
も
に
七
言
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
短

一
〇
五
　
西
欧
の
夜
－
〔
こ
明
鏡
と
水
底
　
（
高
橋
）

詩
を
眺
め
る
と
、
「
ミ
ッ
ト
ー
ゲ
ル
ベ
ン
ー
ビ
ル
ネ
ン
ー
ヘ
ン
グ
ッ
ト
」
と
第
一
句

が
七
言
で
、
第
二
句
も
「
ウ
ン
ト
ー
フ
ォ
ル
ー
ミ
ッ
ト
ー
ヴ
ィ
ル
デ
ン
ー
ロ
ー
ゼ
ン
」

と
七
言
、
更
に
第
三
句
が
「
ダ
ス
ー
ラ
ン
ト
ー
イ
ン
ー
デ
ン
ー
ゼ
ー
」
と
五
言
で
、

ま
た
第
四
句
も
「
イ
ア
ー
ホ
ル
デ
ン
ー
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ネ
」
と
五
言
と
な
り
、
弾
み
良

き
七
言
と
五
言
が
支
配
し
て
い
る
。
何
気
な
い
こ
と
の
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
七
言

と
五
言
の
律
動
は
私
達
に
と
り
過
少
で
も
過
多
で
も
な
い
快
音
で
あ
勺
、
実
際
「
生

の
な
か
ば
」
前
半
に
お
い
て
は
、
こ
の
快
音
な
す
七
言
と
五
言
と
が
第
一
句
か
ら
第

四
句
ま
で
を
、
七
言
、
七
言
、
五
言
、
五
言
と
連
な
り
、
第
一
節
全
体
に
高
い
安
定

感
を
与
え
、
こ
の
冒
頭
の
調
和
あ
る
調
べ
を
特
徴
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
短
詩
冒
頭
の
四
行
と
好
対
称
を
な
し
て
い
る
の
が
、
後
半
・
第
二
節
の
冒
頭

四
行
（
第
八
句
－
第
十
一
句
）
で
あ
る
。
例
え
ば
第
八
句
で
「
ヴ
ェ
ー
・
ミ
ー
ア
ー

ヴ
ォ
ー
・
ネ
ー
ム
ー
イ
ヅ
ヒ
ー
ヴ
ェ
ン
」
と
六
言
で
、
し
か
も
文
脈
が
「
悲
シ
手
哉
、

何
処
二
摘
モ
ウ
　
私
ハ
、
モ
シ
」
（
出
（
５
）
）
と
途
切
れ
て
い
る
。
同
様
に
途
切

れ
勝
ち
に
第
九
句
で
も
九
言
「
エ
ス
ー
ヴ
ィ
ン
タ
ー
・
イ
ス
ト
ー
デ
ィ
ー
ブ
ル
ー
メ

ン
ー
ウ
ン
ト
ー
ヴ
ォ
ー
（
冬
来
タ
リ
ナ
バ
、
ア
ノ
花
束
ヲ
、
マ
タ
何
処
ニ
）
」
で
あ

り
、
第
十
句
で
「
デ
ン
ー
ソ
ン
ネ
ン
シ
ャ
イ
ン
（
ア
ノ
日
和
ノ
陽
光
ヲ
）
」
と
四
言
、

第
十
一
句
で
「
ウ
ン
ト
ー
シ
ャ
ッ
テ
ン
ー
デ
ア
ー
エ
ア
デ
（
大
地
ノ
蔭
ヲ
）
？
」
と

六
言
と
な
っ
て
お
り
、
六
言
・
九
言
・
四
言
・
六
言
と
落
差
の
激
し
い
凹
凸
を
な
し
、

短
詩
・
後
半
部
の
拠
り
所
な
い
現
存
の
不
安
定
な
構
図
を
裏
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
後
半
の
詳
論
は
次
章
倒
に
委
ね
る
こ
と
に
し
て
、
此
所
で
は
再
び
前
半
・
第

一
節
へ
戻
り
、
第
四
句
の
「
白
鳥
」
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
此
所
は
先
の
杜
詩
（
註

（
1
9
）
）
の
起
句
に
類
似
の
色
調
を
と
る
。

　
　
江
碧
鳥
遼
白

「
青
湖
」
（
第
三
句
）
・
に
映
え
る
「
白
鳥
」
（
第
四
句
）
が
登
場
す
る
。
蓋
し
絶
句

と
は
異
な
り
、
短
詩
に
お
け
る
「
白
鳥
」
は
写
生
で
な
く
、
「
我
」
と
「
汝
」
と
の



一
〇
六
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
二
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

　
主
情
の
色
合
い
を
帯
び
た
形
姿
と
し
て
、
詩
人
の
側
か
ら
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
。

　
　
し
か
も
此
所
で
「
汝
等
、
優
し
き
白
鳥
」
（
第
四
句
）
と
呼
び
か
け
ら
れ
た
「
白

　
鳥
」
自
体
が
、
雌
雄
な
す
番
の
白
鳥
と
し
て
「
我
と
汝
」
の
関
係
に
立
つ
言
わ
ば
恋

　
（
エ
ロ
ー
ス
）
人
同
志
な
の
で
あ
る
。
外
界
の
自
然
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
質
実

　
剛
健
な
大
地
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
の
風
土
に
根
ざ
し
た
謹
厳
な
成
熟
を
示
し
て
い
る
。
こ

　
の
外
界
の
成
熟
が
、
第
四
句
で
は
「
優
し
き
（
ホ
ル
デ
ン
）
」
と
云
う
形
容
詞
の
響

　
き
と
共
に
、
「
我
と
汝
」
の
内
界
に
お
け
る
心
の
成
熟
へ
と
転
調
す
る
。
こ
の
心
の

｀

成
熟
す
な
わ
ち
恋
（
エ
ロ
ー
ス
）
の
燃
焼
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
第
三
句
ま
で
の

　
大
地
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
の
自
然
に
適
う
充
実
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
此
所
で
’

・
政
恋
（
エ
ロ
‘
Ｉ
ス
）
に
は
ヽ
偏
顛
落
ま
ぢ
か
い
１
　
「
爛
執
」
（
Ｓ
（
1
0
）
）
、
な
ど
見

｀

　
ら
れ
な
’
い
と
言
う
こ
と
で
あ
る
』
。
　
　
ト
　
　
　
　
　
≒
『
〈
　
ト
・
　
　
　
　
ｙ
ｙ
‐

　
Ｉ
　
　
　
　
　
Ｉ
　
ｒ
、
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
一
Ｉ
　
　
Ｉ
　
　
　
ｓ
　
　
一
　
　
一

、
ど
こ
ろ
で
、
Ｊ
西
欧
に
お
け
る
・
「
白
鳥
」
は
、
必
ず
し
句
花
鳥
風
月
の
類
で
は
な
い
。

　
例
え
ば
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
詩
「
メ
ノ
ン
の
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
哀
歌
」
第
四
節
冒
頭
で

　
歌
わ
れ
て
い
る
「
白
鳥
」
（
第
四
三
句
）
に
注
目
し
て
み
よ
う
。

す
な
わ
ち
彼
の
星
辰
の
日
々
歳
々
は
全
て
が
、

　
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
よ
！
　
私
達
を
包
み
親
密
に
永
遠
に
結
ば
れ
て
い
た
の
だ
。

　
　
　
四

私
達
は
と
云
う
と
、
充
ち
足
り
て
寄
り
添
い
、
あ
た
か
も
恋
す
る
白
鳥
の
如
く
、

　
湖
上
に
憩
い
。
或
い
は
、
波
に
揺
ら
れ
て
、

水
面
へ
と
覗
き
込
む
と
、
白
銀
の
雲
群
が
湖
面
に
映
え
、

　
ま
七
転
懲
が
青
も
舟
人
た
ち
の
膝
下
で
波
立
っ
の
り

こ
れ
は
純
粋
で
神
聖
な
一
時
で
あ
る
。
万
象
と
諧
調
を
な
し
て
交
感
し
、
天
地
の
森

羅
万
象
と
溶
け
合
い
結
ば
れ
る
恋
（
エ
ロ
ー
ス
）
の
充
足
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
主
客

は
無
差
別
の
同
一
性
に
て
一
体
と
な
り
ヽ
こ
の
合
一
の
１
　
９
　
か
ら
恋
（
エ
・
Ｉ
ス
）

の
焔
が
燃
え
上
が
り
「
紅
潮
」
す
る
。
こ
の
よ
う
に
主
情
の
流
れ
の
中
に
お
い
て
、

’
西
欧
で
は
「
白
鳥
」
が
歌
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
こ
の
際
に
「
白
鳥
」
の
「
白
」
と
は
、
「
頑
落
」
と
か
「
爛
熟
」
に
至
る
に
は
未

だ
遠
い
「
無
垢
」
な
「
純
潔
」
を
象
徴
す
る
色
彩
で
あ
る
と
共
に
、
実
は
恋
（
エ
ロ
ー

ス
）
の
充
足
へ
と
閉
じ
（
完
結
し
た
純
粋
な
曇
昌
）
（
「
色
彩
論
」
第
四
九
四
節
）
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｒ
ｙ
り

看
倣
さ
れ
る
。
短
詩
「
生
の
な
か
ば
」
で
は
、
こ
の
「
曇
り
」
を
示
す
「
優
し
き
白

鳥
」
（
第
四
句
）
把
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
自
然
の
生
育
を
写
生
し
て
来
た
筆
致
が
、

今
度
は
ま
情
の
流
れ
へ
の
転
調
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
転
調
を
告
げ
る
色
彩

が
、
第
四
句
の
「
白
鳥
」
・
の
　
「
白
」
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
「
黄
－
紅
－

　
１
‐
青
緑
－
紺
碧
」

と
彩
ら
れ
た
色
調
の
変
化
は
。
一
旦
こ
の
「
白
」
に
お
い
て
中
間
休
止
を
迎
え
る
の
で

あ
る
。
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
”
し

　
　
こ
の
色
調
に
お
い
て
は
「
白
」
’
祀
見
い
出
さ
れ
る
４
　
間
休
止
を
↓
更
に
詩
歌
の
律

動
に
お
い
て
探
し
て
み
る
と
Ｉ
そ
れ
は
第
五
句
冒
頭
の
一
見
目
立
だ
な
い
繋
辞
「
ヵ
’

ジ
ト
」
に
見
い
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ぢ
、
第
一
句
か
ら
七
言
・
七
言
・
石
斧
・
５
　
一
戸

と
第
四
句
ま
で
諧
調
な
す
七
Ｅ
五
調
で
展
開
し
た
流
れ
は
、
こ
の
「
ウ
ン
ト
」
を
以
っ

て
、
以
下
六
言
・
四
言
・
八
言
と
続
く
新
た
な
律
動
へ
と
転
調
し
、
「
ウ
ン
ト
ー
ト

ル
ン
ケ
ン
ー
フ
ォ
ン
ー
キ
ュ
ッ
セ
ン
」
（
第
五
句
）
「
ト
ゥ
ン
ク
ト
ー
イ
ア
ー
ダ
ス
ー

ハ
ウ
プ
ト
」
（
第
六
句
）
「
イ
ン
ス
ー
ハ
イ
リ
ヒ
ニ
ュ
ヒ
テ
ル
ネ
ー
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
」

　
（
第
七
句
）
と
連
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
中
間
休
止
を
挾
み
、
短
詩
「
生
の
な
か
ば
」
第
一
節
は
、
前
半
（
客
観
）
と

後
半
（
主
観
）
と
に
大
別
さ
れ
る
。
此
所
で
前
半
の
終
わ
り
を
示
す
「
曇
り
」
と
し

て
の
「
白
鳥
」
の
「
白
」
は
、
同
時
に
後
半
の
始
ま
り
の
色
彩
と
も
な
る
。
す
な
わ

ち
、
自
然
の
質
実
剛
健
な
成
熟
に
包
ま
れ
て
、
こ
の
外
界
に
相
応
し
い
内
界
に
充
実

し
た
恋
（
エ
ロ
ー
ス
）
が
燃
焼
す
る
始
ま
り
の
色
彩
が
「
白
」
な
の
で
あ
る
。

　
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
「
白
」
は
恋
（
エ
ロ
ー
ス
）
の
充
足
へ
と
閉
じ
「
完

結
し
た
純
粋
な
曇
り
」
（
註
（
2
1
）
）
な
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
恋
（
エ
ロ
ー

ス
）
の
燃
焼
は
激
し
く
「
接
吻
に
酔
い
」
（
第
五
句
）
、
も
は
や
純
粋
な
「
白
」
に

留
ま
る
こ
と
な
く
不
安
に
’
曇
り
」
ヽ
こ
の
よ
う
に
゜
白
が
餅
り
曇
る
と
黄
と
な
ど

　 2
2
）

（
「
色
彩
論
」
第
五
〇
二
節
）
の
で
あ
る
。
他
方
こ
の
「
白
」
は
、
外
界
に
燦
燦
と
輝
’



く
日
射
し
を
浴
び
て
白
紙
の
よ
う
に
「
黄
変
う
Ｉ
「
色
彩
論
」
五
〇
三
節
）
す
る
と
も

読
み
取
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
色
調
は
、
恋
（
エ
口
－
ス
）
の
成
Ｉ
よ
り
「
白
」
’

か
ら
「
黄
」
へ
と
遷
り
、
更
に
「
紅
」
へ
と
高
ま
り
「
紅
潮
（
シ
ュ
タ
イ
ゲ
ル
ン
グ
ー

イ
ン
ス
ー
ロ
ー
テ
）
」
（
註
（
６
）
）
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
先
に
第
一
節
前
半
に
見
ら
れ
た
色
調
の
変
遷
が
再
び
後
半
で
も
確
認
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
「
紅
潮
」
に
引
き
続
く
自
然
な
循
環
と
し
て
「
青
へ

の
深
沈
（
フ
ェ
ア
テ
ィ
ー
フ
ン
グ
ー
イ
ン
グ
ー
ブ
ラ
ウ
エ
）
」
が
到
来
す
る
の
で
あ

る
。
蓋
し
こ
の
際
の
基
調
は
、
前
半
に
お
け
る
自
然
成
熟
の
客
観
造
形
と
は
趣
を
異

に
し
、
恋
（
エ
ロ
ー
ス
）
の
燃
焼
な
す
主
観
情
緒
に
彩
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

「
青
へ
の
深
沈
」
も
当
然
こ
の
主
情
な
す
意
識
の
流
れ
に
お
い
て
追
求
さ
れ
な
く
て

は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
此
所
で
意
識
は
次
の
よ
う
に
流
れ
て
い
る
。
第
四
句
の
「
白
鳥
」
へ
の
「
汝
等
」

と
云
う
呼
び
か
け
に
よ
り
、
主
体
と
し
て
の
「
我
」
が
客
体
な
す
天
地
万
有
と
対
晩

す
る
。
今
ま
で
は
物
静
か
に
奥
に
控
え
、
自
然
の
生
育
に
静
聴
し
て
い
た
主
観
が
、

新
た
に
自
我
を
意
識
し
て
目
覚
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
覚
醒
の
契
機
が
恋
（
エ
ロ
ー

ス
）
、
す
な
わ
ち
内
観
に
宿
る
止
み
難
い
生
育
の
霊
威
ダ
イ
モ
ー
‘
ン
に
他
な
ら
な
い
。

も
し
こ
の
ダ
イ
モ
ー
ン
神
工
ロ
ー
ス
の
燃
焼
が
、
先
に
引
用
し
た
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ

牧
歌
（
註
（
2
0
）
）
の
如
く
丸
く
収
ま
り
充
足
し
、
恋
（
ク
ピ
ー
ド
ー
）
の
成
就
な

す
幸
福
な
大

が
全
て
な
の

の
疾
風
怒
濤
な
す
「
高
み
へ
と
落
ち
こ
ぴ

　
こ
の
「
高
み
へ
と
落
ち
こ
む
」
こ
と
、

Ｊ
四
一
を
迎
え
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
言
わ
ば
「
感
情
（
ゲ
フ
ュ
ー
ル
）

だ
」
（
「
フ
″
ウ
ス
ト
」
第
三
四
五
六
句
）
と
表
現
さ
れ
得
る
浪
漫
情
緒

な
す
コ
局
み
へ
と
落
ち
こ
仇
≒
＾
「
省
察
」
゛
こ
と
に
な
ろ
う
・

だ
け
の
「
紅
潮
」
に
終
始
し
た
現
存
了

対
に
「
深
み
へ
と
没
落
」
す
る
「
重
た

解
の
一
面
性
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
正
反

忖
が
働
く
こ
と
に
よ
り
、
湖
の
紺
碧
な
す
明

鏡
の
「
青
へ
と
深
沈
」
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」

第
二
節
の
言
葉
で
語
れ
ば
、
「
思
慮
に
よ
り
平
穏
な
昼
（
ダ
ー
ク
）
」
（
第
二
四
句
）

が
、
狂
気
の
正
気
を
孕
む
聖
μ
る
「
夜
（
ナ
ハ
ト
）
の
只
中
へ
（
ら
）
＾
第
二
七
句
゛
と

一
〇
七
　
西
欧
の
夜
－
〔
一
〕
明
鏡
と
水
底
　
（
高
橋
）
ヽ

深
ま
り
沈
み
ゆ

　
こ
の
「
聖
な

く
と
表
現
で
き
よ
う
。

　
　
　
（
2
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
た
曾
ｔ
こ

る
夜
」
の
如
く
幽
玄
で
暗
く
深
い
水
底
の
奥
へ
と
沈
み
ゆ
く
造
形
と

し
て
、
恐
ら
く
古
代
北
欧
神
話
「
エ
ッ
ダ
」
冒
頭
に
位
置
す
る
次
の
一
節
が
、
興
味

深
い
例
と
し
て
注
目
に
値
し
よ
う
。

　
　
日
輪
は
真
暗
闇
と
な
り
ヽ
大
地
は
海
原
へ
と
沈
没
し
ヽ
輝
く
星
辰
も
蒼
寫
か
ら
消
滅
す
(
t
S
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
巫
女
の
予
言
」
第
五
七
節
）

こ
の
真
暗
闇
の
夜
へ
の
没
落
は
、
大
地
が
青
き
海
原
へ
と
沈
み
ゆ
く
光
景
に
象
徴
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
決
し
て
卑
弱
で
空
虚
な
落
ち
込
み
で
ば
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ

明
の
青
き
淵
な
す
万
古
碧
潭
へ
の
深
ま
り
は
、
直
く
清
ら
に
澄
ん
だ
魂
に
固
有
な
あ

か
ら
さ
ま
な
真
性
と
表
裏
一
体
を
な
す
と
読
め
る
の
で
あ
る
。

　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
詩
歌
象
徴
の
調
べ
は
、
正
に
こ
の
古
代
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
神
話
の

歌
声
に
似
つ
か
わ
し
く
、
紺
碧
な
す
水
底
の
青
へ
と
深
沈
し
、
短
詩
「
生
の
な
か
ば
」

第
七
句
の
文
字
通
り
、

　
　
明
鏡
（
ハ
イ
リ
ヒ
ニ
ュ
ヒ
テ
ル
ン
）
の
水
面
へ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
生
の
な
か
ば
」
第
七
句
）

向
か
う
の
で
あ
る
。
こ
の
脈
絡
を
禅
師
道
元
は
次
の
如
く
明
言
す
る
。

　
　
忽
遇
明
鏡
来
時
如
何
－
百
雑
砕
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
正
法
眼
蔵
」
「
古
鏡
」
。
註
（
１
）
）

忽
ち
に
し
て
明
鏡
の
如
き
あ
か
ら
さ
ま
な
真
理
が
到
来
す
る
に
遇
わ
ん
時
は
、
万
象

が
木
端
微
塵
に
砕
け
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
短
詩
で
ひ
と
た
び
「
紅
潮
」
せ
し
意

識
は
、
「
明
鏡
の
水
面
へ
」
と
深
沈
す
る
こ
と
に
よ
り
、
空
無
へ
と
自
己
を
放
下
す

る
。
そ
し
て
此
所
か
ら
こ
そ
、
後
半
の
水
底
の
歌
（
次
章
㈲
）
が
逆
巻
き
始
め
る
の

で
あ
る
。

　
こ
の
「
明
鏡
（
ハ
イ
リ
ヒ
ニ
ュ
ヒ
テ
ル
ン
）
」
と
は
、
一
方
で
「
高
み
へ
と
落
ち
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こ
む
」
こ
と
な
く
、
他
方
で
「
深
み
へ
と
没
落
す
る
」
こ
と
な
き
平
衡
点
と
考
え
＾
リ

れ
る
。
但
し
こ
の
平
衡
点
は
、
位
置
が
あ
れ
ど
も
場
の
な
き
空
無
と
も
言
え
る
零
点

で
あ
り
、
同
時
に
不
安
の
概
念
を
も
内
包
で
き
得
る
だ
け
の
充
溢
を
示
す
調
和
の
中

心
を
成
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
実
際
こ
の
様
を
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
は
次
の
よ
う
に
歌
っ

て
い
る
。

一
五

土
○

か
顧
・
乱
９
　
詔
牡
隷
ぴ
け

涼
し
く
息
吹
く
小
川
拡
佇
ず
み
ド
イ
ツ

　
０
詩
人
は
　
　
　
　

‘
さ
“
ｉ
｀

か
つ
歌
う
の
だ
、
も
し
明
鏡
（
バ
イ
リ
ヒ
・
一
1
1
ユ
ピ
テ
ル
’
ン
）
’
の
水
面
か
ら

し
か
と
飲
み
ほ
す
と
い
騨
い
彼
方
へ
と
静
聴
す
る
耳
を
そ
’
ば
だ
て
、
　
イ
。
。

魂
の
歌
を
・
。
（
歌
う
め
だ
）
。
・
’
ド
　
　
　
犬
　
　
イ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
。
（
「
ド
イ
ツ
の
歌
」
・
第
一
五
句
－
第
一
二
〇
句
）
　
‥

詩
人
は
言
葉
巧
み
に
、
目
覚
め
て
い
る
と
も
陶
然
と
霊
気
に
満
た
さ
れ
て
い
る
と
も

割
り
切
れ
な
い
現
存
様
式
の
霊
妙
な
両
義
性
を
「
ハ
イ
リ
ヒ
ー
ニ
ュ
ヒ
テ
ル
ン
」
と

云
う
表
現
に
幽
玄
に
織
り
込
ん
で
い
る
。
此
所
か
ら
は
、
丸
く
収
ま
り
目
出
度
く
割

り
切
れ
た
釣
り
合
い
良
き
大
団
円
が
、
あ
ま
り
に
作
為
人
工
の
業
に
思
わ
れ
る
の
で

あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
ド
イ
ツ
の
歌
」
は
「
明
鏡
の
水
面
か
ら
し
か
と
飲
み
ほ
す
」
と
歌
っ

て
い
る
。
こ
の
様
に
此
所
で
は
、
あ
く
ま
で
中
心
存
在
が
霊
感
に
溢
れ
た
「
ド
イ
ツ

の
詩
人
」
で
あ
り
、
こ
の
現
存
主
体
に
「
明
鏡
の
水
面
か
ら
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
故
に
主
体
そ
の
も
の
が
「
明
鏡
の
水
面
へ
」
と
自
己
を
空
し
く
放
下
し
身

心
脱
落
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
引
き
続
く
第
二
十
一
句
で
。

　
　
だ
が
尚
、
な
お
詩
人
は
霊
気
（
ガ
イ
ス
ト
）
に
満
た
さ
れ
過
ぎ
て
い
る
の
だ
。

と
歌
い
継
が
れ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
と
は
異
な
り
、
「
生
の
な
か
ば
」
で
は
、
「
明
鏡
の
Ｉ
心
叫
へ
と
」
（
第
七
句
）
、

紅
に
燃
え
上
が
る
恋
（
ェ
ロ
ー
ス
）
の
「
接
吻
に
酔
い
」
（
第
五
句
）
陶
然
と
し
た

「
白
鳥
」
（
第
四
句
）
が
「
頭
を
浸
す
」
（
第
六
句
）
の
で
あ
る
。
こ
の
自
然
造
化

と
し
て
客
体
化
さ
れ
つ
つ
も
、
詩
人
の
自
我
意
識
の
媒
介
を
経
て
、
有
情
の
生
と
し

て
浮
か
び
上
が
る
「
白
鳥
」
の
形
姿
を
追
い
な
が
ら
、
霊
感
に
溢
れ
た
現
存
主
体
は
、

あ
か
ら
さ
ま
な
真
理
の
透
徹
し
た
「
明
鏡
の
水
面
へ
」
と
自
己
を
空
し
く
放
下
し
身

心
脱
落
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
る
と
真
理
の
明
鏡
を
前
に
し
て
、
現
存
意
識
の
内
観

を
点
す
日
輪
は
、
先
の
「
巫
女
の
予
一
呂
」
第
五
七
節
（
註
（
３
）
）
に
歌
わ
れ
て
い

‘

る
如
く
、
「
真
暗
闇
」
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
ざ
。
　
　
｀
　
　
　
’
’

’
此
所
で
天
地
万
有
の
森
羅
万
象
を
貫
き
「
百
雑
酔
」
の
木
端
微
塵
と
す
る
透
徹
し
，

た
真
理
の
明
鱗
（
ハ
イ
リ
ヒ
ニ
ュ
．
ヒ
テ
ル
ン
）
、
を
色
彩
の
上
で
考
量
す
る
と
、
『
‘
こ
れ
，

は
無
色
透
明
と
言
い
表
わ
せ
よ
う
。
ど
の
透
明
と
．
は
無
色
界
と
も
色
界
と
も
云
え
バ
バ



な
し
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
詩
歌
な
ら
で
は
の
無
類
の
明
暗
を
形
成
し
て
い
る
と
看
傲
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

-

一

-

一

一七

一一－

四三二

黄
梨
は
た
わ
わ
に
熟
れ

し
て
野
茨
の
紅
な
す
実
も
溢
れ

草
木
深
き
大
地
が
青
湖
へ
と
懸
る
と
、

明
鏡
の
水
面
へ
と
。

灰
白
の
囲
壁
ハ
直
立

ム
コ
ン
レ
ｊ
ｌ
コ
タ

無
言
冷
酷
。
風
ニ

ー
１
’
ｚ
ｌ
ｉ
『
ｙ

榛
ミ
軋
ル
風
見
鶏
の

か
く
造
化
と
有
情
と
の
相
互
に
織
り
成
す
総
体
に
お
い
て
、
紛
う
こ
と
な
き
現
存
の

自
然
な
明
暗
が
、
偽
り
な
き
あ
か
ら
さ
ま
な
真
理
な
す
「
明
鏡
の
水
面
へ
」
と
浮
き

彫
り
に
さ
れ
る
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
＼

　
此
所
に
云
う
「
明
鏡
（
ハ
イ
リ
ヒ
ニ
ュ
ヒ
テ
ル
ン
）
」
と
は
、
前
後
で
明
暗
な
す

意
識
の
水
面
と
水
底
と
を
繋
ぐ
中
観
に
相
当
し
、
こ
の
空
無
の
止
観
に
お
い
て
正
に
、

短
詩
全
体
は
中
間
休
止
（
カ
エ
ス
ー
ラ
）
を
見
い
出
し
平
恥
び
獲
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
空
無
の
止
観
は
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
な
ら
ば
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
と

キ
リ
ス
ト
教
西
欧
と
を
繋
ぐ
中
観
キ
リ
ス
ト
像
に
他
な
ら
な
い
。
か
つ
て
古
典
古
代

の
神
々
の
世
界
へ
と
、
神
人
キ
リ
ス
ト
が
隠
れ
な
き
真
性
を
以
っ
て
臨
ん
だ
折
、
既

成
の
神
観
が
脆
く
も
「
百
雑
酔
」
へ
と
瓦
解
し
た
よ
う
に
、
同
様
に
畏
怖
と
荘
厳
な

る
「
明
鏡
の
水
面
へ
」
と
深
沈
す
る
現
存
意
識
は
、
無
機
（
マ
ー
テ
リ
ア
）
造
形
の

裸
形
へ
と
自
己
解
体
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　
先
程
こ
の
「
明
鏡
」
を
「
色
即
是
空
・
空
即
是
色
」
の
言
わ
ば
透
明
な
光
明
そ
の

も
の
と
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
光
明
は
当
然
あ
く
ま
で
精
神
の
光
に
他
な
ら
ず
、

決
し
て
物
理
上
の
光
か
ら
の
類
比
（
ア
ナ
ロ
ギ
ア
）
に
て
は
把
ま
え
ら
れ
ぬ
も
の
で

一
〇
九
　
西
欧
の
夜
－
ニ
〕
明
鏡
と
水
底
　
（
高
橋
）

あ
る
。
と
こ
ろ
が
自
然
物
理
に
は
連
続
し
た
も
の
と
し
て
次
の
よ
う
な
表
象
が
可
能

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
果
敢
な
雄
飛
な
し
て
高
く

　
　
　
　
　
汝
等
の
時
空
を
越
え
飛
翔
せ
よ
。

　
　
　
　
　
彼
方
に
は
既
に
、
汝
等
芸
術
家
の
心
を
鏡
と
し
て
、

　
　
　
　
　
来
た
る
べ
き
世
紀
の
曙
光
が
白
み
始
め
て
い
る
。

四
七
〇
　
　
幾
千
に
も
絡
み
合
い
交
錯
し

　
　
　
　
　
豊
か
で
多
彩
な
道
ま
た
道
を
辿
り
て

　
　
　
　
　
到
来
し
、
今
や
汝
等
を
腕
に
抱
き
出
向
か
え
る

　
　
　
　
　
崇
高
な
る
永
遠
の
玉
座
の
傍
に
お
い
て
。
’

　
　
　
　
　
あ
た
か
も
七
色
の
柔
和
な
光
線
な
し
て

四
七
五
　
　
白
色
光
が
屈
折
す
る
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
あ
た
か
も
七
色
の
虹
の
光
が

　
　
　
　
　
白
色
光
へ
と
溶
け
入
る
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
そ
の
よ
う
に
幾
千
に
も
多
様
で
明
澄
な
彩
り
成
し
つ
遊
び
戯
れ
、

　
　
　
　
　
陶
然
と
し
た
眼
差
を
囲
み
魔
笛
の
如
く
、
一

四
八
〇
　
　
か
く
浩
々
と
唯
一
の
真
理
の
盟
約
の
中
へ
と
、

　
　
　
　
　
た
だ
一
条
の
光
の
流
れ
へ
と
回
帰
す
る
の
だ
し
3
6
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
シ
ラ
ー
「
芸
術
家
」
　
一
七
八
九
年
、
終
結
部
）

こ
れ
ら
の
詩
歌
象
徴
を
更
に
、
認
識
の
問
題
と
し
て
論
述
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
表

現
で
き
る
。

あ
た
か
も
プ
リ
ズ
ぶ
で
白
条
光
が
七
色
の
光
線
へ
と
分
か
れ
る
よ
う
に
、
神
々
し
い
自
我

は
無
数
の
感
性
実
体
へ
と
分
裂
し
た
の
で
あ
る
。
あ
た
か
も
七
色
光
線
が
一
条
の
白
色
光

へ
と
再
び
融
合
す
る
よ
う
に
、
こ
の
無
数
の
感
性
実
体
は
全
て
統
一
さ
れ
、
こ
の
合
一
か

ら
神
々
し
い
本
性
が
誕
生
す
る
で
あ
配
ヤ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
シ
ラ
ー
「
哲
学
書
簡
」
｝
七
八
六
年
、
「
神
」
）

こ
の
よ
う
な
シ
ラ
ー
の
「
合
こ
と
「
回
帰
」
の
思
想
に
お
い
て
は
、
神
性
が
一
種

の
神
秘
融
合
を
基
調
と
し
た
現
存
か
ら
の
連
続
性
の
中
に
。
取
り
込
ま
れ
る
。
こ
の
溶
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解
し
た
神
と
人
と
の
交
感
を
象
徴
す
る
の
が
、
物
理
自
然
の
光
の
屈
折
で
あ
る
。
あ

　
た
か
も
虹
の
七
色
が
透
明
な
一
条
の
白
色
光
へ
と
溶
け
入
る
よ
う
に
、
現
存
意
識
は

　
「
神
々
し
い
本
性
」
へ
と
融
解
し
回
帰
す
る
と
シ
ラ
ー
は
云
う
。

　
　
こ
れ
に
対
し
て
短
詩
「
生
の
な
か
ば
」
に
お
け
る
精
神
の
光
明
た
る
「
明
鏡
」
は
、

　
こ
の
よ
う
な
物
理
自
然
の
光
と
の
類
比
（
ア
ナ
ロ
ギ
ア
）
か
ら
敢
て
超
絶
し
、
厳
然

　
と
現
存
を
貫
き
既
成
意
識
を
「
真
暗
闇
」
の
「
働
制
彫
」
へ
と
も
た
ら
す
。
か
く
し

　
て
「
明
鏡
（
ハ
イ
リ
ヒ
ニ
。
ユ
ヒ
テ
ル
ン
）
」
た
る
真
理
の
破
邪
顕
正
は
、
現
存
解
体

’
な
す
悲
劇
誕
生
の
畏
怖
と
荘
厳
か
ら
見
据
え
ら
れ
、
神
秘
合
一
な
す
叡
知
直
観
へ
と

　
呑
み
込
ま
れ
「
高
み
へ
と
落
ち
こ
む
」
（
註
（
2
5
）
ケ
よ
う
な
甘
美
な
霊
感
の
陶
酔

　
か
ら
、
果
然
と
意
識
を
現
実
へ
と
引
き
戻
す
。
こ
れ
は
三
位
一
体
。
の
父
な
る
神
の
子
キ
リ

‘
ス
ト
が
超
人
と
し
て
、
あ
た
か
も
「
フ
″
ウ
ス
ト
」
‐
結
句
の
神
秘
合
唱
で
「
永
遠

　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
一
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゛
　
　
一
　
　
Ｉ

　
な
る
女
性
が
わ
れ
ら
を
天
上
へ
と
引
き
あ
げ
る
」
が
如
く
、
晴
や
か
に
昇
天
す
る
の
で

　
は
な
く
て
、
む
し
ろ
神
人
キ
リ
ス
ト
が
紛
れ
も
な
き
人
の
姿
を
取
り
、
正
に
弱
い
人

　
間
と
し
て
死
へ
の
茨
の
道
を
辿
り
受
難
し
た
こ
と
を
想
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
以
上
の
脈
絡
を
顧
慮
す
る
な
ら
ば
、
た
と
え
「
明
鏡
（
ハ
イ
リ
ヒ
ニ
ュ
ヒ
テ
ル
ン
）
」

　
と
言
葉
つ
き
は
同
じ
で
も
、
ゲ
オ
ル
ゲ
の
歌
う
「
神
聖
に
し
て
目
覚
め
た
（
ハ
イ
リ

　
ヒ
ー
ニ
ュ
ヒ
テ
ル
ン
）
」
を
等
置
す
る
こ
と
は
相
応
し
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

－
○九八

エ
ロ
ー
ス
に
溢
れ
た
心
魂
が
生
き
と
し
生
け
る
も
の
を
貫
き
流
れ

パ
ト
ス
に
溢
れ
た
心
魂
が
至
る
所
で
高
み
を
目
指
し

神
聖
に
し
て
目
覚
め
た
昼
の
歩
み
が
始
ま
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
一
四
年
「
盟
約
の
星
」
よ
り
）

確
か
に
ゲ
オ
ル
ゲ
は
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
「
明
鏡
」
を
十
分
意
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
が
、
な
お
詩
風
は
未
だ
軽
く
、
充
実
し
た
質
量
感
に
欠
け
て
い
る
。
だ
が
時
至
れ

ば
、
ゲ
オ
ル
ゲ
の
詩
歌
象
徴
も
先
師
の
畏
怖
と
荘
厳
へ
と
歩
み
寄
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
証
左
に
例
を
引
こ
う
。

五

。
一
〇

―無
言
の
静
謐
な
す

思
慮
深
い
白
昼
に

不
意
に
眼
光
が
燦
め
き

予
感
だ
に
無
き
恐
怖
に

堅
忍
不
抜
の
魂
も
百
雑
砕

あ
た
か
も
高
み
に
立
つ

堅
牢
な
る
樹
幹
が
　
　
　

．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
　
バ

誇
ら
し
く
不
動
に
聳
え
．
．
　
　
　
　
　
’

か
く
し
て
後
な
お
嵐
が

こ
れ
を
大
地
へ
と
観
じ
曲
げ
る
如
り
・
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
　
．
＼
　
　
　
ヽ
ｙ
　
（
一
九
二
八
年
「
新
た
な
国
」
よ
り
ｙ

加
く
象
徴
性
の
高
い
二
十
世
紀
詩
農
政
熾
烈
な
認
論
に
。
呼
応
し
て
こ
短
詩
「
生
の
頓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″
ｄ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
Ｉ
♂

か
ば
」
の
詩
想
は
「
明
鏡
の
水
面
へ
」
と
深
ま
り
沈
み
ゆ
く
と
読
み
取
れ
る
の
で
あ

る
。

　
こ
の
よ
う
に
短
詩
「
生
の
な
か
ば
」
前
半
の
詩
想
は
、
第
一
節
終
結
な
す
第
七
句

に
お
け
る
「
明
鏡
（
ハ
イ
リ
ヒ
ニ
ュ
ヒ
テ
ル
ン
）
」
の
到
来
に
お
い
て
、
透
徹
し
た

光
明
そ
の
も
の
の
「
色
印
是
空
・
空
印
是
色
」
（
註
（
3
1
）
）
と
な
る
。
此
所
に

「
正
法
眼
蔵
」
に
云
う
「
忽
ち
に
明
鏡
来
に
遇
は
ん
時
、
如
何
Ｉ
百
雑
砕
」
（
註

（
１
）
）
が
破
邪
顕
正
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
但
し
、
こ
の
「
百
雑
砕
」

な
す
「
明
鏡
来
」
が
、
あ
く
ま
で
空
無
の
零
点
（
註
（
2
9
）
）
を
成
し
て
い
る
こ
と

を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
こ
の
「
明
鏡
」
の
空
無
は
、
万
象
を
無
の
「
真
暗
闇
」
に
帰
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
。
だ
が
し
か
し
、
こ
の
「
明
鏡
」
が
正
に
削
び
無
明
へ
と
「
隠
れ
て
働
く
（
フ
エ
″

ボ
ル
ゲ
ン
ヴ
ィ
ル
ケ
ン
旨
）
な
ら
ば
、
む
し
ろ
天
地
万
有
を
無
か
ら
有
へ
と
解
き
放

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

ち
得
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
真
諦
た
る
「
鏡
也
自
隠
」
（
道
元
）
が
、

「
百
雑
砕
」
と
と
も
に
「
明
鏡
来
」
の
本
質
を
な
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
故
に

短
詩
冒
頭
に
お
け
る
「
黄
梨
の
生
育
」
（
恋
）
が
大
地
へ
と
解
き
放
た
れ
得
る
た
め



に
は
、
実
は
「
明
鏡
」
れ
田
ら
「
隠
れ
て
働
く
」
こ
と
が
暗
獣
の
了
解
と
云
え
る
の

で
あ
る
。

　
こ
の
了
解
に
関
し
ハ
イ
デ
ガ
ー
は
、
次
の
よ
う
な
色
彩
論
を
展
開
し
て
い
る
。

　
　
無
明
へ
と
隠
れ
た
明
澄
が
紺
青
で
あ
る
。
・
ｊ
と
の
紺
碧
か
ら
出
て
、
だ
が
同
時
に
こ
の

　
　
紺
青
の
暗
さ
に
よ
ら
餅
ぴ
隠
れ
つ
つ
ヽ
神
聖
な
る
光
輝
が
軋
ネ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
ト
ラ
ー
ク
ル
詩
歌
の
解
明
」
）

か
く
「
明
鏡
」
な
す
あ
か
ら
さ
ま
な
真
理
は
、
自
ら
真
実
に
諦
観
し
て
秘
蔵
の
荘

厳
（
フ
エ
″
ボ
ル
ゲ
ン
ハ
イ
ト
）
に
住
ま
う
こ
と
に
よ
り
、
森
羅
万
象
を
そ
の
紺
青

な
す
「
明
鏡
の
水
面
」
に
映
し
寛
大
に
包
容
し
つ
つ
、
こ
う
し
て
天
地
万
有
を
無
明

な
す
空
な
る
無
色
界
か
ら
、
彩
り
鮮
や
か
な
現
象
の
色
界
へ
と
解
き
放
つ
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
秘
蔵
の
荘
厳
に
住
ま
い
「
隠
れ
て
働
く
」
と
云
え
る
「
明
鏡
」
の
眼
目
が
、

道
元
の
「
正
法
眼
蔵
」
で
は
次
の
表
現
を
獲
て
い
る
。

　
　
　
ぱ
ん
こ
へ
ｉ
ｃ
た
ん
Ｉ
ア
か
い
み
χ
ゑ
つ
（
４
）

　
　
　
万
古
碧
潭
空
界
月
　
４

す
な
わ
ち
万
古
の
紺
碧
な
す
潭
の
空
無
に
宿
る
月
影
と
し
て
、
透
徹
し
た
真
諦
の
光

明
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。
か
く
秘
蔵
の
荘
厳
に
住
ま
う
「
明
鏡
」
は
、
白
昼

の
あ
か
ら
さ
ま
な
日
輪
の
如
き
熾
烈
な
輝
き
で
は
な
く
、
む
し
ろ
碧
の
天
空
に
密
や

か
に
点
を
月
影
の
仮
象
（
シ
ャ
イ
ン
）
の
様
に
、
目
立
た
ず
隠
れ
て
現
わ
れ
る
真
諦

な
の
で
あ
り
、
正
に
白
昼
の
日
輪
の
下
で
は
、
碧
空
の
「
紺
青
の
暗
さ
に
よ
吹
田
ひ

隠
れ
つ
つ
、
神
聖
な
る
光
輝
」
（
註
（
4
3
）
）
を
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
実
は
始
め
か
ら
「
明
鏡
」
は
隠
れ
て
現
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
明
澄
な

る
光
輝
の
只
中
に
・
お
い
て
、
彩
り
豊
か
な
色
界
が
現
象
へ
と
解
き
放
た
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
詩
想
は
「
黄
梨
の
生
育
」
を
端
初
と
し
て
、
造
化
と
有
情

と
の
内
外
で
紅
潮
し
た
色
彩
の
高
揚
が
、
紺
碧
な
す
湖
の
「
青
へ
の
深
沈
」
を
経
て
、

「
百
雑
砕
」
な
す
「
明
鏡
の
水
面
へ
」
と
目
指
し
、
忽
然
と
「
明
鏡
」
が
隠
れ
な
き

-

一

一

西
欧
の
夜
丿
二
Ｉ
明
鏡
と
水
底
　
（
高
橋
）

如
実
な
姿
で
、
あ
た
か
も
夜
空
に
煌
煌
と
輝
く
月
影
の
如
く
、
真
理
の
正
法
眼
と
し

て
破
邪
顕
正
す
る
。
す
る
と
「
無
言
の
静
謐
な
す
　
思
慮
深
い
白
昼
に
　
不
意
に
眼

‘
光
が
燦
め
き
　
予
感
だ
に
無
き
恐
怖
に
　
堅
忍
不
抜
の
魂
も
百
雑
砕
」
（
註
（
4
0
）
）

へ
と
瓦
解
し
、
空
な
る
無
色
界
で
暗
い
「
水
底
の
歌
声
」
（
㈲
）
が
逆
巻
く
の
で
あ
る
。

㈲
　
水
底
の
歌
声

…
…
…
…
…
…
…
…
　
噫
な
ん
ぢ
、
鏡
よ
、

愁
に
よ
っ
て
そ
の
縁
の
中
に
凍
り
た
る
水
よ
、

い
く
た
び
も
、
い
く
時
も
、
我
が
夢
を
悲
み
痛
み
て
、
　
　
　
　
。
。

な
ん
ぢ
が
底
深
き
永
の
下
に
沈
み
た
る

落
葉
に
似
た
る
わ
が
思
出
を
求
め
つ
≒

わ
れ
皮
丿
宍
ぽ
奥
に
は
る
か
な
る
影
と
あ
ら
は
る
。

し
か
も
、
あ
～
夕
と
な
れ
ば
冷
然
た
る
泉
の
中
に
、

乱
れ
散
る
わ
が
夢
の
は
だ
か
身
を
知
る
怖
か
な
。

　
　
（
マ
ラ
ル
メ
「
エ
ロ
デ
ィ
ヤ
ッ
ド
」
第
二
部
「
舞
台
」
第
四
四
句
１
第
五
一
句
）

　
此
所
で
話
題
と
す
る
「
生
の
な
か
ば
」
後
半
・
第
二
節
は
本
来
、
前
半
・
第
一
節

に
引
き
続
い
て
歌
い
継
が
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
を
証
す
る
の
が
詩
人
の

昌
草
稿
で
あ
る
。
実
は
、
こ
の
草
稿
の
写
真
複
写
が
ソ
ン
デ
ィ
の
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン

掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
直
接
に
自
筆
草
稿
を
閲
覧
で
き
な
い
わ
が
国

者
で
も
、
一
応
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
版
全
集
に
お
け
る
草
稿
に
関
す
る
説

体
的
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

m

具究

　
こ
の
説
明
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
草
稿
に
は
当
初
、
別
の
讃
歌
「
あ
た
か
も
祝
祭

の
日
に
…
…
」
末
尾
の
部
分
が
書
き
込
ま
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
草
稿
の
上
端
か
ら

約
十
セ
ン
チ
下
に
「
悲
し
き
哉
！
」
、
そ
の
下
約
五
セ
ン
チ
の
所
に
「
そ
し
て
直
ち

に
私
は
言
う
」
と
書
か
れ
、
更
に
ニ
セ
ン
チ
下
に
は
、
「
天
上
の
神
々
を
見
ん
た
め
、

私
は
迫
ら
れ
、
神
々
自
身
は
私
を
深
く
恋
人
た
ち
の
下
へ
と
投
げ
こ
む
。
す
な
わ
ち



一
　
一
二
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

偽
り
の
司
祭
を
、
闇
の
中
へ
と
」
等
々
と
続
く
讃
歌
の
末
尾
が
ま
ず
起
草
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
後
こ
の
讃
歌
創
作
は
断
念
さ
れ
て
、
そ
の
代
わ
り
に
新
た
な
表
題
が
三
つ

「
薔
薇
　
白
鳥
　
鹿
」
と
横
に
並
記
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
此
所
ま
で
の
考
察
で
興
味
深
い
の
は
、
短
詩
「
生
の
な
か
ば
」
後
半
・
第
二
節
冒

頭
と
全
く
同
じ
表
現
「
悲
し
き
哉
「
ヴ
ェ
ー
・
ミ
こ
」
（
第
八
句
）
が
、
既
に
讃
歌

　
「
あ
た
か
も
祝
祭
旬
日
に
・
：
」
草
稿
に
見
い
出
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

の
「
悲
し
き
哉
」
の
囲
り
馬
短
詩
後
半
の
詩
想
が
、
。
例
の
『
新
た
な
表
題
「
１
　
　
薇
」

の
下
に
展
開
し
て
ゆ
く
○
’
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
‘

　
　
薔
薇
　
―

　
。
優
し
き
姉
妹
よ
！
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
／
　
。
。
い

　
　
何
処
に
摘
も
う
私
は
、
も
し
冬
来
た
り
な
ば
、
。
悲
し
き
哉
１
・

　
　
あ
の
花
束
を
？
　
天
上
の
神
々
に
花
冠
を
編
む
た
め
に
。

　
　
そ
し
て
、
あ
た
か
も
私
か
決
し
て
神
性
を
知
ら
ぬ
が
如
く
と
な
ろ
う
。

　
　
す
な
わ
ち
、
私
か
ら
生
気
（
ガ
イ
ス
ト
）
が
消
え
失
せ
る
と
言
う
こ
と
だ
。

　
　
も
し
私
か
天
上
の
神
々
に
慈
み
の
印
相
と
し
て

　
　
花
束
を
、
草
木
な
き
荒
地
に
求
め
、
汝
を
見
い
出
さ
な
い
な
ら
ば
。

此
所
に
云
う
「
冬
」
の
表
象
は
、
讃
歌
「
あ
た
か
も
祝
祭
の
日
に
…
」
末
尾
の
表
現

「
偽
り
の
司
祭
」
を
考
え
併
せ
る
な
ら
ば
、
単
な
る
自
然
の
冬
景
色
を
想
い
描
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
χ
χ
　
ｓ
Ｉ
χ
　
　
　
　
　
　
み
な
そ
こ

み
な
ら
ず
、
更
に
広
く
心
の
冬
景
色
た
る
魂
の
水
底
の
歌
声
を
も
聴
き
取
る
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
心
の
冬
景
色
は
、
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
七
節
の
言

葉
で
「
乏
し
き
時
代
」
（
剛
（
３
）
）
と
言
い
表
わ
せ
得
る
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か

し
前
掲
の
「
薔
薇
」
の
詩
想
だ
け
か
ら
は
、
こ
の
「
時
代
」
の
「
冬
」
を
意
識
す
る

歴
史
へ
の
視
野
が
開
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
思
想
詩
に
お
け
る
西
欧

精
神
史
へ
の
展
望
を
以
て
、
自
然
造
化
な
す
詩
歌
象
徴
「
冬
」
を
掴
み
直
す
の
が
妥

当
で
あ
ろ
う
。
な
ら
ば
祝
祭
讃
歌
に
云
う
「
偽
り
」
の
根
拠
も
、
「
時
代
」
の
「
冬
」

　
　
と
云
う
脈
絡
か
ら
考
量
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
近
世
キ
リ
ス
ト
教
西
欧
の

　
　
現
存
意
識
に
は
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
精
神
に
傲
い
て
「
天
上
の
神
々
に
花
冠
を
編
む
た

　
　
め
」
の
存
在
根
拠
が
欠
け
て
い
る
と
云
う
自
己
認
識
が
此
所
で
は
礎
を
成
し
て
お
り
、

　
　
こ
の
「
至
福
」
の
欠
乏
が
「
乏
し
き
時
代
」
の
基
調
と
な
り
、
自
意
識
の
底
に
宿
る

　
　
過
去
の
彼
方
か
ら
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
」
（
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
四
節
）
が
希

　
　
求
さ
れ
歌
い
上
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
ニ

　
　
　
こ
の
よ
う
に
短
詩
創
作
の
当
初
は
、
思
想
詩
や
讃
歌
と
同
じ
う
時
代
」
の
「
冬
」

　
　
遡
云
う
歴
史
意
識
に
支
え
ら
れ
て
詩
想
が
展
開
し
始
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ

　
　
が
詩
人
は
や
が
て
、
こ
の
現
存
了
解
「
冬
」
を
精
神
史
の
基
軸
か
ら
外
し
い
む
し
ろ

　
　
造
化
と
有
情
と
の
織
り
成
す
自
然
の
明
暗
の
下
に
浮
き
彫
り
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、

～
≒
悲
シ
ー
半
哉
」
に
始
ま
る
各
景
色
が
、
「
時
代
」
の
「
冬
」
と
云
～
つ
思
想
圏
が
ら
独

　
　
立
し
た
。
短
詩
「
生
の
な
か
ば
」
第
一
節
の
夏
景
色
に
繋
が
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
、

　
　
　
他
方
こ
の
夏
景
色
の
創
作
で
ま
ず
第
一
に
手
懸
け
ら
れ
た
の
が
、
先
の
表
題
の
一

　
　
つ
「
白
鳥
」
の
下
に
書
き
連
ね
ら
れ
た
詩
想
で
あ
る
。

　
　
　
　
し
て
接
吻
に
酔
い
、
汝
等
は
頭
を
沈
め
る
、
冷
然
た
る
湖
水
の
明
鏡
へ
と
。

以
上
の
「
薔
薇
」
と
「
白
鳥
」
に
関
す
る
草
稿
（
註
（
２
）
）
を
端
初
と
し
て
、

「
生
の
な
か
ば
」
の
詩
想
は
脹
ら
ん
で
い
っ
た
と
看
倣
さ
れ
る
。

　
こ
の
成
果
た
る
決
定
稿
の
詩
想
展
開
を
整
理
し
て
み
る
に
、
漢
詩
の
よ
う
に
起
承

転
結
で
考
え
る
と
、
第
一
節
後
半
の
「
白
鳥
」
に
’
関
す
る
部
分
（
第
四
句
丿
第
七
句
）

が
承
句
、
第
二
節
前
半
の
「
悲
シ
キ
哉
」
に
続
く
部
分
（
第
八
句
丿
第
十
一
句
）
が

転
句
と
な
る
。
こ
の
う
ち
起
句
と
承
句
に
は
既
に
、
類
似
の
絶
句
前
半
「
江
碧
鳥
息
白
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
～
ｉ

青
花
欲
然
」
（
閣
（
1
9
）
）
を
示
し
、
「
紺
碧
の
明
る
き
鏡
の
水
面
」
（
ぼ
（
1
8
）
）

に
象
嵌
さ
れ
た
自
然
造
化
の
景
観
を
確
認
し
て
お
い
た
の
で
あ
る
が
、
更
に
引
き
続

き
転
句
へ
と
目
を
落
と
す
と
、
杜
詩
で
は
次
の
よ
う
に
歌
わ
れ
て
い
る
。

　
　
今
春
看
又
過
（
４
）



こ
の
場
合
、
自
然
造
化
と
有
情
の
生
は
、
平
声
「
看
（
力
－
ン
）
」
の
僅
か
一
文
字

で
繋
が
れ
、
文
字
通
り
「
春
の
あ
た
り
に
」
と
の
外
界
と
内
観
と
が
対
峙
し
て
向
き

合
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
短
詩
「
生
の
な
か
ば
」
の
転
句
（
剛
（
５
）
）
で
は
、
主
客
の
蔓

が
長
い
意
識
の
流
れ
を
成
し
て
四
句
に
亙
り
絡
ま
り
合
う
。

　
　
　
　
　
　
悲
シ
キ
哉
。
何
処
二
摘
モ
ウ
　
私
ハ
、
モ
シ

－
○

冬
来
タ
リ
ナ
バ
、
ア
ノ
花
束
ヲ
、
マ
タ
何
処

ア
ノ
日
和
ノ
陽
光
ヲ
、

大
地
ノ
蔭
ヲ
？

右
の
絶
句
に
認
め
ら
れ
る
「
看
」
　
一
文
字
に
依
る
、
視
聴
覚
に
お
け
る
寡
黙
の
重
鎮

を
範
と
す
る
な
ら
ば
、
短
詩
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
長
広
舌
に
如
何
な
る
意
義
が
見
い

出
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
少
く
と
も
和
訳
で
読
む
限
り
、
こ
の
箇
所
は
短
詩
全
十

四
句
の
中
で
最
も
印
象
の
薄
い
詩
節
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
歌
わ
れ
た
言
葉
の
意
味
内
容
に
あ
ま
り
重
点
を
置
か
ず
に
、
む
し
ろ

分
断
さ
れ
次
句
へ
と
跨
が
る
文
体
と
と
も
に
、
破
格
の
韻
律
の
響
き
に
注
目
す
る
な

ら
ば
、
ご
の
四
句
に
こ
そ
際
立
つ
特
徴
を
拾
い
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
途

切
れ
勝
ち
の
断
音
で
、
「
ヴ
ェ
ー
・
ミ
ア
（
悲
シ
キ
哉
）
、
ヴ
ォ
ー
ネ
ー
ム
ー
イ
ッ

ヒ
（
何
処
二
摘
モ
ウ
私
ハ
）
、
ヴ
ェ
ン
（
モ
シ
）
」
と
、
第
八
句
で
は
音
の
流
れ
が

二
度
も
中
断
さ
れ
る
。
し
か
も
最
後
の
中
断
に
続
い
て
語
ら
れ
る
の
は
、
次
句
へ
と

跨
が
る
文
章
の
う
ち
で
は
、
文
頭
の
接
続
詞
「
ヴ
ェ
ン
（
モ
シ
）
」
の
み
で
あ
る
。

同
様
に
第
九
句
も
二
度
中
断
さ
れ
、
「
エ
ス
ー
ヴ
ィ
ン
タ
ー
・
イ
ス
ト
（
冬
来
タ
リ

ナ
バ
）
、
デ
ィ
ー
プ
ル
ー
メ
ン
（
ア
ノ
花
束
ヲ
）
、
ウ
ン
ト
ー
ヴ
ォ
ー
（
マ
タ
何
処

ニ
）
」
’
と
連
な
り
、
や
は
り
此
所
で
も
次
句
へ
と
跨
が
る
文
章
の
う
ち
で
は
、
文
頭

の
接
続
詞
「
ヴ
ォ
ー
（
何
処
ニ
）
」
が
句
末
で
語
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
し
か

も
以
上
の
二
句
に
お
い
て
、
主
客
は
「
私
ハ
」
（
第
八
句
）
と
「
花
束
ヲ
」
（
第
九

一

一

㎜ ｌ

一

一

西
欧
の
夜
－
ニ
〕
明
鏡
と
水
底
　
（
高
橋
）

句
）
と
に
分
断
さ
れ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
主
客
分
断
は
更
に
、
「
ア
ノ
恥
絆
ノ

陽
光
ヲ
」
（
第
十
句
）
と
「
大
地
ノ
蔭
ヲ
」
（
第
十
一
句
）
と
一
句
ず
つ
打
つ
切
れ

て
繋
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
此
所
で
は
韻
律
上
の
問
題
も
興
味
深
い
。
先
に
示
し
た
表
題
「
薔
薇
」
の
下
に
展

開
し
た
草
案
に
お
け
る
短
詩
第
八
句
に
相
当
す
る
部
分
は
、
次
の
よ
う
に
連
な
っ
て

い
る
。ヴ

ォ
ー
ネ
ー
ム
ー
イ
ッ
ヒ
（
何
処
に
摘
も
う
私
は
）
、
ヴ
ェ
ン
ー
エ
ス
ー
ヴ
ィ
ン
タ
ー
・

イ
ス
ト
（
冬
来
タ
リ
ナ
バ
）

こ
の
う
ち
最
後
の
動
詞
「
イ
ス
ト
」
を
除
く
と
、
韻
律
上
こ
れ
は
、
短
詩
の
第
一
句

と
同
じ
七
言
と
な
る
。

　
　
ミ
ッ
ト
ー
ゲ
ル
ベ
ン
’
・
ビ
ル
ネ
ン
ー
ヘ
ン
グ
ッ
ト

　
　
ヴ
ォ
ー
ネ
ー
ム
ー
イ
ッ
ヒ
ー
ヴ
ェ
ン
ー
エ
ス
ー
ヴ
ィ
ン
タ
ー

こ
の
韻
律
上
の
対
応
に
お
い
て
は
、
強
声
も
全
く
同
じ
位
置
に
三
度
あ
ら
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
詩
人
は
、
後
に
第
八
句
頭
に
、
例
の
讃
歌
「
あ
た
か
も
祝
祭
の
日
に
…
」

草
稿
末
尾
に
見
い
出
さ
れ
た
表
現
「
悲
し
き
哉
」
を
付
加
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
結
果
と
し
て
成
立
し
た
第
八
句
か
ら
第
九
句
に
か
け
て
は
、
一
例
と
し
て
次
の
よ

う
な
韻
律
の
取
り
方
が
見
ら
れ
る
。

九八

ヴ
Ｊ
Ｉ
・
ミ
ー
ア
ー
ヴ
ォ
ー
ネ
ー
ム
ー
イ
ッ
ヒ
ー
ヴ
ェ
ン

エ
ス
ー
ヴ
ィ
ン
タ
ー
・
イ
ス
ト
ー
デ
イ
ー
プ
ル
ー
メ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
四
郎
「
ド
イ
ツ
詩
を
読
む
人
の
た
め
に
」
゛
（
６
）

恐
ら
く
こ
の
解
釈
は
、
次
に
引
く
短
詩
前
半
冒
頭
（
第
一
句
－
第
二
句
）
の
律
動
を

念
頭
に
置
い
た
結
果
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。



一
　
一
四
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

-

一

一

ミ
ッ
ト
ー
ゲ
ル
ベ
ン
ー
ビ
ル
ネ
ン
ー
ヘ
ン
グ
ッ
ト

ウ
ン
ト
ー
フ
ォ
ル
●
ｘ
ｘ
Ｎ
ツ
ト
ー
ヴ
ィ
ル
デ
ン
ー
ロ
ー
ゼ
ン

こ
の
先
例
に
倣
う
と
、
山
口
註
の
如
く
「
ミ
ー
ご
と
「
イ
ス
ト
」
が
力
点
を
持
ち
、

短
詩
後
半
冒
頭
も
「
弱
強
弱
強
弱
強
」
と
規
則
正
し
い
律
動
と
看
倣
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
に
同
一
の
尺
度
で
計
る
と
、
果
し
て
短
詩
前
後
の
詩

想
展
開
に
お
け
る
夏
と
冬
と
の
明
暗
が
殺
が
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
私
と
し
て
は
む
し
ろ
、
第
八
句
冒
頭
を
「
ヴ
ェ
ー
・
ミ
ア
」
と
読
む
こ
と
に

よ
り
破
格
と
し
、
こ
の
強
声
「
ヴ
ェ
ー
」
が
第
八
句
末
の
「
ヴ
ェ
ン
」
、
更
に
は
第

九
句
中
の
「
ヴ
ィ
ン
タ
ー
」
と
第
九
句
末
の
「
ヴ
ォ
ー
」
へ
’
と
呼
応
す
る
頭
韻
「
ヴ
」

の
響
き
を
重
視
し
た
い
。
と
思
う
の
で
あ
る
。
‘
。

　
も
う
一
つ
の
韻
律
上
の
破
格
と
し
て
解
釈
し
た
い
箇
所
は
、
第
九
句
中
央
の
動
詞

　
「
イ
ス
ト
」
で
あ
る
。
成
程
こ
れ
を
強
く
「
イ
ス
ト
」
と
読
め
ば
、
前
述
の
如
く
第

二
句
と
の
韻
律
上
の
呼
応
が
獲
ら
れ
る
が
、
し
か
し
正
に
そ
れ
故
に
、
後
半
・
第
二

節
の
寄
る
辺
な
き
不
安
な
律
勁
が
裏
切
ら
れ
て
し
ま
う
危
惧
が
私
に
は
残
る
。
従
っ

て
、
此
所
の
前
後
は
弾
み
良
き
律
動
を
破
り
、
敢
て
弱
音
を
三
度
連
ね
た
い
と
私
は

思
う
。

　
九
　
　
　
　
エ
ス
ー
ヴ
ィ
ン
タ
ー
・
イ
ス
ト
ー
デ
ィ
ー
プ
ル
ー
メ
ン
ー
ウ
ン
ト
ー
ヴ
ォ
ー

こ
の
弱
音
三
回
連
続
「
・
：
タ
ー
・
イ
ス
ト
ー
デ
ィ
」
を
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
訃
ざ
は
興

味
深
い
こ
と
に
、
後
期
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
自
由
韻
律
へ
と
関
連
せ
し
め
て
い
る
。

　
例
え
ば
詩
人
の
代
表
的
自
由
韻
律
讃
歌
「
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
」
第
六
節
・
第
九
一
句

で
は
、

　
　
…
…
ウ
ン
ト
ー
エ
ル
ン
ス
ト
ー
ゲ
ヴ
ォ
ル
デ
ン
゛
イ
ス
ト
’
デ
ア
゜
ツ
ォ
ル
ン
…
…
（
８
）

　
　
…
…
し
て
厳
粛
と
な
っ
た
の
だ
、
怒
り
が
、
…
…

と
歌
わ
れ
、
「
…
デ
ン
ー
イ
ス
ト
ー
デ
ア
」
が
三
連
弱
音
と
読
め
る
．
ま
た
別
の
自

由
韻
律
讃
歌
の
力
作
「
パ
ト
モ
ス
」
初
稿
・
第
六
節
・
第
八
九
句
で
は
、

　
　
…
…
エ
ス
ー
ザ
ー
ン
ー
イ
ー
ン
ー
ヴ
ィ
ー
・
エ
″
・
ズ
ィ
ー
ゲ
ン
ト
ー
ブ
リ
ッ
ク
テ

　
　
…
…
キ
リ
ス
ト
が
勝
利
の
眼
差
を
向
け
る
の
が
見
ら
れ
、

、
．
．
と
三
浦
弱
音
「
イ
ー
ン
ー
ヴ
ィ
ー
・
’
エ
ア
」
が
、
頭
韻
な
す
強
声
「
ザ
ー
ン
…
ズ
ィ
ー
」

に
挾
ま
れ
て
印
象
深
く
響
き
、
更
に
引
き
続
く
「
パ
ト
モ
ス
」
初
稿
の
第
九
〇
句
で
も

同
様
に
、
‘

　
　
デ
ン
ー
フ
ロ
イ
デ
ィ
ヒ
ス
テ
ン
ー
デ
ィ
ー
フ
ロ
イ
デ
…
…
…
（
９
）

　
　
こ
の
至
高
の
歓
喜
（
キ
リ
ス
ト
）
を
、
歓
喜
（
な
す
使
徒
た
ち
）
が
…
…

と
三
連
弱
音
「
…
デ
ィ
ヒ
ス
テ
ン
ー
デ
ィ
」
が
、
そ
れ
を
取
り
囲
む
強
声
な
す
頭
韻

「
フ
ロ
イ
」
を
際
立
た
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
論
で
は
正
に
こ
の
よ
う
な
「
古
代

ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
風
律
動
の
自
虹
付
＾
ｙ
°
ト
ラ
ウ
ス
註
゛
の
証
左
と
し
て
ヽ
短
詩

「
生
の
な
か
ば
」
後
半
・
第
二
節
冒
頭
に
お
け
る
、
頭
韻
な
す
強
声
「
ヴ
」
に
取
り

巻
か
れ
て
現
わ
れ
る
三
連
弱
音
「
・
：
タ
ー
・
イ
ス
ト
ー
デ
ィ
」
を
も
考
え
併
せ
得
る

と
し
た
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
か
く
破
格
を
も
敢
行
す
る
短
詩
後
半
・
第
二
節
冒
頭
に
お
け
る
打
つ

切
れ
の
文
体
の
意
味
す
る
所
は
、
端
的
に
「
忽
遇
明
鏡
来
時
如
何
１
百
雑
砕
」

（
閣
（
―
）
）
と
表
現
で
き
よ
う
。
こ
れ
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
天
地
万
有
を
寛
‘

く
包
容
し
無
か
ら
有
へ
と
解
き
放
つ
「
鏡
也
自
隠
」
（
閣
（
4
2
）
）
と
表
裏
一
体
な

す
「
明
鏡
来
」
の
真
諦
で
あ
り
、
こ
の
「
明
鏡
（
ハ
イ
リ
ヒ
ー
ニ
ュ
ヒ
テ
ル
ン
）
」

（
田
（
５
）
）
の
真
性
に
映
し
出
さ
れ
る
万
象
は
、
同
時
に
そ
の
熾
烈
な
る
「
眼
光
」

（
閣
（
4
0
）
）
に
射
抜
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
実

な
る
ギ
リ
シ
ア
」
に
お
い
て
「
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ

正
こ
れ
は
、
あ
た
か
も
「
至
福

ロ
ー
ン
に
撃
た
れ
た
」
と
言
い
得



る
詩
人
自
身
の
現
存
の
生
の
姿
で
も
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
生
の
現
存
了
解
が

「
生
の
な
か
ば
」
後
半
冒
頭
に
お
い
て
、
正
に
「
音
楽
の
精
髄
か
ら
の
悲
劇
の

（
ニ
ー
チ
エ
）
さ
な
が
ら
に
、
不
安
定
で
途
切
れ
勝
ち
な
断
音
の
連
続
と
律
動
の
破

格
に
お
い
て
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
と
読
め
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
当
該
の
詩
節
に
お
け
る
品
詞
を
、
短
詩
前
半
と
の
対
比
で
見
て
み
る
と
、
多

彩
な
形
容
詞
が
豊
か
な
前
半
第
一
節
と
好
対
称
を
な
し
て
、
こ
の
後
半
の
詩
節
に
は

全
く
形
容
詞
が
無
い
の
に
気
付
く
。
実
際
こ
の
詩
節
に
続
く
後
半
第
二
節
に
お
い
て

は
、
形
容
詞
が
只
一
度
だ
け
「
無
言
（
シ
ュ
プ
ラ
ッ
ハ
ロ
ー
ス
）
冷
酷
（
カ
ル
ト
）
」

（
第
十
三
句
）
と
現
わ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
前
半
で
は
、
「
黄
の

（
ゲ
ル
ベ
ン
）
」
（
第
一
句
）
や
「
野
の
（
ヴ
ィ
ル
デ
ン
）
」
（
第
二
句
）
と
か
「
優
し

き
（
ホ
ル
デ
ン
）
」
（
第
四
句
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
快
音
に
よ
り
直
接
表
明
さ
れ
た
色

彩
感
の
み
な
ら
ず
、
詩
想
の
上
か
ら
「
た
わ
わ
」
（
第
一
句
）
と
か
、
「
湖
」
（
第

三
句
）
の
「
紺
青
」
や
「
白
鳥
」
（
第
四
句
）
の
「
純
白
」
が
、
彩
り
鮮
や
か
な
短

詩
前
半
の
夏
景
色
を
特
徴
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
多
彩
な
る
色
界
の
文
体
に
留
意
し
て
み
る
と
、
こ
の
全
七
句
な
す
第
一
節
で

は
、
中
央
の
第
四
句
に
お
け
る
「
汝
等
、
優
し
き
白
鳥
」
と
云
う
呼
格
を
挾
ん
で
前

後
が
言
わ
ば
対
句
を
成
し
、
そ
の
前
半
（
第
一
句
－
第
三
句
）
で
は
自
然
の
成
熟
が

減
張
あ
る
韻
律
に
よ
り
歌
い
上
げ
ら
れ
、
そ
の
後
半
（
第
五
句
－
第
七
句
）
で
は
現

存
意
識
の
高
揚
と
深
沈
が
「
白
鳥
」
の
動
静
に
象
徴
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
こ
の
際

に
、
前
後
の
文
体
と
と
も
に
従
属
し
た
副
文
を
全
く
含
ま
ず
、
前
後
各
々
は
主
動
詞

を
中
心
に
据
え
、
そ
の
動
詞
を
挾
ん
だ
前
後
が
ま
た
対
句
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
そ
の
前
半
で
は
第
一
句
末
の
主
動
詞
「
懸
か
っ
て
い
る
（
ベ
ン
グ
ッ
ト
）
」
の

前
後
に
「
黄
梨
」
（
第
一
句
）
と
「
野
茨
（
の
実
）
」
（
第
二
句
）
が
対
を
な
し
て

「
た
わ
わ
」
に
熟
れ
て
お
り
、
そ
の
後
半
で
は
第
六
句
頭
の
主
動
詞
「
浸
す
（
ト
ゥ

ン
ク
ト
）
」
の
前
後
に
「
酔
い
」
（
第
五
句
）
と
「
明
鏡
」
（
第
七
句
）
と
が
対
を

な
し
て
歌
わ
れ
て
い
。
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
対
句
様
式
の
緊
張
あ
る
平
衡
に
お
い
て
、
彩
り
豊
か
な
色
界
が
「
た
わ
わ
」

一
　
一
五
　
西
欧
の
夜
－
〔
こ
明
鏡
と
水
底
　
（
高
橋
）

に
枝
葉
を
伸
ば
す
前
半
第
一
節
と
は
異
な
り
、
後
半
第
二
節
で
第
八
句
か
ら
第
十
一

句
へ
と
繋
が
る
詩
節
は
、
疑
問
文
な
し
て
主
述
は
倒
置
さ
れ
拠
り
所
な
き
不
安
定
な

構
図
を
形
造
っ
て
い
る
。
し
か
も
此
所
で
は
既
に
迷
べ
た
よ
う
に
、
主
客
が
各
句
ご

と
に
分
断
さ
れ
て
切
り
離
さ
れ
て
い
る
点
も
印
象
深
い
。
更
に
こ
の
拠
り
所
な
き
疑

問
文
に
従
属
し
て
副
文
が
「
モ
シ
／
冬
来
タ
リ
ナ
バ
」
と
第
八
句
か
ら
第
九
句

に
跨
が
り
つ
つ
、
疑
問
な
す
主
文
に
蔓
の
如
く
纒
い
付
く
形
を
成
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
よ
う
に
途
切
れ
勝
ち
に
繋
が
る
文
体
に
お
い
て
希
求
さ
れ
て
い
る
対
象
は
、
単

に
「
花
束
」
と
か
「
冬
」
と
云
う
二
般
化
さ
れ
具
象
性
の
乏
し
き
名
詞
で
示
さ
れ
、

こ
れ
ら
は
前
半
第
一
節
に
象
眼
さ
れ
た
個
々
の
表
象
群
、
例
え
ば
「
黄
梨
」
（
第
一

句
）
と
か
「
（
紅
な
す
）
野
茨
（
の
実
）
」
（
第
二
句
）
と
好
対
称
を
な
し
て
、
空
な

る
無
色
界
を
象
徴
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
確
か
に
、
こ
の
空
無
を
孕
む

寄
る
辺
な
き
意
識
の
流
れ
（
第
八
句
－
第
十
一
句
）
は
、
先
に
示
し
た
杜
詩
転
句

「
今
春
看
又
過
」
（
註
（
４
）
）
に
お
け
る
「
看
」
　
一
文
字
（
註
（
５
）
）
に
依
る

寡
黙
の
重
鎮
と
比
せ
ば
成
程
長
広
舌
に
は
相
違
な
い
が
、
し
か
し
こ
の
四
句
に
亙
る

詩
想
展
開
に
は
今
迄
考
察
し
た
よ
う
に
、
破
格
な
す
韻
律
上
の
瞳
目
す
べ
き
試
み
が

盛
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
破
格
の
充
溢
が
例
の
寡
黙
の
重
鎮
を
前
に
し
て
も

色
槌
せ
る
こ
と
な
き
成
果
を
物
語
っ
て
い
る
と
看
倣
せ
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
短
詩
後
半
第
八
句
か
ら
第
十
一
句
に
か
け
て
は
、
ポ
イ
ボ
ス
神
ア
ポ
ロ
ー

ン
の
如
き
「
明
鏡
（
ハ
イ
リ
ヒ
ニ
ュ
ヒ
テ
ル
ン
）
」
（
第
七
句
）
の
熾
烈
な
る
光
輝
に

撃
た
れ
た
現
存
意
識
の
水
底
な
す
魂
の
歌
声
が
逆
巻
き
、
新
た
な
空
無
を
孕
む
内
面

の
飛
翔
が
敢
行
さ
れ
た
と
見
る
と
と
が
出
来
る
。
但
し
、
こ
の
敢
行
は
あ
く
ま
で
問

題
提
起
で
あ
り
、
此
所
で
は
詩
歌
象
徴
が
未
だ
彫
琢
さ
れ
た
造
形
へ
と
結
晶
し
て
お

ら
ず
、
形
無
き
不
安
な
音
律
の
波
に
揺
ら
れ
て
浮
勤
し
つ
つ
拠
り
所
を
求
め
て
い
る

の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｀
。

　
こ
の
寄
る
辺
な
き
希
求
に
応
え
て
、
「
生
の
な
か
ば
」
の
詩
想
が
彫
り
刻
ん
だ
明

答
が
、
引
き
続
く
第
十
二
句
か
ら
第
十
四
句
に
か
け
て
の
短
詞
終
結
部
（
田
（
５
）
）
に

他
な
ら
な
い
。



一
　
一
六
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

　
此
所
で
は
前
半
第
一
節
を
豊
か
に
彩
る
自
然
の
有
機
的
生
命
（
オ
ル
ガ
ニ
ス
ム
ス
）

　
が
、
折
角
の
後
半
冒
頭
（
第
八
句
－
第
十
一
句
）
に
お
け
る
希
求
に
も
拘
わ
ら
ず
、

　
実
に
見
事
に
無
機
（
・
マ
ー
テ
リ
ア
）
造
形
の
裸
形
へ
と
「
百
雑
砕
ヤ
に
解
体
し
、
短

　
詩
最
終
結
句
を
「
（
金
属
性
）
風
見
」
の
絡
繰
（
メ
カ
ニ
ス
・
ム
ス
）
の
機
械
音
が
締

　
め
括
る
の
で
あ
る
。

　
　
正
に
此
所
で
は
現
存
意
識
に
対
し
、
「
無
言
冷
酷
」
（
第
十
三
句
）
・
な
す
～
「
囲
壁
」

一
　
　
　
　
　
　
　
≒
　
　
　
　
３
ｓ
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
び

こ
第
十
二
句
）
と
云
う
物
自
体
が
厳
然
と
立
ち
開
か
り
、
高
み
へ
と
雄
飛
せ
ん
と
す

、
。
。
る
台
我
意
識
を
も
押
し
潰
し
‘
て
沈
黙
さ
ぜ
、
こ
の
物
象
襲
来
に
直
面
し
て
現
存
主
体

　
は
、
機
械
仕
掛
け
の
絡
繰
が
「
榛
ミ
軋
ル
」
。
（
第
十
四
句
）
い
か
ん
と
も
仕
難
。
い
空

　
無
へ
と
放
下
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
か
く
し
て
後
半
冒
頭
の
第
八
句
に
逆
巻
き
始
め
た

　
空
無
を
孕
む
内
面
の
飛
翔
は
、
こ
の
短
詩
終
結
部
に
お
い
て
最
高
潮
を
迎
え
、
あ
た

　
か
も
古
典
ギ
リ
シ
ア
祝
祭
に
お
け
る
「
悲
劇
の
誕
生
」
（
註
（
1
2
）
）
さ
な
が
ら
に
、

　
破
局
（
カ
タ
ス
ト
ロ
ペ
ー
）
な
す
魂
の
万
古
碧
潭
の
淵
へ
と
眼
差
を
落
と
す
の
で
あ
る
。

　
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
終
結
部
の
詩
想
内
容
に
立
ち
入
る
前
に
、
此
所
で
の
韻
律
上
の

　
破
格
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
当
該
の
最
終
二
句
に
お
い
て
、
第
十
三
句
末
の
「
風
ニ

　
（
イ
ム
ー
ヴ
ィ
ン
デ
）
」
を
第
十
四
句
頭
へ
と
移
す
と
、
こ
の
終
結
部
は
前
半
第
一

　
節
の
終
結
部
（
第
六
句
－
第
七
句
）
と
同
じ
律
動
「
強
弱
弱
強
・
弱
強
弱
強
弱
弱
強

　
弱
」
と
な
る
。

七六十
三

十
四

ト
ゥ
ン
ク
ト
ー
イ
ア
ー
ダ
ス
ー
ハ
ウ
プ
ト

イ
ン
ス
ー
ハ
イ
リ
ヒ
ニ
ュ
ヒ
テ
ル
ネ
ー
ヴ
ァ
ッ
サ
ー

シ
ュ
プ
ラ
ッ
ハ
ロ
ー
ス
ー
ウ
ン
ト
・
’
カ
ル
ト
　
　
　
　
　
３
゛

イ
ム
ー
ヴ
ィ
ン
デ
ー
ク
リ
ー
レ
ン
ー
デ
ィ
ー
フ
ァ
ー
ネ
ン
（
Ｉ

こ
の
よ
う
な
対
応
関
係
は
、
恐
ら
く
意
図
し
て
破
ら
れ
、
第
十
四
句
頭
で
正
に
破
格

な
す
「
ク
リ
ー
レ
ン
」
の
響
き
が
、
印
象
深
く
文
字
通
り
「
榛
ミ
軋
ル
」
に
至
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

　
此
所
に
は
、
か
く
「
蝶
ミ
軋
ル
（
ク
リ
ー
レ
ン
）
」
（
第
十
四
句
頭
）
と
同
時
に

「
無
言
冷
酷
（
シ
ュ
プ
ラ
ッ
ハ
ロ
ー
ス
ー
ウ
ン
ト
ー
カ
ル
ト
）
」
（
第
十
三
句
）
に
応

え
る
物
自
体
の
語
り
が
在
る
。

　
十
二

　
『
十
三
一

’
十
四

Ｉ
　
い

デ
ィ
ー
マ
ウ
ェ
ル
ン
ー
シ
ュ
テ
ー
ン

　
（
囲
壁
ハ
直
立
シ
）
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
｀
‐
”
・
’

　
一
り
　
　
　
　
　
　
ｊ
　
Ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
　
Ｉ
　
　
　
　
　
－
』
フ

シ
ュ
プ
ラ
ッ
ハ
ロ
ー
ス
ー
ウ
ン
ト
ー
カ
ル
ト
。
イ
ム
ー
ヴ
ィ
ン
デ

　
（
無
言
冷
酷
。
風
ニ
）

ク
リ
ー
レ
ン
ー
デ
。
づ
。
・
フ
ァ
ー
ネ
ン
。
｛
　
　
　
’
。
’
。
。

　
（
榛
ミ
軋
ル
風
見
鶏
の
金
切
声
。
）
　
　
‐
で
”
’
く

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
は
決
し
て
物
理
現
象
の
記
述
描
写
で
は
な
い
。
そ
う
で
無
く
て
此

所
で
は
、
「
囲
壁
」
（
第
十
二
句
）
と
「
風
見
」
（
第
十
四
句
）
と
云
う
物
自
体
の

言
語
道
断
を
直
視
し
て
見
据
え
る
心
象
風
景
が
冬
景
色
と
し
て
意
識
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
こ
の
点
て
短
詩
「
生
の
な
か
ば
」
は
、
｝
重
に
花
鳥
風
月
を
歌
う
に
留
ま
ら
ず
、

敢
て
造
化
と
有
情
の
織
り
成
す
総
体
と
し
て
現
存
を
写
し
取
ろ
う
と
す
る
漢
詩
文
の

世
界
に
一
脈
通
ず
る
も
の
を
持
つ
と
言
え
よ
う
。

　
蓋
し
既
に
言
及
（
閣
（
1
9
）
と
註
（
４
）
）
し
た
絶
句
が
顕
著
な
例
で
あ
る
が
、

漢
詩
結
句
は
執
拗
に
人
間
の
感
概
で
以
て
締
め
括
る
。

　
　
何
日
是
蹄
年
（
1
4
）

恐
ら
く
此
所
は
蝶
み
軋
る
上
声
０
　
咽
喉
音
「
何
（
フ
ー
）
」
に
続
く
語
気
に
意
を
尽

く
し
、
余
り
意
味
内
容
は
脳
裏
に
強
く
働
き
か
け
な
い
の
が
本
来
で
あ
ろ
う
が
、
但

し
こ
れ
を
和
風
漢
文
で
読
む
限
り
事
態
は
逆
と
な
る
。
か
く
和
漢
の
響
き
の
落
差
は

あ
る
に
せ
よ
、
杜
詩
結
句
に
お
い
て
「
蹄
年
」
の
「
日
」
を
想
う
作
者
の
心
が
開
陳



さ
れ
て
い
る
の
に
変
わ
り
は
無
く
、
あ
く
ま
で
現
存
主
体
が
感
概
を
述
懐
し
主
情
吐

露
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
と
は
趣
を
異
に
し
、
短
詩
「
生
の
な
か
ば
」
結
句
（
第
十
二
句
丿
第
十
四
句
）

で
は
「
囲
壁
」
と
「
風
見
」
と
云
う
物
自
体
が
、
「
無
言
冷
酷
」
と
同
時
に
「
蝶
ミ

軋
ル
」
と
歌
わ
れ
る
表
現
に
お
い
て
、
現
存
主
体
を
無
言
の
重
鎮
へ
と
押
し
留
め
、

こ
の
厳
し
い
物
自
体
と
の
対
峙
に
よ
り
自
我
意
識
は
沈
み
黙
す
る
の
で
あ
る
。
然
れ

ど
も
此
所
で
意
識
は
、
あ
く
ま
で
し
か
と
目
覚
め
て
お
り
微
睡
ん
で
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
正
に
こ
の
如
何
と
も
仕
難
い
覚
醒
の
只
中
に
お
い
て
、
「
無
言
冷
酷
」
に

「
直
立
」
す
る
「
囲
壁
」
と
「
榛
ミ
軋
ル
風
見
」

る
。
こ
れ
は
正
に
「
古
池
や
蛙
飛
び
こ
む
水
の

　
を
漬
濁
し
見
据
え
て
い
る
と
言
え

を
こ
ら
）
の
俳
味
ご
脈
通
ず
る
勢
０
　

ｓ
　
ｓ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
だ
ひ
な
す
Ｌ
り

語
り
で
あ
り
、
人
の
感
懐
は
一
切
黙
し
て
表
わ
れ
ず
、
只
管
に
「
囲
壁
」
の
「
無
言
」

と
「
風
見
」
の
「
軋
榛
」
が
物
語
る
の
で
あ
る
。

　
全
体
こ
の
終
結
部
（
第
十
二
句
－
第
十
四
句
）
に
象
嵌
さ
れ
た
「
囲
壁
」
と
「
風

見
」
の
詩
歌
象
徴
こ
そ
、
何
よ
り
読
者
の
脳
裏
に
深
く
刻
み
人
ま
れ
る
表
象
で
あ
り
、

読
後
感
を
強
く
印
象
づ
け
る
筆
頭
に
上
が
る
造
形
と
音
響
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
表
現
に
お
い
て
こ
そ
、
短
詩
「
生
の
な
か
ば
」
は
抜
き
差
し
な
ら
ぬ
固
有
の
斬

新
な
暗
喩
を
獲
得
し
て
お
り
、
恐
ら
く
こ
の
詩
歌
が
話
題
と
な
る
時
ま
ず
問
わ
れ
る

の
も
、
こ
の
終
結
部
に
お
け
る
「
無
言
冷
酷
」
な
「
囲
壁
」
と
「
蝶
ミ
軋
ル
風
見

（
鶏
の
金
切
声
）
」
に
相
違
な
か
ろ
・
７
か
と
思
わ
れ
る
。
故
に
当
の
終
結
部
が
意
味

す
る
所
を
十
全
に
考
慮
し
て
始
め
て
、
こ
の
「
生
の
な
か
ば
」
論
も
ま
と
ま
り
あ
る

円
環
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
評
釈
の
中
に
は
次
の
よ
う
な
厳
し
い
発
言
も
見
ら
れ
る
。

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
全
作
品
中
、
最
も
悲
痛
な
詩
で
あ
る
。
彼
の
内
面
の
最
深
部
の
告
白
と

い
え
る
。
こ
こ
に
は
暗
示
や
含
意
は
な
く
、
す
べ
て
は
明
示
で
あ
っ
て
、
し
か
も
そ
れ
が

伝
え
る
も
の
は
限
り
な
く
深
い
。
こ
う
い
う
詩
に
は
知
解
的
説
明
は
い
っ
さ
い
不
要
で
、

わ
れ
わ
れ
は
た
だ
そ
の
一
語
一
語
に
心
を
沈
め
れ
ば
い
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
手
塚
富
雄
「
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
」
第
七
章
）

一
　
一
七
　
西
欧
の
夜
－
〔
こ
明
鏡
と
水
底
　
（
高
橋
）

恐
ら
く
正
に
か
く
の
如
く
、
不
立
文
字
の
「
無
言
冷
酷
」
に
直
面
し
つ
つ
、
無
駄
口

を
慎
し
み
｛
一
語
｝
語
に
心
を
沈
め
」
る
静
寂
の
深
み
か
ら
、
全
て
「
生
の
な
か
ば
」

論
は
立
て
ら
れ
る
べ
き
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
虚
心
坦
懐
に
只
管
と
味
読
す
べ
き
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。
蓋
し
論
者
は
同
時
に
何
ら
か
の
学
術
表
現
へ
と
到
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

難
行
を
背
負
わ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
責
務
を
何
と
か
果
た
す
べ
く
、
諸
家
の
註
解
を

・
吟
味
し
。
つ
つ
短
詩
に
参
学
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
或
る
註
釈
で
は
、
詩
人
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
が
歩
ん
だ
「
人
生
の
あ
る
時
期
」
に
着
眼

し
て
こ
う
語
ら
れ
る
。

　
　
こ
の
詩
を
読
み
、
こ
こ
に
暗
く
不
気
味
に
口
を
あ
け
た
叫
隙
を
の
ぞ
き
見
る
と
き
、
わ
れ

　
　
わ
れ
は
こ
の
詩
人
の
狂
乱
と
錯
乱
と
が
既
に
指
呼
の
間
に
迫
っ
て
い
た
こ
と
を
思
わ
ず
に

　
　
は
い
ら
れ
な
い
。
こ
の
詩
は
、
別
に
人
生
の
深
い
洞
察
を
現
わ
し
た
も
の
で
は
な
い
。
し

　
　
か
し
少
な
く
と
も
、
人
生
の
あ
る
時
期
に
お
け
る
こ
の
詩
人
の
「
ダ
ー
・
ザ
イ
ン
」
を
如

　
　
実
に
示
し
た
も
の
と
は
い
え
よ
う
。
一
八
〇
二
年
、
彼
は
フ
ラ
ン
ス
の
ボ
ル
ド
ー
か
ら
、

　
　
錯
乱
し
て
炎
天
下
の
道
を
徒
歩
で
ネ
ッ
‘
カ
ー
ル
河
畔
の
故
郷
ラ
ウ
フ
ェ
ン
に
帰
っ
た
と
い

　
　
わ
れ
る
。
そ
う
し
て
そ
の
翌
年
、
つ
ま
り
彼
の
三
十
三
歳
の
時
に
こ
の
詩
は
作
ら
れ
た
。

　
　
既
に
面
影
に
の
み
愛
し
て
い
た
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
も
死
に
、
錯
乱
し
て
帰
郷
し
た
こ
の
詩

　
　
人
に
と
っ
て
、
な
お
人
生
に
期
待
す
べ
き
何
か
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
？
　
こ
う
考
え
て
み
る

　
　
。
と
き
、
こ
こ
に
あ
る
帥
隙
は
ま
だ
生
々
し
い
愛
の
回
想
と
、
暗
く
大
き
く
口
を
あ
け
た
未

　
　
来
と
の
間
の
そ
れ
だ
と
も
い
え
よ
う
。
事
実
彼
は
こ
の
後
三
年
ま
っ
た
く
の
精
神
錯
乱
に

　
　
陥
り
、
そ
の
後
死
に
至
る
ま
で
の
ほ
と
ん
ど
三
十
七
年
間
を
、
文
字
通
り
生
き
る
屍
と
し

　
　
て
生
き
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
四
郎
「
ド
イ
ツ
詩
を
読
む
人
の
た
め
に
」
）

成
程
こ
の
説
明
に
あ
る
詩
人
の
伝
記
は
瞥
目
に
値
す
る
も
の
で
あ
り
、
‘
一
面
「
生
の

な
か
ば
」
の
「
生
」
は
「
人
生
」
を
意
味
す
る
と
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
「
生
」
は
単
に
「
人
生
」
の
み
に
留
ま
ら
ぬ
「
彼
の
内
面
の
最
深
部
」
（
註

（
1
7
）
）
な
の
で
も
あ
り
、
こ
の
事
は
｛
そ
の
一
語
｝
語
に
心
を
沈
め
れ
ば
」
（
註

（
1
7
）
）
や
が
て
次
第
に
開
か
れ
て
来
る
「
明
鏡
の
水
面
」
（
閣
）
と
そ
の
「
水
底



一
　
一
八
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

の
歌
声
」
（
倒
）
へ
・
と
耳
目
を
そ
ば
だ
て
る
時
に
一
安
易
に
は
消
し
去
り
難
い
真
実

と
し
て
破
邪
顕
正
す
る
の
で
あ
る
。

　
故
に
本
論
と
し
て
は
、
詩
人
の
伝
記
か
ら
「
生
々
し
い
愛
の
回
想
」
。
と
か
「
精
神

錯
乱
」
に
着
目
し
、
「
こ
の
詩
人
の
狂
気
と
錯
乱
が
既
に
指
呼
の
間
に
迫
っ
て
い
た

こ
と
」
を
強
調
し
、
「
こ
の
詩
は
、
別
に
人
生
の
深
い
洞
察
を
現
わ
し
た
も
の
で
は

な
い
」
（
註
（
1
8
）
）
と
結
論
を
下
す
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
・
。
逆
に
私
と
し
て
は
、
’

何
ら
か
の
「
深
い
洞
察
」
を
こ
そ
詩
想
の
「
明
鏡
」
と
「
水
底
」
に
求
め
つ
つ
ぃ
敢

て
「
愛
の
回
想
」

‘
と
か
”
「
精
神
錯
乱
」
と
云
う
よ
う
な
伝
記
叙
述
を
詩
歌
解
釈
上
の
余

　
Ｉ
　
』
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
１
１
　
　
　
　
Ｉ
Ｉ
　
　
　
　
　
』
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ
４
％
’
１
４
　
Ｆ

業
と
看
倣
す
の
で
あ
る
　
０
す
な
わ
ち
詩
人
個
人
の
伝
記
か
ら
、
言
わ
ば
体
験
と
創
作
の

　
　
　
　
　
　
　
Φ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｀
　
　
　
　
　
　
　
―

係
わ
り
を
論
述
す
る
よ
り
剋
バ
む
七
ろ
「
層
と
広
汎
な
「
生
」
句
領
域
な
す
西
欧
精
神

史
の
思
想
圏
へ
と
詩
想
の
展
望
を
開
き
、
か
く
し
て
短
詩
「
生
の
な
か
ば
」
の
「
生
」

を
正
に
思
想
詩
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
１
　
　
に
云
う
、
「
至
福
な
る
ギ
リ
シ
ア
（
　
1
9
）
の
熾
烈
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
　
　
　
　
ｊ

る
真
理
の
「
明
鏡
」
と
、
濃
淡
細
や
か
な
「
乏
し
き
時
代
１
　
の
幽
玄
な
る
「
水
底
」
と

の
明
暗
の
下
に
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
を
、
本
論
は
焦
眉
の
急
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
当
該
の
思
想
詩
に
お
け
る
「
明
鏡
」
の
熾
烈
な
真
性
は
、
ま
ず
何
よ
り
古
典
ギ
リ

シ
ア
悲
劇
誕
生
の
祝
祭
空
間
で
の
「
偉
大
な
る
運
命
」
の
如
き
「
無
媒
介
直
接
の
神
」

が
稲
妻
さ
な
が
ら
に
、
悲
雄
の
没
落
な
す
「
死
の
姿
を
取
り
現
前
成
就
す
島
ご
と

に
よ
り
、
神
人
の
間
に
お
け
る
「
無
際
限
の
分
離
に
よ
り
無
際
限
の
一
体
化
が
浄
化

＾
カ
タ
ル
シ
ス
゛
さ
れ
乱

　
　

2
2
ｒ
最
深
の
親
密
性
こ
ア
イ
ー
テ
ィ
ー
フ
ス
テ
ー
イ
ニ
ヒ

　
‘
　
（
2
3
）

。
カ
イ
ト
）
」
に
お
い
て
顕
正
さ
れ
る
。
私
と
し
て
は
正
に
、
こ
の
「
無
際
限
の
分
離

（
シ
ャ
イ
デ
ン
）
」
の
詩
歌
象
徴
と
し
て
、
当
該
の
短
詩
「
生
の
な
か
ば
」
終
結
部

を
解
し
た
い
と
思
う
。

見風シ
ｏニ

こ
の
終
結
部
で
「
囲
壁
」
（
第
十
二
句
）
に
立
ち
開
か
ら
れ
、
更
に
「
風
見
の
榛
ミ

軋
ル
（
金
属
音
）
」
（
第
十
四
句
）
に
調
和
を
破
ら
れ
、
現
存
意
識
は
自
己
の
内
面
に

深
刻
な
亀
裂
が
入
る
の
を
眼
の
当
に
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
亀
裂
な
す
「
無
際
限
の
分
離
に
よ
り
無
際
限
の
一
体
化
が
浄
化
さ
れ
る
」

（
註
（
2
2
）
）
と
は
、
か
く
「
明
鏡
来
」
の
真
理
に
よ
り
引
き
裂
か
れ
た
現
存
意
識

の
深
淵
に
お
い
て
始
め
て
、
濃
淡
細
や
か
で
幽
玄
霊
妙
な
明
暗
が
形
造
ら
れ
、
正
に

こ
の
明
暗
の
陰
影
に
映
え
て
短
詩
前
半
の
色
界
と
後
半
の
無
色
界
と
が
、
‐
中
観
な
す

「
明
鏡
」
に
お
け
る
「
最
深
の
親
密
性
」
（
註
（
2
3
）
）
の
相
の
下
に
浮
き
彫
り
に

さ
れ
゛
調
和
あ
る
対
。
立
『
』
に
至
る
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
｀
す
な
わ
ち
前
半
丿
第
一
節
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ふ
　
　
　
　
　
　
ｒ
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

に
涵
る
有
機
的
生
命
（
オ
ル
ガ
ニ
ス
ム
ス
）
の
充
溢
に
の
み
帰
着
し
て
は
、
現
存
の

本
性
が
多
彩
な
色
（
イ
デ
ア
Ｆ
）
界
の
て
面
に
偏
し
た
’
「
高
み
へ
と
落
ち
こ
む
」

（
ぼ
（
2
5
ご
こ
と
祀
な
る
。
‘
そ
こ
で
自
然
造
化
の
’
「
紅
潮
」
と
「
深
沈
」
（
即

Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
１
一

（
’
６
）
）
’
な
す
生
の
律
動
の
只
中
へ
七
、
「
明
鏡
来
１
百
雑
砕
」
（
閣
・
（
１
）
）

の
真
諦
が
「
無
媒
介
直
接
の
神
」
ど
し
て
。
「
死
の
姿
を
取
り
現
前
成
就
す
る
」
（
註

（
2
1
）
）
の
で
あ
り
、
畢
竟
か
く
し
て
有
機
的
生
命
な
す
現
存
主
体
が
、
「
囲
壁
」

と
「
風
見
」
と
云
う
厳
然
た
る
無
機
（
マ
ー
テ
リ
ア
）
造
形
の
裸
形
（
第
十
二
句
－

第
十
四
句
）
を
眼
の
当
と
し
て
、
あ
た
か
も
悲
雄
の
如
く
神
の
絡
繰
（
メ
カ
ニ
ズ
ム

’
ス
）
と
し
て
自
己
意
識
を
認
知
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

　
当
該
の
「
囲
壁
」
と
「
風
見
」
の
無
機
造
形
の
裸
形
は
、
こ
の
よ
う
に
「
最
深
の

親
密
性
」
を
表
出
す
べ
き
悲
劇
誕
生
の
淵
源
と
し
て
「
無
際
限
の
分
離
」
ヽ
を
象
徴
し

つ
つ
、
「
百
雑
砕
」
の
空
無
へ
と
現
存
意
識
を
放
下
せ
し
め
る
。
か
く
し
て
色
界
に

お
け
る
有
機
的
生
命
と
現
存
主
体
と
の
「
無
際
限
の
一
体
化
が
浄
化
さ
れ
る
」
た
め

に
「
神
聖
な
霊
感
そ
の
も
の
に
亀
裂
が
人
乱
了
き
地
盤
が
堅
固
に
定
め
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
も
し
敢
て
こ
の
礎
な
す
空
無
の
基
盤
か
ら
短
詩
が
根
切
り
に
さ
れ
た

な
ら
ば
、
た
と
え
「
明
鏡
（
ハ
イ
リ
ヒ
ニ
ュ
ヒ
テ
ル
ン
）
」
（
第
七
句
）
と
言
え
ど
も

十
全
な
意
味
を
失
な
い
、
偏
し
た
色
（
イ
デ
ア
ー
）
界
に
浮
遊
す
る
調
和
の
霊
感
一

色
に
閉
じ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
「
生
の
な
か
ば
」
の
中
観
と
し
て
透
徹
し
た
「
明

鏡
」
が
森
羅
万
象
を
貫
く
た
め
に
、
こ
の
無
色
界
の
基
底
が
多
彩
な
色
界
に
立
ち
開



か
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
ヽ
と
こ
ろ
で
、
多
彩
な
色
界
と
好
対
称
を
な
す
の
で
は
あ
る
が
、
こ
の
空
な
る
無
色

界
が
真
暗
闇
と
云
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
真
暗
闇
と
は
全
体
、

透
徹
し
た
「
明
鏡
」
の
光
明
と
表
裏
一
体
な
す
絶
対
の
属
性
で
あ
り
、
゛
こ
の
真
暗
闇

の
光
明
な
す
絶
対
の
中
観
た
る
「
明
鏡
」
を
支
点
と
し
て
、
平
衡
な
す
色
界
と
無
色

界
と
が
く
っ
き
り
明
暗
を
織
り
成
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
既
に
述

べ
た
よ
う
に
「
生
の
な
か
ば
」
の
詩
想
’
は
「
明
鏡
の
が
耐
心
と
」
（
第
七
句
）
沈
み

ゆ
く
こ
と
に
よ
り
、
万
古
碧
潭
な
す
紺
青
の
淵
へ
と
深
ま
り
ゆ
く
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
魂
の
深
淵
は
成
程
、
真
夜
中
の
如
き
「
乏
し
き
時
代
」
を
象
徴
す
る
の
で
あ
る

が
、
但
し
こ
の
真
夜
中
に
も
色
彩
が
全
く
欠
落
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
す

な
わ
ち
此
所
で
は
、
あ
た
か
も
十
九
世
紀
末
に
ゴ
ッ
ホ
が
描
い
た
夜
空
の
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｌ
七

暗
闇
の
只
中
に
熾
烈
な
精
神
の
焔
が
輝
き
、
確
か
に
心
か
ら
暗
い
の
で
は
あ
る
が
同

時
に
ぎ
ら
ぎ
ら
し
た
凄
切
な
時
空
が
、
古
典
ギ
リ
シ
ア
祝
祭
悲
劇
さ
な
が
ら
に
誕
生

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
当
然
こ
の
凄
絶
は
清
絶
な
る
浄
化
（
カ
タ
ル
シ
ス
）
に
繋
が
る
も
の
で
あ
り
、
空

し
い
虚
無
へ
と
落
ち
込
み
白
け
る
皮
肉
の
一
切
を
慎
み
、
敢
て
心
魂
を
空
無
を
孕
む

内
面
の
淵
へ
と
放
下
す
る
祈
り
の
、
壮
絶
で
あ
る
。
そ
し
て
正
に
こ
の
意
識
の
深
い
淵

を
彩
る
の
が
、
魂
の
水
底
な
す
紺
碧
に
合
流
す
る
「
囲
壁
」
（
第
十
二
句
）
の
灰
白

色
で
あ
り
、
「
榛
ミ
軋
ル
風
見
鶏
」
（
第
十
四
句
）
に
特
有
の
烈
し
く
ぎ
ら
ぎ
ら
し

た
金
属
の
色
調
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
灰
青
色
の
「
青
」
と
は
、
真
暗
闇
な
す
「
黒
」
へ
と
通
ず
る
色
彩
と
考

え
ら
れ
る
・
す
な
わ
ち
「
黒
光
り
す
る
と
青
味
が
か
乱
坤
「
色
彩
論
」
第
五
〇
二
節
）

か
ら
で
あ
り
ヽ
例
え
ば
「
青
味
が
か
っ
た
黒
い
毛
の
馬
」
を
「
常
節
『
ど
呼
ぶ
こ
と

か
ら
も
こ
れ
は
解
か
る
。
他
方
こ
れ
に
対
し
て
灰
青
の
’
「
灰
色
」
は
、
既
に
述
べ
た

「
完
結
し
た
純
粋
な
曇
り
」
た
る
「
純
白
」
（
閣
（
2
1
）
）
と
対
比
し
て
、
「
く
す

ん
だ
曇
り
（
ｄ
ｕ
ｍ
ｐ
ｆ
ｅ
　
Ｔ
ｒ
ｕ
ｂ
ｅ
）
Ｊ
と
説
明
さ
れ
得
よ
う
。
そ
し
て
こ
れ
は
「
色
彩

論
」
第
五
五
六
節
に
述
べ
石
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
様
々
な
色
彩
が
混
ざ
り
合
い
、

-

一
九
　
西
欧
の
夜
－
ニ
〕
明
鏡
と
水
底
　
（
高
橋
）

全
体
性
や
調
和
が
感
じ
ら
れ
な
く
な
る
と
生
じ
る
灰
色
ら
）
で
あ
り
ヽ
正
に
色

（
イ
デ
ア
ー
）
界
な
す
短
詩
前
半
の
彩
り
鮮
や
か
な
現
象
界
と
好
対
称
を
な
す
色
と

見
ら
れ
、
こ
の
「
灰
色
」
の
属
性
は
「
寄
せ
つ
け
ぬ
（
Ｚ
ｕ
ｒ
ｕ
ｃ
ｋ
ｓ
ｔ
ｏ
Ｂ
ｅ
ｎ
）
Ｊ
性
格

や
「
は
い
り
込
め
な
い
性
質
（
Ｕ
ｎ
ｄ
ｕ
ｒ
ｃ
ｈ
ｄ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｋ
ｅ
ｉ
ｔ
）

Ｊ
を
有
し
て
い
る
と
看

傲
せ
る
の
で
あ
る
。

　
短
詩
結
句
で
ま
ず
「
囲
壁
」
に
関
し
て
は
、
こ
の
「
寄
せ
つ
け
ぬ
」
「
は
い
り
込

め
な
い
性
質
」
が
客
体
と
主
体
な
す
物
心
両
面
に
お
け
る
「
無
際
限
の
分
離
（
シ
ャ
イ

デ
ン
）
」
（
註
（
2
2
）
）
を
物
語
る
。
そ
し
て
更
に
、
正
に
こ
の
「
分
離
」
を
一
層
と

鋭
く
扶
る
の
が
、
「
蝶
ミ
軋
ル
風
見
鶏
」
の
耳
を
つ
ん
ざ
く
金
切
声
と
、
何
色
と
は

決
め
難
い
ぎ
ら
ぎ
ら
輝
く
際
立
つ
彩
色
で
あ
る
。
こ
れ
を
一
語
で
以
て
蔽
う
な
ら
ば
、

Ａ
‥
９
１
》
と
か
或
い
は
Ｃ
ｃ
ｒ
i
a
ｒ
ｄ
》
と
表
現
で
き
、
こ
の
文
字
通
り
鋭
い
「
叫
び

声
「
ｑ
こ
」
が
彼
岸
の
死
圏
へ
と
不
安
な
眼
差
を
向
け
る
の
で
あ
る
。

　
　
骸
骨
の
破
片
、
雑
然
と
顔
え
て
あ
り
き
。

　
　
そ
は
冬
の
夜
す
が
ら
風
に
揺
ら
る
る

　
　
鉄
棒
の
先
端
な
る
、
風
見
か
或
い
は
看
板
の

　
　
叫
び
を
お
の
ず
と
放
ち
て
あ
り
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
「
悪
の
華
」
初
版
、
一
八
五
七
年
、
第
八
七
番
）

恐
ら
く
此
所
で
、
十
九
世
紀
末
に
物
議
を
醸
し
た
ム
ン
ク
の
名
画
「
叫
び
」
（
一
八

九
三
年
）
を
想
い
起
こ
す
の
も
無
駄
で
は
な
か
ろ
う
。
す
な
わ
ち
正
に
「
悪
の
華
」

に
通
ず
る
世
紀
末
の
こ
の
表
現
に
見
い
出
さ
れ
る
「
叫
び
」
の
不
安
と
恐
怖
に
こ
そ
、

現
存
意
識
が
自
己
の
拠
り
所
を
喪
失
し
空
無
へ
と
族
７
　
し
た
「
生
の
な
か
ば
」
終
結

部
の
色
調
が
相
返
答
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
実
際
こ
の
意
識
下
に
お
け
る
「
水
底
の
歌
声
」
で
は
、
既
成
の
色
界
（
第
一
節
）

の
調
和
が
「
百
雑
砕
」
へ
と
瓦
解
し
、
空
無
へ
と
放
下
し
た
魂
の
裸
形
が
浮
き
彫
り

に
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
引
き
裂
か
れ
た
心
の
淵
の
形
相
を
写
し
取
り
、

眼
前
に
彷
彿
と
さ
せ
る
無
機
（
マ
ー
テ
リ
ア
）
造
形
の
裸
形
が
、
「
囲
壁
」
と
「
風



一
二
〇
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学
・

見
」
の
詩
歌
象
徴
に
他
な
ら
ず
、
正
に
此
所
の
無
色
界
で
自
我
意
識
の
諧
調
は
破
れ
、

そ
れ
に
代
わ
り
物
自
体
の
冷
厳
な
る
事
実
が
如
実
な
本
性
を
獲
得
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
脈
絡
を
十
八
世
紀
思
潮
に
お
い
て
見
る
時
、
こ
の
物
自
体
の
冷

厳
な
る
事
実
と
し
て
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
云
う
「
生
け
る
自
然
（
ナ
ー
ト
ウ
ー
ラ
ー
ナ
ー

ト
ウ
ー
ラ
ン
ス
ｗ
1
　
3
0
）
を
見
過
ご
す
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
思
考

す
る
実
体
を
も
含
む
有
機
的
生
命
（
オ
ル
ガ
ニ
ス
ム
ス
）
の
み
な
ら
ず
、
延
長
に
お

い
て
把
え
ら
れ
る
自
然
物
理
上
の
無
機
（
マ
ー
テ
リ
ア
）
的
本
性
に
お
い
て
も
、
同

じ
「
生
け
る
自
然
」
の
絡
繰
（
メ
カ
’
ニ
ス
ム
ス
）
を
見
よ
う
と
す
る
ス
ピ
ー
ノ
ー
ザ
哲

学
叫
当
４
　
に
お
い
。
て
は
カ
ン
ド
飲
判
哲
学
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
、

　
7
1
限
界
」
を
突
き
破
る
空
無
へ
の
倣
下
と
看
倣
き
れ
だ
の
で
あ
る
。
’

自
我
意
識
の

　
　
　
　
　
　
ｌ
　
　
　
ｊ
一
一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

。
付
言
す
れ
ば
、
も
し
我
在
り
（
と
云
う
自
我
意
識
）
を
踏
み
越
え
て
ゅ
け
ば
、
不
可
避
必

　
然
と
し
て
ス
ピ
ノ
ー
ザ
主
義
に
帰
着
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
Ｉ
・
　
…
…
在
る
の
は
唯
二
つ
の
徹
頭

　
徹
尾
首
尾
一
貫
し
た
体
系
で
あ
る
。
一
つ
は
こ
の
（
我
在
り
と
云
う
自
我
意
識
の
）
限
界

　
を
認
め
る
批
判
哲
学
体
系
で
あ
り
、
も
う
Ｉ
・
つ
は
こ
の
限
界
を
跳
び
越
え
る
ス
ピ
ノ
ー
ザ

　
哲
学
体
系
で
あ
が
。

　
　
　
　
　
　
（
フ
ィ
ヒ
テ
「
全
知
識
学
の
基
礎
」
　
一
七
九
四
年
、
第
一
部
、
第
一
章
）

こ
』
一
「
限
界
」
を
踏
み
出
る
と
は
別
様
に
語
れ
ば
、
秘
蔵
の
荘
厳
に
住
ま
う
「
物
自

体
」
が
敢
て
陰
蔽
を
破
り
、
意
識
下
の
深
淵
に
如
実
な
姿
を
顕
正
し
、
自
我
（
イ
ッ

ヒ
）
が
「
百
雑
砕
」
に
引
き
裂
か
れ
る
意
と
解
せ
よ
う
。
故
に
主
観
性
の
形
而
上
学

た
る
批
判
哲
学
の
継
承
者
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
正
に
こ
の
空
無
へ
と
踏
み
込
む
一
歩
手
前

で
カ
ン
ト
の
「
限
界
」
に
踏
み
留
ま
る
の
で
あ
る
。
。

　
当
然
こ
れ
は
「
生
の
な
か
ば
」
終
結
部
を
念
頭
に
置
い
た
厳
粛
な
「
物
自
体
」
の

解
釈
で
あ
り
、
こ
れ
に
基
ず
き
「
生
け
る
自
然
」
に
悲
劇
性
を
認
め
る
現
存
了
解
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
と
は
異
な
り
「
生
け
る
自
然
」
は
他
方
、
十
八
世
紀
に
は

言
わ
ば
汎
神
論
風
の
「
生
け
る
自
然
」
、
例
え
ば
ゲ
ー
テ
の
「
若
き
ヴ
ェ
ル
テ
ル
の

　
悩
み
」
（
一
七
七
四
年
）
と
か
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
第
一
巻

　
（
一
七
九
七
年
）
に
お
い
て
高
唱
さ
れ
た
、
全
一
な
る
自
然
と
人
間
と
の
一
体
感
・

　
合
一
感
と
し
て
、
「
永
遠
な
る
創
造
主
の
息
吹
き
（
ガ
イ
ス
ト
）
」
と
か
「
霊
感

　
＾
ベ
ガ
イ
ス
テ
ル
ン
グ
゛
（
う
）
な
ど
と
云
う
言
葉
で
置
き
代
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
t
i
-
l
i
C
-
J
)
て

　
・
　
短
詩
「
生
の
な
か
ば
」
前
半
で
は
、
こ
の
神
聖
な
る
「
霊
感
」
が
「
明
鏡
の
水
面

　
へ
と
」
（
第
七
句
）
深
沈
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
神
聖
な
霊
感
そ
の
も
の
に
亀
裂
が

　
入
る
」
べ
註
（
2
5
）
）
に
ま
で
至
る
「
生
け
る
自
然
」
ヽ
の
色
界
を
完
結
す
る
。
゛
こ
れ

　
ヽ
は
色
（
イ
デ
ア
ー
）
界
を
「
明
鏡
０
　
水
面
」
に
映
し
出
し
、
森
羅
万
象
を
寛
く
包
容

　
ｔ
る
こ
と
に
よ
り
ヽ
明
鏡
が
根
本
で
街
鹸
ぴ
隠
れ
で
い
る
現
存
の
表
面
と
看
倣
さ
れ

　
ヽ
よ
う
。
。
蓋
し
此
所
で
は
尚
あ
く
ま
で
有
機
的
生
命
（
オ
ル
ガ
ニ
ス
ム
ス
）
の
圏
内
で

’
詩
想
が
展
開
し
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
。
未
だ
「
生
け
る
自
然
」
の
無
機
ふ
マ
ー
‥
テ
リ
ア
）

し
造
形
の
裸
形
へ
と
、
空
無
を
孕
む
内
観
が
膨
ら
み
、
言
わ
ば
古
典
悲
劇
の
誕
生
に
お

　
け
る
が
如
き
神
の
絡
繰
（
メ
カ
ニ
ス
ム
ス
）
と
し
て
、
現
存
意
識
が
「
百
雑
砕
」
に

　
瓦
解
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
そ
こ
で
他
面
で
は
「
明
鏡
（
ハ
イ
リ
ヒ
ニ
ュ
ヒ
テ
ル
ン
）
」
を
正
に
中
観
と
し
て
、

　
「
生
の
な
か
ば
」
後
半
の
無
色
界
が
前
半
の
色
界
に
好
対
象
を
成
し
て
立
ち
開
か
り
、

　
こ
の
両
界
が
有
機
的
生
命
（
オ
ル
ガ
ニ
ス
ム
ス
）
と
無
機
的
絡
繰
（
メ
カ
ニ
ズ
ム
。
ス
）

　
の
明
暗
を
巧
み
に
織
り
成
し
て
始
め
て
、
色
（
イ
デ
ア
ー
）
を
も
空
（
マ
ー
テ
リ
ア
）

　
を
も
孕
む
「
生
け
る
自
然
」
に
繋
が
る
現
存
意
識
の
隠
れ
な
き
真
性
が
映
し
出
さ
れ

　
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
正
に
短
詩
終
結
部
（
第
十
二
句
－
第
十
四
句
）

　
に
象
嵌
さ
れ
た
「
囲
壁
」
と
・
「
風
見
」
の
詩
歌
象
徴
こ
そ
、
「
生
の
な
か
ば
」
の
詩

　
想
展
開
で
重
鎮
な
す
造
形
結
晶
と
し
て
無
類
の
空
無
を
孕
む
生
彩
を
放
つ
の
で
あ
る
。



閣
　
結
　
　
語
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｌ

何
時
か
熾
烈
な
る
洞
察
の
果
て
に
立
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

歓
呼
と
讃
美
を
、
協
和
す
る
天
使
の
群
れ
に
向
か
い
歌
い
上
げ
ん
こ
と
を
。

　
（
リ
ル
ケ
「
ド
ゥ
イ
ー
ノ
の
悲
歌
」
第
十
歌
、
一
九
こ
一
年
、
第
一
句
－
第
二
句
）

　
本
論
に
よ
れ
ば
、
正
に
「
明
鏡
来
－
百
雑
砕
」
（
倒
（
１
）
）
の
如
き
「
熾
烈

な
る
洞
察
の
果
て
に
立
ち
」
て
こ
そ
始
め
て
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
短
詩
「
生
の
な
か

ば
」
の
詩
想
か
ら
「
生
け
る
自
然
が
今
や
甲
冑
の
響
き
と
と
も
に
目
覚
め
、
し
て
至

高
な
る
神
気
ア
イ
テ
ー
ル
か
ら
、
基
底
な
す
深
淵
ま
で
水
底
深
く
、
古
典
古
代
の
如

き
堅
固
な
る
立
法
（
ノ
モ
ス
）
に
則
り
、
神
聖
な
る
混
沌
（
カ
オ
ス
）
か
ら
誕
生
し
、

新
た
な
る
霊
感
乱
即
吋
万
有
を
生
み
出
だ
す
自
然
が
再
び
掴
仇
≒
と
言
え
る
・
故

に
短
詩
十
四
句
に
お
い
て
中
観
な
す
「
明
鏡
（
ハ
イ
リ
ヒ
ニ
ュ
ヒ
テ
ル
ン
）
」
（
第
七

句
）
と
は
、
決
し
て
目
出
度
い
大
団
円
に
丸
く
収
ま
り
明
朗
一
色
に
閉
じ
る
こ
と
で

は
な
く
、
敢
て
無
機
（
マ
ー
テ
リ
ア
）
造
形
の
空
無
に
も
心
開
け
た
色
（
イ
デ
ア
ー
）

界
を
礎
と
し
て
、
意
識
の
淵
な
す
魂
の
水
底
に
矛
盾
相
克
す
る
亀
裂
を
も
孕
み
っ
つ

も
尚
あ
る
何
ら
か
の
平
衡
を
獲
ん
と
努
め
る
「
調
和
あ
る
対
立
」
（
圃
（
2
4
）
）
を

形
造
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
観
点
を
踏
ま
え
て
、
在
来
の
「
生
の
な
か
ば
」
に
関
す
る
研
究
を
振
り
返

る
と
し
よ
う
。
す
る
と
中
央
の
第
七
句
を
め
ぐ
り
本
論
が
解
し
た
「
明
鏡
」
と
、
同

所
に
対
し
別
解
に
云
う
「
黄
金
の
中
１
　
≒
と
の
間
に
見
ら
れ
る
異
質
の
基
調
が
目
に

留
ま
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
こ
の
「
明
鏡
」
と
「
黄
金
の
中
庸
」
と
の
相
違
に
つ
い
て

考
量
し
て
み
た
い
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
「
明
鏡
来
」
の
真
諦
（
ぼ
（
１
）
）
は
、

色
界
に
お
け
る
「
鏡
也
自
隠
」
（
前
半
第
一
節
）
と
無
色
界
に
お
け
る
「
百
雑
砕
」

（
後
半
第
二
節
）
で
あ
り
、
こ
の
色
（
イ
デ
ア
ー
）
界
に
対
し
て
空
無
を
孕
む
無
機

一
二
Ｉ
　
西
欧
の
夜
－
〔
一
〕
。
明
鏡
と
水
底
　
（
高
橋
）

（
マ
ー
テ
リ
ア
）
造
形
の
裸
形
が
立
ち
開
か
る
こ
と
に
よ
り
ヽ
始
め
て
現
存
意
識
の

真
性
が
隠
れ
な
き
真
性
を
顕
正
す
る
の
で
あ
り
、
此
所
で
「
明
鏡
」
は
「
水
面
」

（
倒
）
の
色
界
と
同
時
に
「
水
底
」
（
㈲
）
の
無
色
な
す
空
界
と
の
中
観
を
成
し
、

　
「
色
印
是
空
・
空
印
是
色
」
（
ぼ
（
3
1
　
）
）
の
真
諦
な
す
正
法
眼
を
形
造
る
の
で
あ

る
。

　
こ
れ
に
対
し
「
黄
金
の
中
庸
」
を
第
七
句
に
見
い
出
す
解
は
、
「
調
和
あ
る
対
立
」

の
相
を
前
半
の
色
界
に
限
り
、
こ
の
「
中
庸
」
を
獲
た
前
半
第
】
節
を
、
調
和
な
き

後
半
第
二
節
に
対
峙
さ
せ
る
。

第
一
節
で
「
黄
金
の
中
庸
」
な
し
て
天
地
、
明
暗
、
陶
酔
と
覚
醒
が
相
互
連
関
す
る
点
に

基
ず
く
叙
述
の
力
動
的
垂
直
性
を
話
題
と
し
得
る
な
ら
ば
、
第
二
節
で
は
水
平
性
が
確
認

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
こ
の
水
平
性
は
、
途
方
に
暮
れ
て
詩
人
が
探
し
回
っ
た
り
、

囲
壁
が
黙
し
て
立
ち
尽
く
し
た
り
、
風
が
不
穏
に
吹
き
荒
ん
だ
り
す
る
中
で
、
神
的
連
関

の
喪
失
を
指
し
示
す
の
で
あ
祠
。

　
　
　
（
マ
ロ
ニ
イ
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
「
生
の
な
か
ば
」
に
お
け
る
形
姿
と
象
徴
）

本
論
と
の
見
解
の
相
違
は
明
ら
か
で
あ
る
。
此
所
に
示
う
「
神
的
連
関
」
に
つ
い
て

私
は
後
半
第
二
節
に
「
喪
失
」
を
見
い
出
す
代
わ
り
に
、
む
し
ろ
敢
て
「
明
鏡
来
－

百
雑
砕
」
の
真
諦
を
認
め
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
即
ち
「
無
媒
介
直
接
の
神
が
死
の

姿
を
取
り
現
前
成
就
す
る
」
（
㈲
（
2
1
）
）
な
ら
ば
、
現
存
意
識
は
「
百
雑
砕
」
の

無
明
に
帰
し
、
「
神
聖
な
る
霊
感
そ
の
も
の
に
亀
裂
が
入
る
」
（
㈲
（
2
5
）
）
と
解

す
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
「
黄
金
の
中
庸
」
と
し
て
丸
く
収
ま
る
か
の
如
き
詩

　
　
　
　
　
　
み
＜
-
≫
V
'
こ
　
　
　
　
　
　
^

*

t
r

^

想
は
、
魂
の
水
底
に
お
け
る
悲
劇
の
誕
生
な
す
歌
声
へ
と
劇
的
急
転
（
ペ
リ
ベ
テ
イ

ア
）
を
成
す
の
で
あ
る
。

　
詳
み
に
「
黄
金
の
中
庸
（
ア
ウ
レ
ア
ー
メ
デ
ィ
オ
ク
リ
タ
ー
ス
）
」
と
は
「
ホ
ラ
ー

テ
ィ
ウ
ス
の
精
緻
な
独
創
性
（
ク
ー
。
リ
オ
ー
サ
ー
フ
ェ
ー
リ
ー
牛
。
タ
ス
１
　
バ
ペ
ト
゜
－

ニ
ウ
ス
ー
ア
ル
ビ
テ
ル
）
を
想
わ
せ
る
表
現
で
あ
る
。
成
程
「
生
の
な
か
ば
」
に
も

或
る
「
精
緻
な
独
創
性
」
は
見
い
出
さ
れ
得
よ
う
が
、
し
か
し
詩
歌
象
徴
に
盛
ら
れ



一
二
二
　
高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

た
思
索
と
省
察
の
成
果
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
ホ
ラ
ー
テ
ィ
ウ
ス
が
云
う
「
黄
金
の

中
庸
」
は
「
生
の
な
か
ば
」
の
「
明
鏡
」
と
全
く
内
実
を
異
に
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　
　
お
よ
そ
人
に
し
て
黄
金
の
中
庸
を
大
切
に
す
る
者
こ
そ
、
安
泰
に
し
て
廃
屋
の
む
さ
く
る

　
　
し
さ
に
も
住
ま
ず
、
分
別
を
秘
っ
て
人
の
威
み
を
買
う
宮
殿
も
こ
れ
を
避
け
る
の
で
す
。

　
　
　
松
の
木
が
巨
き
け
れ
ば
風
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
度
合
も
多
く
、
塔
は
聳
え
た
て
ば
こ
そ
倒

　
　
れ
か
た
も
ひ
ど
い
ヽ
‐
雷
光
の
暫
つ
の
も
山
の
頂
き
で
ご
ざ
い
ま
が
・

　
　
　
　
　
　
　
’
（
ホ
ラ
ー
テ
ィ
ウ
ス
「
歌
章
（
カ
ル
ミ
ナ
）
」
第
二
巻
ス
第
十
歌
、

　
　
し
　
　
　
。
・
。
第
五
句
－
第
十
二
句
）

。
「
歌
章
」
第
八
句
の
文
字
通
り
「
分
別
を
も
っ
て
（
’
ソ
ー
ブ
リ
ウ
ス
）
」
ホ
ラ
ー
テ
ィ

ウ
ス
が
歌
い
上
げ
た
「
黄
金
の
中
庸
（
ａ
ｕ
ｒ
ｅ
ａ
　
i
ｒ
ｉ
ｅ
ｄ
ｉ
ｏ
ｃ
ｒ
ｉ
ｔ
ａ
ｓ
）

Ｊ
（
第
五
句
）
の
軽
・

妙
で
「
精
緻
な
独
創
性
（
ｃ
ｕ
ｒ
i
o
ｓ
ａ
　
f
e
l
i
c
i
ｔ
ａ
ｓ
）
!
（
註
＝
（
５
）
）
。
が
、
古
典
ギ
リ

シ
ア
に
通
ず
る
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
言
う
「
確
実
で
徹
頭
徹
尾
明
確
で
熟
慮
さ
れ
た
歩

み
」
と
如
何
に
趣
を
異
に
す
る
か
は
、
先
に
引
い
た
ゲ
オ
ル
ゲ
の
「
百
雑
砕
」
を
歌

う
詩
句
、
す
な
わ
ち
「
生
の
な
か
ば
」
の
「
明
鏡
」
の
正
法
眼
を
継
ぐ
後
世
の
調
べ

（
閣
（
4
0
）
）
と
、
右
記
の
「
黄
金
の
中
庸
」
を
歌
う
ホ
ラ
ー
テ
ィ
ウ
ス
の
句
を
対

比
す
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
し
ｉ

　
　
　
　
　
　
無
言
の
静
謐
な
す

　
　
　
　
　
　
思
慮
深
い
白
昼
に

　
　
　
　
　
　
不
意
に
眼
光
が
燦
め
き

五
一
〇

予
感
だ
に
無
き
恐
怖
に

堅
忍
不
抜
の
魂
も
百
雑
砕

あ
た
か
も
高
み
に
立
つ

堅
牢
な
る
樹
幹
が

誇
ら
し
く
不
動
に
聳
え

か
く
し
て
後
な
お
嵐
が

こ
れ
を
大
地
へ
と
涙
じ
曲
げ
る
如
く
。

　
こ
の
「
明
鏡
来
―
百
雑
砕
」
を
「
黄
金
の
中
庸
」
は
正
に
「
分
別
を
も
っ
て
（
ソ
ー

　
ブ
リ
ウ
ス
）
避
け
」
（
第
七
句
－
第
八
句
）
、
安
全
な
自
己
の
色
（
イ
デ
ア
ー
）
界

　
に
閉
じ
て
し
ま
う
。
こ
れ
と
は
正
反
対
に
「
生
の
な
か
ば
」
の
詩
想
は
、
色
界
の
み

　
な
ら
ず
無
色
な
す
空
界
に
も
心
開
き
、
「
百
雑
砕
」
と
と
も
に
「
鏡
也
自
隠
」
な
る

　
「
明
鏡
来
」
の
真
諦
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
明
鏡
（
ハ
イ
リ
ヒ
ニ
ュ
ヒ
テ
ル
ン
）
」
な
す
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン

’
の
「
生
の
な
か
ば
」
．
に
関
し
て
、
「
ソ
ー
ブ
リ
ア
ー
ェ
ー
ブ
リ
ェ
タ
ー
ス
（
「
）
と
題
す

　
　
　
　
　
　
゛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ

　
る
ジ
ュ
ミ
ッ
ド
の
徘
究
論
文
が
「
ヘ
ル
ダ
ー
‘
リ
ン
年
鑑
」
（
一
九
八
三
年
刊
）
’
に
掲

　
載
さ
れ
て
い
る
・
こ
の
を
題
の
羅
典
語
は
「
ハ
．
イ
，
，
リ
ヒ
ニ
ュ
ヒ
テ
ル
ン
」
一
の
症
訳
で

　
あ
り
、
語
義
は
「
分
別
を
も
っ
た
（
ソ
ー
ブ
リ
ケ
ス
）
．
陶
酔
（
ェ
’
ー
ブ
リ
エ
タ
ー
ス
）
」

’
と
解
せ
る
と
思
わ
れ
る
。
，
‐
す
る
と
此
所
で
先
に
引
い
た
「
明
鏡
来
１
百
雑
砕
」
を

は
「
生
の
な
か
ば
」
の

れ
て
い
る
」
（
シ
ュ
ミ
。

（
第
一
節
で
正
に
全
く
万
有
と
の
合
一
感
と
調
和
が
意
図
さ

ト
註
）
と
述
べ
、
こ
れ
が
「
明
鏡
」
の
「
熾
烈
な
る
洞
察

の
果
て
に
立
ち
」
（
註
（
１
）
）
つ
く
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
此
所
に
云
う
「
万
有
と
の
全
一
感
と
調
和
」
（
註
（
９
）
）
を
考
え
て
み
る
時
、

既
に
述
べ
た
「
分
別
を
も
っ
て
」
（
註
（
６
）
）
と
は
別
様
で
あ
る
が
、
「
明
鏡
来
－

－
百
雑
砕
」
な
す
真
諦
か
ら
牧
歌
風
浪
漫
情
緒
へ
と
逃
げ
こ
む
「
黄
金
の
中
庸
」
が

想
い
浮
か
ぶ
。
す
な
わ
ち
前
期
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
’
詩
歌
の
精
華
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
像
が

こ
れ
で
あ
る
。
例
え
ば
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
第
一
巻
（
一
七
九
七
年
）
の
終
結
部

（
第
三
〇
書
簡
）
に
お
け
る
女
性
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
牧
歌
の
最
高
潮
を
目
指
し
、
’
そ

の
第
一
巻
・
第
二
七
書
簡
で
は
、
正
に
「
黄
金
の
中
庸
に
漂
う
」
「
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー

マ
の
歌
声
」
が
次
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　
　
そ
れ
は
歓
喜
で
あ
り
、
生
命
の
静
け
さ
で
あ
り
、
神
々
の
平
安
で
あ
り
、
不
可
思
議
霊
妙

　
　
で
認
識
さ
れ
得
ぬ
歓
喜
だ
っ
た
。
…
…
そ
の
よ
う
な
歓
喜
を
表
現
し
得
だ
の
は
、
唯
一
デ
ィ



オ
テ
ィ
ー
マ
の
歌
声
で
、
そ
れ
が
高
み
と
深
み
と
の
間
、
黄
金
の
中
庸
に
漂
う
時
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
第
一
巻
、
第
二
七
書
簡
）

成
程
‘
「
ヽ
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」

こ
そ
が
「
唯
一
無
比
の
黄
金

第
一
巻
で
は
、
言
わ
ば
永
遠
の
女
性
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ

の
中
軋

1
　

1
1
）
＾
第
三
〇
書
簡
）
で
あ
る
こ
と
に
艮
論
な
く
、

正
に
こ
の
「
黄
金
の
中
庸
」
へ
と
第
一
巻
の
詩
想
は
高
ま
り
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
し

か
し
「
高
み
へ
と
落
ち
こ
む
」
（
閣
（
2
5
）
）
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
第
二
巻
の
詩

想
展
開
は
古
典
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
誕
生
を
目
指
し
、
こ
の
「
明
鏡
の
水
面
」
へ
と
深
沈

す
る
。
す
る
と
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
の
眼
差
の
下
で
次
第
に
牧
歌
風
浪
漫
情
緒
が
玉

砕
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
実
際
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
マ
自
身
が
死
を
目
前
に
控
え
て
、
こ

の
経
緯
を
恋
人
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
に
向
か
い
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

一
度
あ
な
た
の
よ
う
に
魂
全
体
に
亀
裂
を
生
じ
た
方
は
、
も
は
や
個
々
の
歓
喜
に
安
ら
ぎ

を
見
い
出
し
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
よ
う
に
虚
空
の
無
を
感
得
さ
れ
た
方
が
晴
や
か
と
な
ら

れ
る
の
は
最
高
の
精
神
に
お
い
て
の
み
で
す
。
死
を
体
得
さ
れ
た
あ
な
た
の
よ
う
な
方
は
、

神
々
の
下
で
の
み
死
し
て
成
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
第
二
巻
、
一
七
九
九
年
、
第
二
六
書
簡
）

此
所
で
「
神
々
」
と
と
も
に
古
典
悲
劇
誕
生
の
時
空
が
見
据
え
ら
れ
て
い
る
の
は
明

ら
か
で
あ
る
。

　
短
詩
「
生
の
な
か
ば
」
に
お
い
て
、
敢
て
「
黄
金
の
中
庸
」
な
す
「
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー

マ
の
歌
声
」
（
註
（
1
0
）
）
を
見
い
出
す
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
第
四
句
の
「
優
し
き

白
鳥
（
ホ
ル
デ
ン
ー
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ネ
）
」
に
在
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
恋
人
な
す
牧

歌
風
浪
漫
情
緒
の
甘
さ
は
蓋
し
、
「
明
鏡
の
水
面
へ
」
（
第
七
句
）
と
詩
想
が
円
熟

す
る
に
つ
れ
て
浄
め
ら
れ
る
べ
き
必
然
（
ネ
メ
シ
ス
）
の
清
澄
な
眼
差
の
下
に
見
据

え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
例
の
「
明
鏡
（
ハ
イ
リ
ヒ
ニ
ュ
ヒ
テ
ル
ン
）
」
は
「
ソ
ー
ブ
リ
ア
ー
エ
ー

ブ
リ
エ
タ
ー
ス
」
と
云
う
、
相
反
す
る
両
語
を
組
み
合
わ
せ
た
撞
着
語
（
オ
ク
シ
ュ

一
二
三
　
西
欧
の
夜
－
〔
一
〕
明
鏡
と
水
底
　
（
高
橋
）

モ
ー
ロ
ン
）
と
し
て
、
更
に
古
代
ギ
リ
シ
ア
語
で
「
メ
テ
ー
゜
’
ネ
ー
パ
リ
オ
ス
ベ
」
と

も
言
い
換
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
関
連
で
興
味
深
い
の
は
、
レ
ヴ
ィ
。
著
「
ソ
ー

ブ
リ
ア
ー
エ
ー
ブ
リ
ェ
タ
ー
ス
」
（
一
九
二
九
年
）
で
、
こ
の
西
欧
精
神
史
に
関
す

る
論
文
に
よ
る
と
、
「
ソ
ー
ブ
リ
ア
ー
エ
ー
ブ
リ
ェ
タ
ー
ス
」
か
ら
「
古
典
古
代
神

秘
思
想
（
ミ
ュ
ス
テ
ィ
。
ク
冷
）
へ
と
歴
史
上
の
展
望
が
開
か
れ
る
こ
と
と
な
る
・

蓋
し
「
古
典
古
代
ギ
リ
シ
ア
神
秘
思
想
」
を
、
こ
の
撞
着
語
法
で
一
般
化
し
て
考
察

で
き
得
る
と
し
て
も
、
ど
う
し
て
も
掬
い
切
れ
な
い
翻
訳
さ
れ
得
ぬ
思
念
の
史
上
一

回
限
り
の
現
実
が
残
ら
ざ
る
を
得
ぬ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
例
え
ば
紀
元
三
世
紀
の

プ
ラ
ト
ー
ン
学
徒
プ
ロ
ー
テ
ィ
ー
ノ
ス
の
主
著
「
エ
ネ
ア
デ
ス
」
で
口
箭
ら
れ
た
古

代
ギ
リ
シ
ア
語
の
【
】
語
一
語
に
心
を
沈
め
」
（
㈲
（
1
7
）
）
て
始
め
て
、
「
生
の

な
か
ば
」
の
「
明
鏡
（
ハ
イ
リ
ヒ
ニ
ュ
ヒ
ル
テ
ン
）
の
水
面
」
（
剛
（
５
）
）
へ
と

深
沈
す
る
「
古
典
古
代
神
秘
思
想
」
の
肉
声
を
静
聴
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
何
は
と
も
あ
れ
、
修
辞
上
の
撞
着
語
法
を
猟
捗
す
る
に
留
ま
ら
ず
、
更
に

「
熾
烈
な
る
洞
察
の
果
て
」
（
註
（
１
）
）
に
「
新
た
に
燃
え
上
が
る
実
有
（
ウ
ー

シ
ア
ー
）
に
関
す
る
巨
人
の
戦
闘
（
ギ
ガ
ン
ト
マ
キ
ア
ー
）
な
す
精
進
べ
ｙ
ハ
イ
デ

ガ
ー
「
存
在
と
時
間
」
）
へ
と
勤
し
み
、
詩
学
が
認
識
論
と
存
在
論
へ
と
深
沈
し
得

る
時
に
こ
そ
、
「
生
の
な
か
ば
」
に
関
す
る
詩
論
（
ア
ル
ス
ー
ポ
エ
ー
テ
ィ
ヽ
カ
）
は

実
り
豊
か
な
学
術
表
現
へ
と
高
ま
り
ゆ
く
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。



一
二
四

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

註
　
　
解

　
〔
一
〕
明
鏡
と
水
底

　
（
ｊ
）
゛
「
教
父
お
よ
び
中
世
に
関
す
る
基
礎
文
献
資
料
」
第
二
巻
（
一
九
五
六
年
）
に

　
　
　
　
拠
る
羅
独
対
訳
「
至
福
の
生
に
つ
い
て
」
レ
ク
ラ
ム
文
庫
、
二
九
八
二
年
、
一
〇

　
　
　
　
頁
と
こ
一
頁
。
　
　
　
　
　
　
｛
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

出
ｆ
序
　
　
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
・
‐
．
、
ｙ
　
犬
　
　
　
ム

（
５
）八

６

ｗ

;･⌒

　７

　心/I

ら
８

Ｗ

パ
９

ｗ

へ

10

w

八

11

w

ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
あ
た
か
も
祝
祭
の
日
に

巻
、
一

二
Ｉ

二
三

二
四

二
五

一
八
頁
所
収
。

　
　
す
な
わ
ち
自
然
そ
の
も
の
が
…
…

」
第
二
節
参
照
。
全
集
、
第
二

生
け
る
自
然
が
今
や
甲
宵
の
響
き
な
し
て
目
覚
め
、

し
て
至
高
な
る
蒼
寫
の
神
気
か
ら
、
基
底
な
す
深
淵
ま
で
水
底
深
く
、

古
典
古
代
の
如
き
堅
固
な
る
立
法
に
則
り
、
神
聖
な
る
混
沌
か
ら
誕

　
　
　
　
　
　
　
生
し
、

二
六
　
　
　
新
た
な
る
霊
感
も
副
？

二
七
　
　
　
万
有
を
生
み
出
だ
す
飢
晰
（
ナ
ー
ト
ゥ
ー
ラ
ー
ナ
ー
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ス
）

　
　
　
　
　
　
　
が
再
び
掴
む
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
‐

　
全
集
、
第
二
巻
、
九
一
’
頁
。
　
　
　
　
～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

　
～
全
集
、
第
六
巻
、
四
三
二
頁
。
　
　
　
　
　
　
‐
『
。
‘
　
・

　
「
祖
国
と
自
然
」
に
関
し
て
「
梨
」
を
民
俗
学
の
上
か
ら
考
察
す
る
。
の
も
興
味
深
。

　
　
　
　
　
　
ｊ
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
Ｆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
χ
　
Ｓ

い
。
亙
ぜ
な
ら
古
代
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
の
祭
祀
共
同
体
に
お
い
て
「
梨
」
は
神
木
と

し
て
崇
め
ら
れ
豊
穣
祈
願
に
結
び
つ
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
故
に
民
族
宗
教
の

根
を
絶
つ
た
め
に
中
世
キ
リ
ス
ト
教
団
が
「
梨
」
を
根
切
り
に
し
た
の
も
不
思
議

で
は
な
い
。
か
く
ゲ
ル
マ
ー
ニ
ア
の
宗
教
風
土
に
深
く
根
付
く
「
梨
」
を
ヘ
ル
ダ

ー
リ
ン
は
「
生
の
な
か
ば
」
で
稀
有
の
詩
歌
象
徴
と
し
て
普
遍
化
し
た
の
で
あ
る
。

ク
レ
ー
ナ
ー
版
「
ド
イ
ツ
民
俗
学
辞
典
」
（
第
三
版
、
一
九
七
四
年
、
九
三
頁
）

や
平
凡
社
大
百
科
事
典
（
一
九
八
五
年
刊
）
第
十
一
巻
所
収
の
「
梨
」
の
項
、
殊

に
後
者
の
Ｉ
〇
五
頁
に
お
け
る
谷
口
幸
男
執
筆
「
西
洋
の
民
俗
」
の
項
を
参
照
。

　
全
集
、
第
六
巻
、
四
三
六
頁
。

　
ユ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
ー
ケ
ル
ナ
ー
「
わ
が
少
年
時
代
を
想
う
絵
物
語
」
（
一
八
四
九

年
）
に
お
け
る
一
七
九
〇
年
頃
の
記
述
に
は
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
故
国
ヴ
ュ
ル
テ
ム

ベ
ル
ク
の
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
ス
ブ
ル
ク
離
宮
に
建
て
ら
れ
た
、
豪
勢
な
ガ
ラ
ス
張
り

の
温
室
「
オ
レ
ン
ジ
園
」
が
紹
介
さ
れ
、
こ
の
門
閥
専
用
の
華
美
な
「
夢
の
如
き
庭

園
」
で
は
「
大
規
模
な
催
物
と
し
て
劇
や
舞
踊
バ
レ
ー
な
ど
」
が
見
ら
れ
た
と
あ
る
。

（
一
九
一
四
年
版
ケ
ル
ナ
ー
作
品
集
、
一
九
七
四
年
複
刻
、
第
一
巻
、
第
一
部
、

六
頁
－
七
頁
）

　
著
作
集
、
中
央
公
論
社
、
第
二
巻
、
一
九
八
一
年
、
三
一
三
頁
－
三
一
四
頁
。

欧
語
は
片
仮
名
書
と
し
た
。

　
全
集
、
第
一
巻
、
三
〇
六
頁
。
和
訳
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
全
集
、
河
出
舎
房
新
社
、

一
九
六
六
年
－
六
九
年
、
第
一
巻
、
三
四
三
頁
、
高
岡
和
夫
訳
。



　
（
1
2
）
　
作
品
集
、
第
六
巻
、
五
四
頁
－
五
五
頁
。

　
（
1
3
）
　
平
凡
社
世
界
大
百
科
事
典
（
註
（
２
）
）
、
八
五
頁
。

　
（
1
4
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
社
「
植
物
事
典
」
一
九
七
五
年
、
二
八
頁
。

閣
　
明
鏡
の
水
面

（
１
）

（
２
）

八
３

ｗ

/へ

４

ｗ

/へ

５

ｗ

八
６

口

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（

1 0
）

　
岩
波
日
本
思
想
大
系
、
第
十
二
巻
、
道
元
、
上
巻
、
一
九
七
〇
年
、
二
四
三
頁
。

　
山
口
四
郎
「
ド
イ
ツ
詩
を
読
む
人
の
た
め
に
」
・
（
郁
文
堂
、
一
九
八
二
年
）
に

「
可
憐
な
色
を
見
せ
て
咲
き
乱
れ
る
野
薔
薇
の
群
れ
」
（
一
六
七
頁
）
と
あ
る
の

を
筆
者
は
支
持
で
き
な
い
。
何
よ
り
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
詩
歌
の
謹
厳
な
基
調
（
グ
ル

ン
ト
ー
ト
ー
ン
）
に
、
ゲ
ー
テ
の
潭
詩
「
野
ば
ら
」
（
一
七
七
一
年
）
に
見
ら
れ

る
よ
う
な
「
可
憐
な
色
」
は
相
応
し
く
な
い

は
、
花
が
「
咲
き
乱
れ
る
」
の
で
は
な
く
て

¬¬

生
の
な
か
ば
」
の
場
合

野
茨
の
実
」
が
小
じ
ん

ま
り
と
熟
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
作
品
集
、
第
一
三
巻
、
四
七
九
頁
。

　
作
品
集
、
第
一
三
巻
、
四
七
八
頁
。

　
作
品
集
、
第
六
巻
、
七
九
頁
／
　
こ
一
四
頁
。

　
作
品
集
、
第
一
三
巻
、
四
七
九
頁
。
ゲ
ー
テ
「
色
彩
論
」
に
お
い
て
「
紅
潮
」

は
論
述
さ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
「
青
へ
の
深
沈
」
が
言
及
さ
れ
て
い
な
い
点
を

筆
者
は
物
足
り
な
く
思
う
。
こ
の
物
足
り
無
さ
は
自
然
科
学
論
文
の
み
な
ら
ず
、

ゲ
ー
テ
の
作
品
全
体
に
見
い
出
さ
れ
る
が
、
此
所
で
は
詳
し
い
論
述
を
後
の
課
題

と
し
、
問
題
点
の
指
摘
の
み
に
留
め
て
お
く
。

　
作
品
集
、
第
一
三
巻
、
四
九
八
頁
。

　
作
品
集
、
第
一
三
巻
、
四
九
五
頁
。

　
二
巻
本
「
詩
歌
・
書
簡
集
」
一
九
六
九
年
、
第
一
巻
、
一
三
四
頁
。

　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
光
の
ど
け
き
刺
戟
の
下
…
…
」
冒
頭
。
全
集
、
第
二
巻
、
三

七
二
頁
。

（
1
1
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
エ
レ
ギ
ー
」
第
四
四
句
。
全
集
、
第
二
巻
、
七
二
頁
。

（
ロ
一
）
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
メ
ノ
ン
の
デ
ィ
オ
テ
ィ
ー
ヽ
マ
哀
歌
」
第
四
六
句
。
全
集
、
第

　
　
　
二
巻
、
七
六
頁
。
倒
（
2
0
）
。

（
1
3
）
　
詩
歌
、
書
簡
集
、
第
一
巻
、
三
〇
頁
。

（
1
4
）
　
作
品
集
、
第
一
三
巻
、
五
〇
二
頁
、
「
紅
は
緑
を
求
め
る
」
（
「
色
彩
論
」
第

　
　
　
八
一
〇
節
）
。

（
1
5
）
　
作
品
集
、
第
一
三
巻
、
三
四
四
頁
、
「
緑
は
青
と
黄
を
統
一
し
紅
を
求
む
」

　
　
　
（
第
六
〇
節
）
。

一
二
五
　
西
欧
の
夜
丿
二
〕
明
鏡
と
水
底

（
高
橋
）

（
1
6
）

（
1
7
）

（
1
8
）

　
作
品
集
、
第
一
三
巻
、
五
〇
一
頁
、
「
緑
、
…
…
黄
と
青
・
、
…
…
こ
の
両
者
が

互
い
に
混
合
し
正
に
平
衡
を
得
る
時
」
（
「
色
彩
論
」
八
〇
一
節
－
八
〇
二
節
）
。

　
作
品
集
、
第
一
三
巻
、
四
九
八
頁
。

　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
美
に
寄
せ
る
讃
歌
」
第
二
稿
、
『
第
六
節
、
第
五
八
句
。
全
集
、

第
一
巻
、
一
五
四
頁
。

（
1
9
）
　
吉
川
幸
次
郎
「
新
唐
詩
選
」
（
岩
波
新
書
）
　
一
九
六
五
年
、
三
頁
。

（
2
0
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
七
六
頁
。

（
2
1
）

（
2
2
）

（
2
3
）

（
2
4
）

（
2
5
）

（
2
6
）

（
2
7
）

（
2
8
）

（
2
9
）

　
作
品
集
、
第
一
三
巻
、
四
三
九
頁
。

　
作
品
集
、
第
」
三
巻
、
四
四
一
頁
。

　
作
品
集
、
第
一
三
巻
、
四
四
一
頁
。

　
ゲ
ー
テ
作
品
集
、
第
三
巻
、
一
一
〇
頁
。

　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
全
集
、
第
四
巻
、
二
三
三
頁
。

「
深
沈
す
る
覚
醒
が
君
を
去
る
と
こ
ろ
が
、
君
の
霊
感
の
高
揚
の
限
界
な
の
だ
。

…
…
…
深
み
へ
と
落
ち
こ
む
と
同
様
に
、
高
み
へ
と
落
ち
こ
む
こ
と
も
有
り
得
る
。

深
み
へ
と
落
ち
こ
ま
ぬ
よ
う
に
柔
軟
性
あ
る
精
神
が
、
高
み
へ
と
落
ち
こ
ま
ぬ
よ

う
に
覚
醒
し
深
沈
す
る
思
念
に
宿
る
重
力
が
妨
げ
る
。
」

　
全
集
、
第
二
巻
、
九
〇
頁
－
九
一
頁
。

　
全
集
、
第
二
巻
、
九
四
頁
。

　
「
エ
ッ
ダ
」
　
一
九
六
二
年
、
コ
二
頁
。

　
エ
ウ
ク
レ
イ
デ
ー
ス
「
幾
可
学
原
論
」
冒
頭
。
ト
イ
ブ
ナ
ー
古
典
叢
書
、
第
一

巻
、
一
頁
。
定
義
一
、
「
点
は
位
置
を
占
め
る
が
場
を
有
し
な
い
。
」

（
3
0
）
　
全
集
、
第
二
巻
、
二
〇
二
頁
。

（
3
1
）
　
「
般
若
心
経
」
（
岩
波
文
庫
）
　
一
九
六
〇
年
、
八
頁
。

（
3
2
）
　
　
ニ
ー
チ
エ
「
悲
劇
の
誕
生
」
　
一
八
七
二
年
。
㈲
（
1
2
）
。

（
3
3
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
ヘ
の
註
解
」
第
三
章
。
全
集
、
第
五
巻
、

　
　
　
二
六
九
頁
。
倒
（
2
1
）
。

（
3
4
）
　
詳
述
は
前
掲
（
出
（
２
）
）
「
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
」
　
〔
二
〕
古
典
ギ
リ
シ
ア
と
キ

　
　
　
リ
ス
ト
教
西
欧
　
剛
古
典
古
代
理
念
追
求
。

（
3
5
）
　
詳
述
は
右
記
「
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
」
　
〔
三
〕
神
話
の
神
　
�
最
深
の
親
密
性
。

（
3
6
）
　
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
版
全
集
、
第
一
巻
、
一
九
四
三
年
、
二
Ｉ
四
頁
。
「
芸
術
家
」

　
　
　
初
版
、
第
三
三
節
。

（
3
7
）
　
全
集
、
第
二
〇
巻
、
。
一
九
六
二
年
、
こ
一
四
頁
。

（
3
8
）
　
作
品
集
、
第
三
巻
ご
二
六
四
頁
。

（
3
9
）
　
　
一
九
二
七
年
－
三
四
年
版
一
八
巻
本
全
集
に
依
る
二
巻
本
作
品
集
、
一
九
五
八



一
二
六

高
知
大
学
学
術
研
究
報
告
　
第
三
十
四
巻
　
（
一
九
八
五
年
度
）
　
人
文
科
学

（

4 0
）

（

4
1
）

年
。
第
一
巻
、
三
四
八
頁
。

　
前
掲
（
註
（
3
9
）
）
ゲ
オ
ル
ゲ
作
品
集
、
第
一
巻
、
四
六
八
頁
。

　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
婚
礼
前
の
エ
ミ
ー
リ
ア
」
第
三
〇
句
。
全
集
、
第
一
巻
、

二
七
八
頁
。

　
（
4
2
）
　
前
掲
（
註
（
１
）
）
道
元
、
上
巻
、
二
四
三
頁
。

　
（
4
3
）
　
　
ハ
イ
デ
ガ
ー
「
言
葉
へ
の
途
上
」
　
一
九
五
九
年
、
四
四
頁
。

　
（
4
4
）
　
前
掲
（
註
（
１
）
）
道
元
、
上
巻
、
二
四
八
頁
。

㈲
　
水
底
の
歌
声

　
（
１
）
　
上
田
敏
全
訳
詩
集
、
岩
波
文
庫
、
一
九
六
二
年
、
三
〇
五
頁
圭
二
〇
六
頁
。
マ

　
　
　
　
ラ
ル
メ
全
果
、
プ
レ
ヤ
ー
ド
版
い
　
一
九
四
五
年
、
四
五
頁
。
独
訳
は
前
掲
（
閣

（
２
）

（
３
）

（
４
）

．
（
５
）
‥

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（

1 0
）

（
Ｈ
）

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
1
7
）

（
1
8
）

（
3
9
）
）
ゲ
才
加
ｙ
作
品
集
、
第
二
巻
、
四
二
Ｉ
頁
。
’

　
「
新
た
な
矢
言
」
一
九
六
三
年
、
二
六
頁
と
二
七
頁
と
の
間
に
掲
載
。

　
全
集
、
第
二
巻
、
六
六
三
頁
～
六
六
四
頁
。

。
前
掲
（
倒
（
1
9
）
）「
新
唐
詩
選
」
三
頁
。

　
吉
川
幸
次
郎
‐
「
華
音
杜
詩
抄
」
筑
摩
書
房
、
一
九
八
一
年
、
’
こ
一
頁
。

　
「
ド
イ
ツ
詩
を
読
む
人
の
た
め
に
」
（
倒
（
２
）
）
　
一
六
七
頁
。
。

　
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
版
「
解
釈
、
そ
の
Ｉ
Ｉ
ド
イ
ツ
抒
情
詩
」
　
一
九
六
五
年
、

一
二
二
頁
―
こ
一
三
頁
。

　
全
集
、
第
二
巻
、
一
五
一
頁
。

　
全
集
、
第
二
巻
、
一
六
七
頁
。

　
前
掲
「
解
釈
、
そ
の
Ｉ
」
（
註
（
７
）
）
　
こ
一
三
頁
。

　
一
八
〇
二
年
十
二
月
二
日
ベ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
宛
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
書
簡
。
全
集
、

第
六
巻
、
四
三
二
頁
。

　
全
集
（
批
判
版
）
第
三
部
、
第
一
巻
、
一
七
頁
。

　
前
掲
「
解
釈
、
そ
の
Ｉ
」
（
註
（
７
）
）
　
こ
一
五
頁
。

　
前
掲
「
新
唐
詩
選
」
（
註
（
４
）
）
四
頁
。

　
前
掲
「
華
音
杜
詩
抄
」
（
註
（
５
）
）
　
こ
一
頁
。

　
芭
蕉
句
集
、
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
第
四
五
巻
、
一
九
六
二
年
、
三
七
頁
。

　
前
掲
・
著
作
集
（
閣
（
1
0
）
）
第
二
巻
、
三
二
二
頁
。

　
前
掲
「
ド
イ
ツ
詩
を
読
む
人
の
た
め
に
」
（
註
（
６
）
）
　
一
六
九
頁
。
欧
語
は

片
仮
名
書
に
統
一
し
た
。

（
1
9
）
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
四
節
、
第
五
五
句
。
’
全
集
、
第
二
巻
、
九
一
頁
。

（
2
0
）
　
「
パ
ン
と
ぶ
ど
う
酒
」
第
四
節
、
第
六
二
句
。
全
集
、
第
二
巻
、
九
二
頁
。

（
2
1
）
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
ヘ
の
註
解
」
第
三
章
。
全
集
、
第
五
巻
、

(5)

　
　
　
二
六
九
頁
。
閣
（
3
3
）
。

／
Ｃ
Ｍ
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
オ
イ
デ
ィ
プ
ー
ス
ヘ
の
註
解
」
第
三
章
。
全
集
、
第
五
巻
、

　
　
　
二
〇
一
頁
。

（
2
3
）
　
　
ヘ
ル
ダ
’
－
カ
ン
「
エ
ム
ペ
ド
ク
レ
ー
ス
の
基
底
」
全
集
、
第
四
巻
、
一
五
〇
頁
。

　
　
　
詳
細
は
前
掲
（
田
（
２
）
）
「
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
」
　
〔
三
〕
神
話
の
神
　
�
最
深
の

　
　
　
親
密
性
、
を
参
照
。

（
2
4
）
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
詩
歌
精
神
の
方
法
論
」
。
全
集
、
第
四
巻
、
二
六
〇
頁
。

（
2
5
）
　
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
ア
ン
テ
ィ
ゴ
ネ
ー
ヘ
の
註
解
」
第
三
章
。
全
集
、
第
五
巻
、

　
　
　
二
『
六
九
頁
。
㈲
（
2
1
）
。

（
2
6
）
　
作
品
集
、
第
一
三
巻
、
四
四
一
頁
。
’

（
2
7
）
　
岩
波
広
辞
宛
、
第
二
版
、
一
九
五
五
年
、
九
頁
。

（
2
8
）
　
作
品
集
、
第
Ｔ
三
巻
、
四
五
〇
頁
。
　
　
Ｉ
￥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
曙
　
Ｉ
晶
″

（
j
2
9
）
　
「
吸
血
鬼
の
変
身
」
、
第
二
五
句
１
第
二
八
句
。
‘
コ
ナ
ト
ル
版
全
集
、
第
一
巻
、

　
　
　
一
九
二
二
年
、
二
六
四
頁
。
角
川
文
庫
、
村
上
菊
一
郎
訳
’
、
一
九
七
二
年
、
二
六
九

　
　
　
　
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
一
　
　
　
一

　
　
　
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゛

‘

（
3
0
）
　
「
倫
理
学
」
第
一
部
「
神
論
」
定
理
二
九
、
備
考
。
羅
独
対
訳
「
エ
ー
テ
ィ
’
カ
」

　
　
　
（
レ
ク
ラ
ム
文
庫
）
　
一
九
七
七
年
、
七
二
頁
。

（
3
1
）
　
バ
イ
エ
ル
ン
学
術
ア
カ
デ
ミ
ー
版
全
集
、
第
｝
部
、
第
二
巻
、
一
九
六
五
年
、

　
　
　
二
六
四
頁
。

（
3
2
）
カ
ン
ト
「
純
粋
理
性
批
判
」
初
版
、
一
七
八
一
年
、
空
間
論
、
三
〇
。
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
版
に
よ
る
作
品
集
、
一
九
六
八
年
、
第
四
巻
ゴ
二
五
頁
。

（
3
3
）
　
「
若
き
ヴ
ェ
ル
テ
ル
の
悩
み
」
　
一
七
七
一
年
八
月
十
八
日
付
書
簡
。
作
品
集
、

　
　
　
第
六
巻
、
五
二
頁
。

（
3
4
）
　
「
ヒ
ュ
ペ
ー
リ
オ
ン
」
第
一
巻
。
全
集
、
第
三
巻
、
一
四
頁
。
同
巻
、
三
二
頁
。

　
　
　
前
掲
（
出
（
２
）
）
「
西
欧
ギ
リ
シ
ア
論
」
〔
三
〕
神
話
の
神
囲
叡
知
直
観
、
を
参
照
。

　
結
　
　
語

（
１
）
　
全
集
（
リ
ル
ケ
文
庫
編
）
、
一
九
五
五
年
－
一
九
六
六
年
、
第
一
巻
、
七
二
Ｉ

　
　
　
頁
。

（
２
）
　
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
「
あ
た
か
も
祝
祭
の
日
に
…
…
」
第
三
節
、
第
二
三
句
－
第

　
　
　
二
七
句
。
全
集
、
第
二
巻
、
一
一
八
頁
。
閤
（
５
）
。

（
３
）
　
　
マ
ロ
ニ
’
イ
、
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
の
「
生
の
な
か
ば
」
に
お
け
る
形
姿
と
象
徴
。
ゲ

　
　
　
ル
マ
ー
ニ
ア
ー
ロ
ー
マ
ニ
ア
月
刊
誌
、
第
三
〇
巻
、
一
九
八
〇
年
、
第
一
号
、

　
　
　
（
第
六
一
巻
）
、
四
五
頁
。

（
４
）
　
前
掲
（
註
（
３
）
）
論
文
、
四
七
頁
。



一
二
七

（
５
）
　
「
サ
テ
ュ
リ
カ
」
　
一
　
一
八
の
五
。
ト
ゥ
ス
ク
ル
ム
古
典
叢
書
、
改
訂
新
版
、

　
　
」
九
七
八
年
、
二
六
六
頁
。

（
６
）
　
全
集
、
ト
ゥ
ス
ク
ル
ム
古
典
叢
書
、
｝
九
五
七
年
、
第
一
部
、
八
二
頁
。
歌
章
、

　
　
藤
井
昇
訳
、
現
代
思
潮
社
、
古
典
文
庫
第
四
七
巻
、
一
九
七
三
年
、
九
〇
頁
－

　
　
九
｝
頁
。
。

（
７
）
　
　
一
七
九
九
年
十
二
月
四
日
付
ノ
イ
フ
″
－
宛
書
簡
二
〇
二
。
全
集
、
第
六
巻
、

　
　
三
八
〇
頁
。

（
８
）
　
シ
ュ
ミ
ッ
ト
「
ソ
ー
ブ
リ
ア
ー
エ
ー
ブ
リ
ェ
タ
ー
ス
」
（
一
九
八
二
年
－
八

　
　
三
年
度
「
ヘ
ル
ダ
ー
リ
ン
年
鑑
」
所
収
）
　
一
八
二
頁
。

（
９
）
　
前
掲
「
ソ
ー
ブ
リ
ア
ー
エ
ー
ブ
リ
ェ
タ
ー
ス
」
（
註
（
８
）
）
　
一
八
七
頁
。

（
1
0
）
　
全
集
、
第
三
巻
、
六
八
頁
。

（
‥
‥
‥
一
）
　
全
集
、
第
三
巻
、
七
七
頁
。

（
1
2
）
　
全
集
、
第
三
巻
、
こ
一
九
頁
。

（
1
3
）
　
前
掲
「
ソ
ー
ブ
リ
ア
ー
エ
ー
ブ
リ
ェ
タ
ー
ス
」
（
註
（
８
）
）
　
一
八
九
頁
。

（
1
4
）
　
「
存
在
と
時
間
」
（
一
九
二
七
年
）
　
一
九
六
三
年
、
序
論
、
第
一
章
、
第
｝
節
、

　
　
二
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ
　
Ｉ
■

（
昭
和
六
〇
年
・

（
昭
和
六
一
年
・

西
欧
の
夜
－
ニ
〕
明
鏡
と
水
底

一
九
八
五
年
九
月
七
日
受
理
）

一
九
八
六
年
二
月
二
八
日
発
行
）

（
高
橋
）

ｊ
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　　　　　　　Pinus et celsae graviore casu

　　　　　　　Decidunt turres　feriuntque summos　　　１０　"・

　　　　　　　　Fulgura montis.　　　　　　　　　　，　　≒　ご

　　　　　　　Wer da wahlt die goldene Mitte, sicher　‘　　　　　　　５

　　　　　　　Bleibt er fern vom Schmutze der morschen HUtte,

　　　　　　　Bleibt, genugsam, fern von miBgdnntem Pri

　　　　　　　　Furstlichen Schlosses：　　　　　　　　。｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ　　　ｌ　　ｌ●

　　　　　　　●●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　Ofter schwankt votn Sturme gefaflt der ‘ｍ４ｃねteen･

　　　　　　　Fichte Haupt, hochragende TUrme ' sturzeri･･　　　　　　　　１０

　　　　　　　Wuchtgern Falls zusammen, der Berge Ｇ１･P.fel

　　　　　　　　Treffen die Blitze.

　　　　　　　　　　(Samtliche Werke.工.Teil. S.83)。

　7)HdlderHns Brief an Neuffer(4.12.1799)：　ｌｔＡ‘６。380.

。und ich mufl erstaunen, wie wir so umherirren ｍ６･gen ,Ｔwenn　ich den sichern,

　durch und durch bestimmten und uberdachten Gang der alten }ぐunstwerke Ein-

　sehe.”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'＼　バ

　8)Schmidt, Jochen 。Sobria ebrietas. Hblderlins　・Halfte des Lebens・･･：　Hoi-

derlin-Jahrbuch. 1982-83. Tubingen. Mohr. 1983. S.182。

。Sobria　ebrietas.”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７
１１　

１
゛･ＩＦ　

ｒｊ　　ｉｉ　ｌ　　　　　　　　ｌ

　9)Schmidt：　op. cit. S.ia7.　　　　　　　　　　７．。　。'　　　』

。die erste strophe ist ja ganz auf diese Allverbunc!ｅｎれeit und Harmonie an-

　gelegt.”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。　∧　　　　'Ｊ

10)Hblderlin 。Hyperion" Bd.l(17り７)。27.Briefヽ：　ＳｔＡか,68.

。０ Bellarmin!　das war Freude,　Stille des Lebens,･Gbtterri

　wunderbare, unerkennbare Freude.　‥．　　Das Einzige, was eine solche

　Freude auszudrliken vermochte, war Diotima゛Ｓ Gesang, wenn er, in goldner

　Mitte, zwischen Hbhe und Tiefe schwebte.” 。１　　　｀｜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉ●　　●１１)。Hyperion” Bd.l. 30.Brief：　StA ３． ７７√･　　　　　　　ノ　'

Schon lange･war unter Diotima゛ｓ EinfluB mehr･･Ｇ１をichgewich七 in meine Seele

　gekommen;　heute fUhlt゛ich es dreifach rein, und die zerstreuten schwar-

　menden Krafte waren ａ１１゛in Eine goldne Mitte versammelt.”

１２)。Hyperion" Bd.2(1799)。26.Brief：　StA ３｡ 129.

。Wem einmal, so, wie dir, die ganze Seele belaidiget war, der ruht nicht

　mehr in einzelner Freude, wer so, wie du, da‘ｓfade'Nichts gefuhlt, erhei-

　tert in hbchstem Geiste sich nur, wer so den Tod erfuhr, wie du, erhohit

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｉφ‘　　戸　　●　allein sich unter den Gbttern."　　　　　　　　　　　　，

13)Schmidt：　op. cit. S.189.　　　　　　　　　　　？　　　　　。

。Analog ist das Oxymoron sobria ebrietas (yeSnりTiφ&λしｏ!:) als Figuration

　der sich in Entgegensetzuhgen realisierenden耳inheit und Ganzheit ein　・

　wichtiger Topos der religibsen Uberlieferung.・　‥：．　Hans Lewy： Sobria

　ebrietas. Untersuchungen zur Geschichte der antiken Mystik. Giefien 1929

　(Belhefte zur Zeitschrift fur die neutestamentliche Wissenschaft und die

　Kunde der alteren　Kirche.　Hrsg.　Ｖ． ･Hans Ｌｉ鯛

14)Heidegger 。Sein und Zeit” TUbingen. Niemeyer. 1963. Ｓ．２： Einleitung.

Ｈ
§Ｉ．　Die Notwendigkeit einer ausdrlicklichen Wiederholりing der Frage nach

　dem Sein. Die genannte Frage ist heute in Vergesseりheit gekommen, obzwar

　unsere Zeit sich als Fortschritt anrechnet,･die 。Metaphysik" wieder zu

　bejahen.　Gleichwohl halt man sich der Ahstrengリngen einerヽneu zu entfa-

　chenden ＹしＹ(lりTouaχla itept Tns ooaoas fUr enthoben｡(”
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。Ich bemerke noch, daB man, wenn man das Ich bin uberschreitet, nothwendig

　auf den Spinozismus kommen ｍｕβ!　　‥．　und daB es nur zwei vbllig conse-

　quente Systeme giebt;　das Kritische, welches diese Grenze anerkennt, und

　das Spinozistische, welches sie uberspringt."

32)Kant。Kritlk der reinen Vernunft” 1. Auf 1.　1781・,!･　Transacendentale

Elementarlehre' I.Teil. l.Abschn. Von dem Raume：　Werke. Akademie-Textaus-

gabe. Berlin. Gruyter. 1968. Bd.4. S.35.

。Dagegen ist der transscendentale Begriff der Erscheinungen im Raume eine

　kritische Erinnerung, dafl uberhaupt nichts, was im Raume angeschaut wird,

　eine Sache an sich, noch daB der Rauiti eine Form der Dinge sei, die ihnen

　etwa an sich selbst eigen ware, sondern dafl uns die Gegenstande an sich

　gar nich七bekannt sind, und was wir auBere Gegenstande nennen, nichts an-

　ders als bloBe Vorstellungen unserer Sinnlichkeit sind。deren Form der

　Raum ist, deren wahres Correlatum aber, d.i. das Ding an sich selbst, da-

　durch gar nicht erkannt wird noch erkannt werden kann, nach welchem aber

　auch in der Erfahrung niemals gefragt wird.”

３３）。Die Leiden des jungen Werther”(18.8.1771)：　HA 6. 52.

iidas
innere・　gluhende, heilige Leben der Natur　　‥．　Vom unzuganglichen

　Gebirge ijber die Einbde, die kein Fufl ･betrat, bis ans Ende des unbekann-

　ten Ozeans weht der Geist des Ewigschaffenden und freut sich jedes Stau･－

　bes, der ihn vernimmt und lebt.”

34)Hblderlin 。Hyperion" I.Band. I.Buch. Br.4　/ Br.7： StA 3. 14 ／ ３２．

。Wie unvermbgend ist doch der gutwiHigste FleiB der Menschen ｇｅｇｅｎ die

　Allmacht der ungetheilten Begeisterung”(Br.4),,0 Regen vom Himmel!　０ Be-

　geisterung！　Du wirst den FrUhling der Volker ≫ins wiederbringen.”(Br.7)

{5)SCHLUSS

　DRilke 。Duineser Elegien” Ｘ． Ｖ．１－２：　Samtliche Werke.･Hrsg：　Rilke-Archiv.

Frankfurt/Main.. Insel. 1955-66. Bd.l. S.721。

　　　　　　DASS ich dereinst, an dem Ausgang der grimmigen Einsicht。

　　　　　　Jubel und Ruhm aufsinge zustimmenden Engeln.

　2)Hblderlin ,,Wie wenn am Feiertage　・‥　”。3.Str.　Ｖ･。21-27：(2)5.

　3)Maloney, Paul ,;Biid und Sinnbild in Hblderlins　,Halfte des Lebens'”：

Germanisch-Romanische Monatschrift. Bd.3O. 1980. Heft 1. (Bd.61) S.45.

。Im Unterschied zum bloB
iiNuchternen”

Oder gar zum Allzunlichternen” deu-

　tet die Formel 。heUignuchtern” auf eine NUchternheit hin, der durch die

　vermittelnde Synthese mit dem ,,Trunkenen” das Einseitige und Extreme　ge-

　nommen worden ist,　die in
i,goldner

Mitte” wohnt.”　　　　　　　　　　・・

　4)Maloney：　op. cit. S.47.

。Kann man in der ersten strophe von　einer dynamischen Vertikalitat der

　Darstellung sprechen, die in der Aufeinanderbezogenheit von Himmel und

　Erde, Licht und Dunkel, Trunkenheit und Nuchternheit In 。goldner Mitte”

　griindet, so wird man in der zwelten strophe eine Horizontal!tat konsta-

　tieren, die im ratlosen Umhersuchen des Dichters, im stummen Dastehen

　der Mauern und in den unruhigen Stbflen des Windes auf das Fehlen des

　gbttlichen Bezuges verweist.”

　5)Petronius Arbiter 。Satyrica”(Latein/Deutsch) 118. 5：　Tusculum-Bucherei.

Munchen. Heimeran. 1965. II.Aufl. 1978. S.266.

。Horatii curiosa felicitas”(S.266)。Horazens umsl：とhtige Genialitat”(S.267)

　6)Horatius 。Carmi･ｎａ” II. 10. V.5-12：　Saititliche Werke. Latein/Deutsch.

Tusculum-Bucherei. Munchen. Heimeran. 1957. I.Tell. S.82。

　　　　　　Auream qulsquis mediocritatem

　　　　　　Diligit, tutus caret obsoleti

　　　　　　Sordibus tecti, caret invldenda

　　　　　　　　Sobrius aula：

　　　　　　Saepius ventis agitatur ingens
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16)Basho ,,Ku-Syu”：　Iwanami-Nihon-Koten-Bungaku-Taikei ． Bd.45. S.37.

　　　　　Huru一ｴke-ya, Kawazu-tobikomリ, Mi zu-no-Oto 。

17)Tezuka：　op. cit. ((2)10). Bd.2. S.313.

18)Yamaguchi：　op. cit. ((4)6). S.169.　　　　'｀

１９)。Brod　und Wein” 4.Str. V.55-56：　StA 2. 91.　　／

　　　　　Seeliges Griechenland!　du Haus der Himmlischeh alle,　　　　　　　５５

　　　　　　　Alsoist wahr, was eins七wir in der Jugend gehbrt?

２０)。Brod und Wein” 4.Str. V.57-64：･StA ２．９２･‥　　　　　'

　　　　　Festlicher Saal!　der Boden ist Meer!　und Tische die Berge,

　　　　　　　Wahrlich zu einzigem Brauche vor　Alters gebaut!

　　　　　Aber die Thronen, ｗｏ? die Tempel, und ｗ６ die GefaBe,

　　　　　　　Womit Nectar gefUHt, Gottern zu Lust 'der Gesang？　　　　　　　　６０

　　　　　Wo, wo leuchten sie denn, die fernhintreffenden Spriiche？

　　　　　　　Delphi schlummert und wo 七onet das groBe Geschik?

　　　　　Wo ist das schnelle？ WQ brichtSi allgegenwartigeh Gluks voU

　　　　　　　Donnernd aus helterer Luft uber die ･Augen herein?

21)Holderlin ，。Anmerkungen zur Antigona"･工工工:･StA 5. 26斗　･((3)33)。

22)Hblderlin ,iAnmerkungen zum Oedipus" ｉｌｌ：　StA 5. 201.

。Die Darstellung des Tragischen beruht vorzuglich･(darauf, dafi das Ungeheu-

　re, wie der Gott und Mensch sich paart, und granzenlos die Ｎａ七urmacht und

　des Menschen 工nnerstes im Zorn Eins wird, daduがch sich begreift, daB das

　granzenlose Eineswerden durch granzenloses Scheiden sich reiniget.”

23)Holderlin 。Grund zum Empedokles” ：　StA ４。150. ■

。Allgemeiner Grund. Es ist die tiefste Innigkeit。die sich im tragischen

　dramatischen Gedichte ausdrlikt.”，

24)Hblderlin 。Uber die Verfahrungswei se des poetischeh Geistes”：　StA 4.260.

。das Harmonischentgegengesezte in der lebendigen Einheit”

25)Hblderlin 。Anmerkungen zur Antigona” Ill：　StA ５・ 269.　･((３)３３)。

２６）。Zur Farbenlehre･’ §５０２：　HA13. 441.。，

。das Schwarze, das sich erhellt, wird blau.”

27)Iwanami-Koj ien.　2.Aufl.　1955.　S.9.　卜

２８）。Zur Farbenlehre” §５５６：　HA13. 450.　ご｡‘l

H
Samtliche Farben zusammengemischt , wird keine Totalitat, keine

Harmonie empfunden, und so entsteht das Grau"
29)Baudelaire･,Les　Fleurs du Mai” ,Les Metamorphoses du Vampire' V.25-28：

OEuvres completes.　Paris！　Conard.　Ｂ（?・１・．1922.　S.264. .

Tremblaient confuseraent des debris de squel‘ette,

Qui ｄ゛eux-memes rendaient le cri d'une girouette

Ou ｄ゛une enseigne, au bout ｄ゛une tringle ･de fer,

Que balance le vent pendant les nuits ｄｌ゛hiver.

Ein Haufen durcheinanderschwankendes Gebein,･

Das knirschte, wie die Wetterfahnen schrein,

Oder ｗｉｅ･Schilder, die an Eisenringen。　　　　　　：

In Winternachten mit dem Winde schwingen.

２５

２５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ　‾　　　●●　　　　　　　●(Fahrenbach-Wachendorff, Monika：　Die Blumen des Bosen. Franzo-

　sisch/Deutsch. Reclam-Universal･bibldothek.　Stuttgart. 1980. S.329)

30 )Spinoza 。Ethica一一 Pars I. De Deo. Propbsitio ＸχＩχ。･Scholium：　Die Ethik.

Latein/Deutsch.　Auf der Textgrundlage der 。Operaヽ”'１ｍAuftrag der Heidel-

berger Akademie der Wissenschaften(Bd.2. 1925).　Stuttgart. Reclam-Univer-

salbibliothek. 1977. S.72.　　　　　　　　　・････・

･。per Naturam naturantem, & quid per Naturam ｈ‘aturatam'”

31)Fichte 。Grundlage der gesammten Wissenschaf七slehre als Handschrif七 fur

seine Zuhbrer"(1794) I.Teil.§１：　Gesain七ausgabe im Auftrag der Bayerischen

Akademie der Wissenschaften. Bad-Cannstadt･(Stuttgart･)．　Frommann. I.Teil.

Bd.2. S.264.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　'



2)Szondi, Peter：　Der andere Pfeil. Frankfurt/Main.

Die Rose

holde Schwester!

　Die Schwane

und trunkenｌvon
Klissen taucht ihr
das Haupt ins hei-
lignuchterne kuhle
　Gewasser

　　　　　　　　工(4)2-15

Insel. 1963. S.26/S.27

　　　Der Hirsch

　　　Wo nehm ich, wenn es Winter ist

　　　　　　　Wehｍｉｒ!

　die Blumen, dafl ich Kranze den Himmlischen

　　　　　　winde？

　　　Dann wird es seyn, als wuBt ich nimmer von Ｇ６七tlichen,

　　　　　　Dennwenn von tnir sei gewischen des Lebens Geist:

　　　　　　　　　　　　　　　　Wennich den Himmlischen die Liebeszeichen

　　　　　　　　Undsag ich gleich

　　　　　　　　　　　　　　　　　　DieBlumen im nakten kahlen Felde suche

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　u.dich nicht finde.

　　　　　　　　Ichsei genaht, die Himmlischen zu schauen,

　　　　　　　　Sieselbst, sie ｖieｒｆen mich tief unter die Liebenden

　　　　　　　　Denfalschen Priester, ins Dunkel, dafl ich

　　　　　　　　Daswarnende Lied den Gelehrigen singe.

　　　　　　　　Dort

3)StA 2.663-664.

4)Yoshikawa 。Shin-Toshi-Sen"((3)19) S.3.

5)゛゜ｓ1？ﾌﾝ;7°゜Z°shi

　　　-●＝　　ｈttp://www．

Ｋａｏｎ－Ｔｏｓｈｉ－Ｓｙｏ”Chikuma-Syobo. 1981. S.12 (４)1５1

　　　　　Jiang　bi(k) niao　ｙ6　b6(k)

　　　　　shan　qing　. hua‘yu(k)　ran

　　　　　jinCmi　chOn　ｋ互ｎ　ｙらｕ　ｇｕら

　　　　　ｈ６　ri(t) Shi　gui　nian

　6)Yamaguchi 。Doitsushi-o-yomu-Hito-no-tameni”((3)2) S.167.

　7)Strauss, Ludwig 。Fr. Holderlin：　.Halfte des Lebens '"(Trivium. 1950)：　工ｎ-

teroretationen. Fischer-Bucherei. Bd.l： Deutsche Lyrik von Weckherlin bis

！enn. Frankfurt/Hamburg 1965. S.122-123.

　8)Holderlin Germanien” 6.Str. V.91：　StA 2. 151.

　　　　　DasGold und ernst geworden ist der Zorn an dem Himmel,
　9)Hblderlin 。Patmos”6.Str. V.89-90：　Ｓ七Ａ2. 167。
　　　　　Zusagen davon. Und es sahn ihn, wie er siegend blikte
　　　　　DenFreudlgsten die Freude noch zulezt,
10)StrauB：　op. clt. S.123.

。aber in Wahrheit bricht hier ein Element a!tgermanischer rhythmischer　　Λ
　Freiheit in der Behandlung der Senkung von neuem durch."
ll)Br. an Bbhiendorff(2.12.1802)：　StA 6. 432.

。Das gewaltige Element, das Feuer　des Himmels und die Stille der Menschen,
　ihr Leben in der Natur, und ihre Eineeschranktheit und Zufriedenheit, hat
　mich bestandig ergriffen, und wie man Helden nachspricht, kann ich wohl
　sagen, daB mich Apollo geschlagen.”

12)Nietzsche：　Werke. Kritische-Gesamtauseabe. Berlin. Gruyter. III.Teil.
Bd.l.　S.17: (3)32.

。Die Geburt der Tragbdie aus dem Geiste der Musik.　‥．　Leipzig.　1872.”
13)StrauB：　op. cit. ((3)7). S.125.
14)Yoshikawa 。Shin-Toshi-Sen”（（３
15)Yoshikawa 。Kaon-Toshi-Syo" ((4

19) S.4

5) S.12



３８)。Faust" V.12110-12111 ： HA ３． 364.　　十　<＼ｙ　＼　　I(3)38-(4)l

。Das Ewig-Weibliche　／ Zieht uns hinan."　　　　　　　　　　｜　　　　　　　　　・１　。
39)George 。Der stern des Bundes”： Werke. Ausgabe in ２１Banden･･ auf der Text-

grundlage der ,Gesamtausgabe' der Werke, eridgUltige Fassung, 18 Bande, Ber-

lin, Bondi 1927-34. MUnchen/Dusseldorf. Kupper. 1958. Bd.l. S.384.

　　　　Ｅｉｎ･herzvoll liebe dringt in alle we sen

　　　　Ein herz voll eifer strebt in jede hbhe∧　　　　ダ

　　　　Und heilig niichtern hebt der taglaリｆａり･，　　　工○

40)George ,,Das neue Reich”：　Werke. Bd.l. S.468.

　　　　In stillste ruh　　　　　　　　　　　　　　　　，．

　　　　Besonnenen tags　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　　　Bricht jah ein blick　　　　　　一‘し　　　ダ

　　　　Der unerahnten schrecks

　　　　Die sichre seele stbrt　　　　　　　　５１　………‘ヽ

　　　　So wie auf hbhn　　　　　　　　　　　　　　　　'　　　　　　　Ｉ

　　　　Der feste ｓ七amm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≒　。

　　　Stolz reglos ragt　　　　　　　　　　　　　-,。'

　　　　Und dann noch spat ein Sturm　　　　　;。 ･･　。･

　　　　Ihn bis zum boden beugt：　　　　　　１０･　　‥　。　　　　グ

41)Holderlin 。Emilie　vor ihrem Brauttag"ヽ･Ｖ．２り－31ヤＳｔＡＪ･･。;!７８．

　　　　Den Heiligjugendlichen, Vielerfahrnen,

　　　　Der, wie ein stiller Gott auf dunkler ･Wolkeタ≒，

　　　　　Verborgenwirkend uber seiner Welt

　　　　　Mitfreiem Auge ruht, ・・・

42)Dbgen 。Shobo-Genzo"((3)l) S.243.

13０

43)Heidegger ,,Georg Trakl.･Eine Erbrterung seines Gedichtes"･(Merkur. 1953.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
ＮＩ｀。６１)：。Unterv″egs zur Sprache” PfuHingen. NEske. 1959・ ,Die Sprache im

Gedicht. Eine Erbrterung von Georg Trakls Gedicht' S.44.

。Aus der Blaue leuchtet,　aber zugleich durch ihr ｅ･igenes ｐｕｎトel sich ver-

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　㎜㎜　㎜－　　・　ａ　-●
hUllend, das Heilige.

Blaue."

Die ins Dunkel geborgene Helle ist die

44)Dogen 。Ｓｈｏｂｏ－Ｇｅｎｚｏ”((3)1) S.248

。Banko-Hekitan-Kukai-Getsu”

(4)NACHTGESANG　DER　SEELE
i;，1｀:

　　－‥‥･‥－‥-　一一一一一一一一‥‥一一
DMallarme, Stephane。Herodiade” II.Scene. V.44-ら1ず, OEuvres completes

Bibliotheque de la Pleiade. Paris. Gallimard.　1945. S.45.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’Ｏｉ�ｉｔヽolr!

Eau froide pair 1'ennui dans ton
Que de fois et pendant des heure

cadrヽe gelee

　　　　．ｆ　　ｆ、ｓ、desolee･･

　－　　　　　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜　　-１１Des songes et cherchant mes souvenirs､qui s･ont　、

Comme des feuilles sous ta glace au trou ｐ･rofond、

Je m'apparus en toi comme une ombre loiritaine,・／

Mais, horreur!　des soirs, dans ta severe fontainc

Ｊ゛ai de mon reve epars connu la riudite！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＯSpiegel" ． ・

Wasser durchs leid im rahmen eingefroren・　．．

Wie oft und wahrend stunden in ｖｅｉヽzweiflung　，

０ｂ traumen und erlnnerungen suchend　ｌ　　　　　ト　・

Wie blatter unter deinem tiefen eise･

Erschien ich ntiir in dir ein ferner schatten!バ

Doch schrecken！　nachts° bei deiner strengeﾀﾞ1犬ｑｕｅ!．１ｅ

Ward meines irren traumes nackthe'itニkund.　’「

　　(George： Werke. (3)39.　Bcl.2.　S. 42ｴ）ト　　・ｊ

４５

5０

４５

5０



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1(3)28-37

　　　　　　Die Sonne wird schwarz, die Erde sinkt ins Meer, ・

　　　。．　vom Himmel verschwinden die klaren Sterne:

　　　　　　　　(Ranke.F,･：　Altnordisches Elementarbuch. Saramlung Gbschen. Bd.H15　．

　　　　　　　　Berlin.　Gruyter.　2.Aufl.　1949.　S.109)・

29)Eukleides 。Elemerita" Bibliotheca Teubneriana.　Leipzig. 1883. Neudruck.

1969. Bd.l. S.I.

。Σ叩ｅ包。ｂＴしV, 00 pepos。も妊。。¨

30)Hblderlin 。Deutscher Gesang” V.15-21：　StA 2. 202。

　　　　　　　　　　　　　　dann sizt im tiefen Schatten,

　　　　　Wenn iiber dem Haupt die Ulme sauselt,

　　　　　Am klihlathmenden Bache der deutsche Dichter

　　　　　Und singt, wenn er des heiligen nUchternen Wassers

　　　　　Genug getrunken, fernhin ･lauschend in die Stille,

　　　　　Den Seelengesarigi

　　　　　Und noch, noch ist er des Geistes zu voll,

３１)。Ｈａｎｎｙａ－Ｓｈｉｎｇｙｏ／Ｋｏｎｇｏ－Ｈａｎｎｙａ－Ｋｙｏ”Iwanami-Bunko.　1960. S。８.

32)Nietzsche 。Die Geburt der Tragodie” 1872：(4)12.

33)Hblderlin 。Anmerkungen zur Antigona” ＩＩＩ：　StA 5. 269.

,,Die tragische Darstellung beruhet, wie in den Anmerkungen zum Oedipus an-

　gedeutet ist, darauf, dafl der unmittelbare Gott, ganz Eines mit dem Men-

　schen (denn der Gott eines Apostels ist mittelbarer, ist hochster Verstand

　in hochstem Geiste), dafl die unendliche Begeisterung unendlich, das heifit

　in Gegensazzen, im Bewufltseyn, welches das BewuBtseyn aufhebt, heilig sich

　scheidend, sich fafit, und der Gott, in der Gestalt des Todes, gegenwartig

　ist."　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　。'

34)Takahashi, Katsumi：　Hellas und Hesperien bei Ｈ６１･derlin((1)2). ClI^ Das

klassische Griechen七urn und das abendlandische Christentum. (7)Die Antike

als Idee。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　'　　　　　　　●35)Takahashi： op. cit. tlll]l。Gott der Mythe” (１０)。Die tiefste 工nnigkeit”

36)Schiller 。Die Kunstler” V.466-481：　Werke. Nationalausgabe. Weimsir. Her-

meinn Bbhlaus Nachfolger. Bd.l. 1943. S.214.

　　　　　　Erhebet euch mit kuhnem Flugel

　　　　　　hoch uber euren Zeitenlauf;

　　　　　　fern dammre schon in euerm Spiegel

　　　　　　das kommende Jahrhundert auf.

　　　　　　Auf tausendfach verschlungnen Wegen　　　　　４７０

　　　　　　der reichen Mannigfaltigkeit

　　　　　　kommt dann umarmend euch entgegen

　　　　　　am Thron der hohen Einigkeit.

　　　　　　Wie sich in sieben milden Strahlen

　　　　　　der weissp Schimmer lieblich bricht,　　　４７５

　　　　　　wie sieben Regenbogenstrahlen

　　　　　　zerrinnen in das weiBe Licht：　　　　　　　　　　＝

　　　　　　so spielt in tausendfacher Klarheit

　　　　　　bezaubernd um den trunknen Ｂｌｉ･ck,

　　　　　　so flieBt in Einen Bund der Wahrheit　　　　４８０　　　。 －

　　　　　　in Einen Strohm des Lichts zuriick！

37)Schiller 。Philosophische Briefe” ,Gott' ：　Nationalausgabe. Ｂｄ'。20.^1962,

S.124.

,,Wie sich im prismatischen Glase ein weiBer Lichts七reif in siebeりdunklere

　Stralen spaltet, hat sich das gbttliche Ich in zahllose empfindende Sub-

　stanzen gebrochen. Wie sieben dunklere Stralen in einen hellen Lichtstreif

　wieder zusammen schmelzen, ‘wurde aus der Vereinigung aller dieser Sub-

　stanzen eih gbttliches Wesen hervorgehen."



1(3)10-28

10)Hblderlin ,,In lieblicher Blaue　。‥ 'ｉ,：･StA 2｡　372。。

。In lieblicher Blaue bluhet mit dem metallenen Dache. der Kirchthurm.”

lDHolderlin 。Elegie”V.44：　StA 2. 72.　　ヾ　　　　　　。；

。Und das himmlische Blau unter den Schiffenden wallt”((３)１２：(３)２０)

12)Hblderlin 。Menons Klagen um Diotima" 4.Str. V｡４６　：　StA 2. 76.

Und atherisches Blau unter den Schiffenderi wallt”((３)。２０)

13)Trakl 。Geistliches Lied'･ l.Str. V.3： op, cit.((.3)9) Bd.l. S.30.

。ＧＯ七七es blauer Odem weht”　　　　　　　　　／　。　　　　　。"･

１４)。Zur Farbenlehre” §８１０： HA １３． 502.　･。

。Purpur fordert Ｇｒ＝ｎ”　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　・

１５)。Zur Farbenlehre” §６０： HA 13. 344.　，．　Ｉ゛フ　＜

。das Grline vereinigt Blau und Gelb und fordert das Rote"

16)。Zur　Farbenlehre”　§８０１： HA １３． 501.　∧・

。Wenn man Gelb und Blau,　welche ゛i^ir als diりｅｒりten und ‘einfachsten Farben

　ansehen, gleich ｂ･ei ihrem ｅｒｓ七en Erscheinen auf der
^ersten

Stufe ihrer Wir-

　kung zusammenbringt, so entsteht diejenige Farbe, welche wir GriJn nennen.”

１７)。Zur Farbenlehre” §７７８：　HA １３． 498.　　　　　　　，　　　ン

。so kann man sagen, dafl Blau immer etwas Dunkles mi七 sich fuhre.”

18)Holderlin 。Hymne an die Schbnheit”(2.Fas.) 6.Str. V.59：　StA 1. 154.

。In dem blauen Wasserspiegel”

19)Yoshikawa, Kojiro 。Shin-Toshi-Sen" IwanamトShirisyo. 1965. S.3:(4)5.

20)Holderlin Menons Klagen urn Diotima” 3.S七り-4.S七r. V.41-46：　StA ２．　７６。

　　　　Denn sie alle die Tag' und Jahre der Sterne, sie waren　　　。

　　　　　　Diotima!　urn uns innig und ewig vereint;　　　，｡

　　　　万一←　　　　　　　　　　　　　４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　　　　Aber wir, zufrieden gesellt, wie die liebenden Schwane,。

　　　　　　Wenn sie ruhen am See, Oder, auf Wellen gewiegt。

　　　　Niedersehn in die Wasser, wo silberne Wolken sich spiegeln,　４５

　　　　　　Und atherisches Blau unter den Schiffenden ｗａ１!ｔ，

２１)。Zur Farbenlehre” §４９４：　HA 13. 439.　　　　　　　ノ

。das WeiBe kann als die vollendete reine ＴｒＵりｅ angesehen werden."

22)。Zur Farbenlehre"§５０２：　HA 13. 441.　　。。　　　･。,ein

Weifies, das sich verdunkel七, das sich triibt, wird gelb”

２３)。Zur Farbenlehre” §５０３：　HA 13. 441.　　　　　･｡ｊｌ．　　　・

,,unmittelbar am Lichte,　am Hellen, am WeiBen,ﾀｎ七steht das Ｇｅ･lbe. Wie leicht

　vergilb七alles, was weiBe Oberflachen hat, das Papier, die Leinwand, Baum-

　wolle, Seide, Wachs"　　　　　　　　　　　　　　　　　　。，

24)Goethe 。Faust” V.3456：　HA 3. 110.

｡Geflihl ist alles"

25)Hblderlin 。Reflexion"：StA ４．233.

,iMankann auch in die Hbhe fallen, so wie ｉりdie Tiefe. Das leztere verhin-
　dert der elastische Geist, das erstere die Ｓｃりwerkraft,die in nlichternem
　Besinnen liegt.”　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダ
２６）。Brodund Wein” 2.Str. V.22-27：　StA2. 90≒９１１。・
　　　　　　Selbstkein Weiser versteht, was ･sie bereitet, denn so
　　　　Willes der oberste Gott, der sehr dich liebet, und darurr!
　　　　　　1stnoch lieber, wie sie, dir der besonnene∧Ｔａｇ･
　　　　Aberzuweilen liebt auch klares Auge den Schatten　　　　　　　　　２５
　　　　　　Undversuchet zu Lust, eh'es die Noth ist。den Schlaf,
　　　　Oderes blikt auch gem ein treuer Mcinnin（!工ｅＮ戸chthin,
２７）。Brodund Wein” 7.Str. V.123-124：　StA2.　９４･／　　。･
　　　　Abersie sind, sagst du, wie des Weingotts heilige Priester,
　　　　　　Welchevon Lande zu Land zogen in heiliger Nacht.
２８）。Edda”ed. Neckel.G./Kuhn.H.　Heidelberg.　Ｃ８゛1winter. 1962°S.13
　　　　　　Ｓ６１ter sortna,　　sf gr fold ｆ ｍ此,･
　　　　　　hverfaaf himni　　　heiSar stipかnor;
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(.Volospa' 57)。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I(2)9-(3)9

｀　in der Lange und １００ in der Breite ein ungeheures Gebaude von Glas errich-

　　ten, das sie vor der Einwirkung des Winters schUtzte. In dessen Wanden

　　verbreiteten zahllose Of en Warme. Das ganze Gewblbe des groBen Gebaudes

　　true das schbnste Griin, und es hing so in der Luft, da3 man keinen einzi-

　　gen Pfosten bemerkte. Da bogen sich Orangenbaume unter dem Gewichte ihrer

　　Frlichte. Da ging man durch Weingarten voll Trauben wie im Herbste, und

　　Obstbaume bo ten ihre reichen Fruchte dar. Andere Orangenbaume wblbten sich

　　zu Lauben. Der ganze Garten bildete ein frisches Blatterwerk. Mehr als ３０

　　Bassins spritzten ihre kUhlen Wasser, und １０００００Glaslampen, die nach oben

　　einen prachtvollen Sternenhimmel bildeten. beleuchteten nach unten die

　　schonsten Blumenbeete.工ｎ diesem Zaubergarten nun wurden die groBartigsten

　　Soiele, dramatische Darstellungen und Ballette und Tonstucke von den gro-

　　fiern Meistern damaliger Zeit ausgefuhrt.”

　１０)Ｔｅｚｕｋａ，Ｔｏｍｉｏ：　Schriften. Chuokoron-Sya. Bd.2. 1981.･S.313-314.

　lDHolderlin 。Mein Eigentum”　l.Str. V.1-4：　StA 1. 306.

　　　　　　１ｎseiner Fulle ruhe七der Herbsttag nun,

　　　　　　　　Gelautert ist die Traub und der Hain ist roth

　　　　　　　　　　Vom Obst, wenn schon der holden BlUthen

　　　　　　　　　　　　Manche der Erde zum Danke fielen.

　12)Goethe 。Die Leiden des jungen Werther”(Br. 28.8.1771)：　HA 6. 54-55.

　mEs ist ein herrlicher Sommer;　ich sitze oft auf den Obstbaumen in ＬＯ七tens

　　BaumstUck mit dem Obstbrecher, der langen Stange, und hole die Birnen aus

　　dem Gipfel. Sie steht unten und nimmt sie ab, wenn ich sie Ihr herunter-

　　lasse."

　13)Enzyklopadie Heibon-Sva((2)2). Bd.23. S.85.

　14)Herder Lexikon. Pflanzen. Freiburg. 1975. S.28.

　,Sommerf rlichte werden ６－８ Tage vor der Genufireife geerntet^”

　(３)。Ins　heilignlichterne　Wasser.”　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　l)Dogen 。Shobo-Genzo" ：　Iwanami-Nihon-Shiso-Taikei . Bd.l2.･1970. S.243.

　　2)Yamaguchi, Shiro 。Doitsushl-o-vomu-Hito-no-tameni” Ikubundo. 1982. S.167.

　　3)Goethe 。Zur Farbenlehre”§７０５：　HA 13. 479・

　。Daher der Maler Ursache hat, drei Grundfarben anzunehmen”

　　４)。Zur Farbenlehre” §６９６：　HA 13. 478.　　　　　，

　。Polaritat　　‥．　Plus.　　　　　　　　　　　Minus。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gelb　　　　　　　　　　　　Blau.　　　　　　　　　　　　｀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Wirkung　　　　　　　　　　Belaubung.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Licht.　　　　　　　　　　Schatten.。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hell.　　　　　　　　　Dunkel。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kraft.　　　　　　　　　　Schwache。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Warme.　　　　　　　　　　Kalte。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nahe.　　　　　　　　　　　Feme.'

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　AbstoBen　　　　　　　　　Anziehen。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＩVerwandtschaft　　‘　Verwandtschaft

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　mitSaulen.　　　　　　mit Alkalien."

　　５)。Die Leiden des jungen Werther"：　HA ６．　７９／ 124.

　i,blauen einfachen Frack, ・・・　　　so gelbe Weste und Beinkleider"(S.79)

　。im blauen Frack mlt gelber Weste.”(S.124)

　　６)。Zur Farbenlehre”§699-§７０１：　HA 13. 478-479.

　,iStelgerung ins Rote"　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　＼

　　７)。Zur Farbenlehre” §７７８：　HA 13. 498.

　。Gelb i miner ein Licht mit sich"

　　８)。Zur Farbenlehre” §７６５：HA １３． 495.

　。Gelb　　‥．　Es ist- die nachste Farbe am Licht.”

　　9)Trakl 。Die Sonne” l.Str. V.I：　Dichtungen und Briefe in ２ ･Banden. Salz-

　burg.　otto Muller. 1969. Bd.l. S.134.

　。Taglich kommt die gelbe･ Sonne uber den Hugel.”



TOTAL

１．工talia

2. China

3. BRD

4. USA

5. France

6. Nippon

7. Osterreich

8. Hispania

9. Schweiz

7３００ Kilotonnen

1369

　８９０

　５９９

　５５９

　４９３

　４７６

　２２３

　２１８

１０．｡Polonia

,１１。Turcia

12. Nederland

ｊ･　　Ｉ 肖13. Aus七かalia

14. Hellas ’。’

１･５･ｉ　DDR

16 . Bulgaria

１７．’ＡＩヽgentina

1９４

1８０

1８０

15０

13０

129

129

112

1(2)2-9

　　　　　　　9.Schweiz　　　　２１０　　　　　　　　　　　　　　ダ（’
　　3)Horatius 。Epodon liber" II.　17-20：　Samtliche Werke (Latein/Deutsch)

Tusculum-Bucherei ．Munchen. Heimeran.　1957. S.!226. (S.227.)

　　　　　　　　　　　Velcum decorum mitibus pomis caput　　’

　　　　　　　　　　　　　Autumnusagris extulit,　　六｀　　　　ぺ

　　　　　　　　　　’Ｕｔgaudet insitiva decerpens pira

　　　　　　　　Certantemet uvam purpurae',　　　　　　　」２０・

（Ｕｎｄwenn der Herbst, das Haupt mit reifem dbst geschmlickt,

　　Sich Uber das Gefild erhebt,　　　　ｌ，

　Wie selig er die selbstgepfropfte E!irne dann,ヅ

　　Die purpurgleiche Traube pfluckt,)　　　．シ

　　4)Goethe Wilhelm Meisters Lehrjahre” III.Buch. I.Kap.にWerke. Hamburger
Ausgabe(=HA). Munchen. Beck/dtv. 1981/82. Bd.7. S.145.
　　　　　Kennstdu das Land, wo die Zitronen blUhn,・
　　　　　Imdunkeln Laub die Goldorangen ｇ１Ｕ１!ｎ， ａｓ　。　　＝

Ein sanfter Wind vom blauen Himmel weht,

Die Myrte still und hoch der Lorbeer steht,

Kennst du es wohl？ ｙ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Dahin！　Dahin　犬

Mocht゛ich mit dir, o mein Geliebter, ziehrり

５

　　　　●'a¥りaaW
aW●●･"－－ －ミーー　ｗ"｀ﾐ‾゛゛゛""　　　●　－

5)Holderlin 。Wie wenn am Feiertage　．．．　”･3.Str, V･.21-27：　StA 2. 118.

　　　　Denn sie, sie selbst, die alter denn die 恥

　　　　UndUber die Gbtter des Abends und ｏｒ１･entsト1弓七,･

　　　　DieNatur ist jezt mit Waffenklang erwacht,

　　　　Und hoch vom Aether bis zum Abgrund nieder　　　　　　／

　　　　　　Nachvestem Geseze, wie einst, aus ｈｅｉ!幻

　　　　　　Fuhltneu die Begeisterung sich。｀

　　　　　　DieAllerschaffende wieder　　　　　　　　　　　　　'：

　　６)。Brodund Wein” 3.Str.　V.40-42：　StA ２．　９１・．

　　　　　　　　GottlichesFeuer auch treibet, bei Tag und bei Nacht,　　４０

　　　　　　Aufzubrechen.So ｋｏｍｍ!　daflwir das Offene Bchauen,

　　　　　　　　DaBein Eigenes wir suchen, so weit es auch ｉｓ･ｔ．。

　　7)Br. an Bohlendorff(2.12.1802)：　StA 6. 433.

　　１１　°Ｉ°　　weilwir, seit den Griechen, ｗ工ederしanfangen,"vaterlandisch und

　　　naturlich, eigentlich originell zu ｓｉりgen.”　　：

Vgl.　Beitl・Richard ･iWbrterbuch der deutschen ｖｏ!kskunde”(き.Aufl. Stuttgart.

Kroner。1974) Uber die 。vaterla｢idischen und-りaturlichen”。Birnen”(S.93)。

　　8)Br. an Wilmans(Dez.l803)：　StA 6. 436.　　１ト　　　　'‘Ｉ　｀

　　Ubrigens sind Liebeslieder immer miider Flug,　denh Ｓ．０weit sind wir noch

　　　immer, troz der Verschiedenheit der Stoffと；　ein anders ist das hohe und

　　　reine Frohloken vaterlandlscher Gesange･。り１

　　9)Kerner, Justinus 。Das Bilderbuch aus meinerヽKnabenzeit”(1849)：　Werke.

６ Teile in ２ Banden.　Nachdruck der Ausgabe Berlin 1914{Hrsg：Pussin, Rai-

mund). Hildesheim.　01ms.　1974.　Bd.l.　I.Teil.. S･･6-7.尚

･･Karl Eugen　‥．　１ｎ Ludwigsburg seine Sommerresidenz,　　　・・・

　prachtvolle Schlofl mit seinen weiten Platzen und ･Ｇａｔヽten,・゜゜゜

Das

oft

im winter　　。‥　　Zaubergarten, ahnlich･denen。die １ｎden Erzahlungen　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

Tausend und eine Nacht” vorkommen. ErヽlieB in der Mitte des Herbs-

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－－－－一一von ,,Tausen
tes liber di

－ -4●SW W=･･~ﾐｰﾐｰ~一一ミ　一一－　－
ｅ wirklich bestehenden schonsten Orangehgarten von １０００Fufl



QUELLENNACHWEIS

fi).HEILIGNUCHTERN・

I(1)-(２)２

l)Augustinus ,,De　beata vita" I. 5:　,,iJberdas Gluck”(Latein/Deutsch) Auf

　der･Textgrundlage der 。Stromata patristica et mediaevalia"(Bd.2. 1956)

　Reclam Universal-Bibliothek. 1982. S.10/S.12.

　　。cui parti terrae, quae profecto una beata est, me admoveam eamque con-

　　　tingam, prorsus ignorくp. Quid enim solidum tenui, ciii adhuc de Einlma

　　　quaestio nutat et fluctuat?”(S.10/S.12)

　　,,ichweiB durchaus　nicht, welcher Gegend des Festlandes ich mich zuwen-

　　　den und wo ich anlegen soil ；’und in einer einzigen 。nur findet sich

　　　wirklich das Gluck. Was habe ich denn Festes, ich, fUr den das Problem

　　　der Seele noch immer in Flufl UND Bewegung ｉｓｔ?"(S.H/S.13)

　　(Deinleitung

　　2)Takahashi, Katsumi: Das Stadtbild im Anfang von ,,Brod und Wein”(1984)

　　　　　(Forschungsberichte der Universitat Kochi. Vol.32.　Geisteswissen-

　　　　　schaften. S.21-70)

　　　　Takahashi, Katsumi：　Hellas und Hesperien bei Hblderlin -　。Seeliges

　　　　　Griechenland”(1985ff)(Forschungsberichte der Universitat Kochi.

　　　　　Geis七eswissenschaften. Vol.33. S。１３－･７２／ Vol.34ff.　　　　　　　　　　＼

　　3)Hblderlin 。Brod und Wein” 7.Srt. V.122： Samtliche Werke. Stuttgarter

Ausgabe(=StA) im Auftrag des Wurttembergischen Kultministeriums.　Stuttgart.

Kohlhammer. 1946-77. Bd.2. S.94.　　　　　　　　　　　，

　　。WeiBich nicht und wozu Dichter in dUrftiger Zeit?”

　　4)Biblia. Novum Testamentum graece et latine.　Stuttgart. WUrttembergi- ・
sche Bibelanstalt. 1930. S.8：　Secundum Matthaeum” V. 3.　　１，

ダ　,,Ma。apLOしolL TITωχｏしTunvE:如l･rじ

　　5)Hblderlin 。Halfte des Lebens”： StA ２．117.

　　　　　　　HALFTE　DES　　LEBENS　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　Mitgelben Birnen hanget

　　　　　　　UndvoU mit wilden Rosen

　　　　　　　DasLeind in den See,　　　　　　　　　　　　：

　　　　　　･Ihrholden Schwane,

　　　　　　　Undtrunken von KiJssen　　　　　　　　　　　　　５

　　　　　　　Tunktihr das Haupt

　　　　　　　Insheilignuchterne Wasser.

　　　　　　　Wehrhir, wo nehm'ich, wenn

　　　　　　　EsWinter ist, die Blumen, und wo

　　　　　　　DenSonnenschein,　　　　　　　　　　　　　　　　１０

　　　　　　　UndSchatten der Erde？

　　　　　　　DieMauern stehn

　　　　　　　Sprachlosund kalt, im Winde

　　　　　　　Klirrendie Fahnen.

　（２）。MIT　GELBEN　BIRNEN　。‥ １１

　　DHblderlins Br. an den Bruder(uni ･Januar 1801 ）：StA ６．407.

　　１１　°゜゜　　unddafl das deutsche Herz in solchem Klima, unter dem Seegen die-

　　　sesneuen Friedens erst recht aufgehn, und gerauschlos , wie die wachsen-

　　　deNatur,　seine geheimen weitreichenden Krafte entfalten wird, difl mein'

　　　ich,diB seh' und glaub゛ich, ・・。　１１　　　　　　　　　　　　，　’　。

　　2)Enzyklopadie Heibon-Sya (Sekai-Dai-Hvakka-Jiten). Bd.23. 1972. S.86.

Produktionshbhe der Birne je nach dem Land： Nach der Statistik der　Nah-

rungs- und Agrarorgan i sat i on der Vereinigten Nationen'(1968)　　　　’



Auream quisquis mediocritatem

Diligit, tutus caret obsoleti

Sordibus tecti,caret invidenda

　Sobrius aula :

Saepius ventisagitatur ingens

Pinus et celsae graviore casu

Decidunt turres feriuntque summos

　Fulgura montis.

(Horatius ｡Carmina“n. 10

　V. 5-V. 12:I (5)6)

５

10

In stillsteruh

Bむsonnenen tags

Bricht iah ein blick

Der unerahnten schrecks

Die sichre seele stort

S(j wie auf hohn .

Der festestamm

Stolzｒｅｇ!OSfagt

Und dann noch spat ein Sturm

Ihn bis zum boder! beugt:

(George

５

10

｡Das neue Reich" 1928 : I (3)40〕

Eine Interpretation, die im　。Heiligniichternen“ ■nicht ｄｅｎパ,jahen Blick“　。der　grimmigen

Einsicht“, sondern nur ein Moment der 。Allverbundenheit und Harmonie“(Schmidt 。So-

bria ebrietas “ 1983 : I (5)9) in einer 。goldnen‘ Mitte“ entdeckt, erscheint　mir als　ein

recht einseitiges　Verstandnis　dieses　Schliisselwortes.　Denn der　。heiligniichterne“　Blick

｡besonnenen Tags“ schaut jEトauch in die tiefe Seelennacht ･der zweiten Strophe hinein

und 。stort die sichre Seele“，so daB in der Gestalt der。Mauern“ und 。Fahnen“ in einer

seelischen ･･Geburt der Tragodie“(1(3)32) eine einpragsam『Disharmonie entsteht:

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　　　　●』Ｉ　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ

　　Wem einmal, so, wie dir, die ganze Seele belaidiぱet war, der ruht nicht mehr in einzelner

　　Freude, wer so, wie du, das fade Nichts gefiihlt. erheitert in’hochstem･ Geiste sich nur, wer

　　so den Tod erfuhr, wie du, erhohlt allein sich unter den Gottern.

　　　　　　　　　　　(Diotima an Hyperion : ｡Hyperion“ Bd｡2. 1799へ26. Brief : I (5)12)

○



　Wenn der 。jahe Blick‘≒;der grimmigen Einsicht“ 。wie ein stiller Gott…･／ Verborgen-

wirkend liber seiner Welt ／ Mit freiem Auge ruht“ (1(3)41), kann das organische Weltall

( "Ev icac n.av ) sich im 。heiligniichternen“ Reinen der Wahrheit spiegeln, ahnlich wie die

mannigfaltigen Naturerscheinungen 。in dem blauen Wasserspiegel“ (1(3日8) in der ersten

Strophe:

Die ins Dunkel geborgene Helle ist die Blai!ｅ････.Aus der Bliiue leuchtet, aber zugleich

durch ihr eigenes Dunkel sich verhijllend,das Heilige.

　　　　　(Heidegger。EineErorterung von Georg Trakis Gedicht“1953:･I(3)43)

Aber der lebendige Organismus muB in chaotischer Zerrissenheit auseinanderbrechen, wenn

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乖　　　　　　　●　　　｀　　　　●●「　　　　●　　●　・das 。heiligniichterne“Reine der sich enthiillenden Wahrheit jahlings ins Lebendige eingreift,

wie etwa wenn den klassischen Helden Oedipus der damonische Gott 。Apollo schlagt“(1(4)11):

　　Die Sonne wird schwarz, die Erde sinkt ins Meer, vom Himmel verschwinden die klaren

　　Sterne.　　　　　（｡Edda“ ，Ｖ（?lospa‘§57:I(3)28)

Von　diesem　tiefgreifenden　Zerfall　des　allverbundenen　Organismus　。ins　heiligniichterne

Wasser“(V. 7) zeugen die eindringlichen Bilder der 。sprachlos und kalt stehnden Mauern“

（Ｖ.12－13）ｕnd deｒ｡.klirrenden Fahnen“ （Ｖ.14）｡

　・Inmitten dieses 。harmonischentgegengesezten “ Zusammenhanges zwischen ‘den organisch

erlebten　Naturerscheinungen　in　der　ersten　Strophe　und　der　angesichts　der　vernichtend

stummen Antwort der Dinge erstarrenden Seele in der zweiten Strophe　。bricht jah“　der

｡heiligniichterne“ Blick 。der grimmigen Einsicht“ hervor, fiir den es keine 。aurea medio-

critas“(1(5)6) gibt, wie 。Diotima's Gesang, wenn er, in goldner Mitte, zwischen Hohe

und Tiefe schwebte“ （I（5）10）:

Kann man　in der ersten Strophe　von einer　dynamischen Vertikalitat　der　Darstellung

sprechen, die in der Aufeinanderbezogenheit von Himmel und Erde, Licht und　Dunkel,

:Trunkenheit und Niichternheit in 。goldner Mitte“ griindet, so wird‘ man in der zweiten

Strophe eine Horizontalitat konstatieren, die im ratlosen Umhersuchen des Dichters, ･im

stummen Dastehen der Mauern und in den unruhigen StbBen des Windes auf das Fehlen

des eottlichen Bezuges verweist.　　　　　(Maloney 。Bild und Sinnbild……“1980 :I (5)4 )

Nicht 。das Fehlen des gottlichen Bezuges" ，sondern gerade im Gegenteil das blitzschnelle

Hereinbrechen des 。unmittelbaren Gottes …　in der Gestalt des Ｔｏｄｅｓ“　machtdie zweite

Strophe zu　einem　。 Nachtgesang der Seele“　im klassisch　tragischen Sinne, ahnlich　wie

im hymnischen Hohepunkt des　。seeligen Grieche�andes“。■ wo tonet das groBe　Geschik

brichts, allgegenwartigen Gliiks voll　／　Donnernd a us heiterer Luft　iiber　die　Augen

herein“（｡Brod und Wein" 4. Str. V. 55/V. 62-64:.I･(4)19-20).

　Um　meine Auslegung des　lyrischen　Schlusselwortes　。Heiligniichtern “　von　der　bisheri-

gen Interpretation　noch deutlicher abzuheben, mochte ich der　Horazischen　Ode　von　der

｡aurea mediocritas “　den Gesang Georges　gegeniiberstellen, der　in　Holderlins　Gedanken-

lyrik ein Vorbild sah und den 。heilig�ichternen“ 。jahen Blick“ iibernahm.
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　(3)

　(4)

　(5)

HESPERISCHE ＮＡＣＨＴ－。ＤＵ尽FTIGE ｚＥＩＴ“
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｡HALFTE DES LEBENS“

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ●●Ｉ－　　　　　　　　　　　　　　　　　TAKAHASHI, Katsumi

・（Ｓｅｍｕｉｏｒ fｕｒ Ｄｅｕtｓｃｈｅ Ｐｈｉｌｏｌｏｇｉｅ ｄｅｒ Ｐｈｉｉｏｓｏｐｈｉｓｃｈｅｎ ＦａｈｕＵａt）

｡ＨＥＩＬＩＧＮＵＣＨＴＥＲＮ“

Einleitung

｡Mit gelben Birnen hanget“

｡Ins heiligniichterne Wasser“

Nachtgesang der Seele

SchluB

QUELLENNACHWEIS
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　　　　　　　　　　　　　　｡　　　　　　　　　　　　　　　　ゝj.II　　S.
Dass ich dereinst, an dem Ausgang der grimmigen Einsicht,

Jubel und Ruhm aufsinge zustimmenden Engelh.　　，･

　　　　　　(Rilke。10. Duineser Elegie“ Ｖ. 1－2･ 1912 : Iト(ぢ)１)犬

　Wie 。das　groBe Geschik “( I (4) 19) inmitten ｄ卵丿ｓｅむ!igen GI?iechenlandes“ (1(4)19) in

Holderlins 。Brod und Wein“ （1800－01）alｓ 。der unmittelbare Gott, ganz Eines mit dem

Menschen,…in der Gestalt des Todes, gegenwartig isに(1(4)21), ,,bricht jah ein Blick ／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＩDer unerahnten Schrecks ／ Die sichre･ Seele stort'‘(1(3)40)･, im 。heiligniichternen“

Mittelpunkt 。an dem Ausgang der grimmigen丿Einsicht“in Hplderlins 。Halfte des Lebens“

（1805: I (1) 5 ) herror:　　　　　　　　　　　＼

Mit gel ben Birnen hanget

Und voll mit wilden Rosen

Das Land in den See,

Ihr holden Schwane,

Und trunken von Kiissen

Tunkt ihr das Haupt

Ins heiligniichterne Wasser｡

５

Weh mir, wo nehmi' iぐh, wenn

Es Winter ist, die Blumen, und wo

Den Sonnenschein,

Und Schatten der Erde?

Die Mauern stehnイ　　　　‘

Sprachlos
･iind

kalt, imいWinde

Klirren die Ｆ＆hｔｔp：//www．.　・　　　　　C

10

Das Wohlklingend-Organische der Naturerscheinu噌en in der ersteni Strophe laBt sich in

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芦　・　　al，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j　　41eineim 。harmonischentgegengesezten“:(I(4)24) Zusをimmenhang zu dem ･｡sprachlos und kalt

stehnden“ und zugleich‘｡klirrenden“ Mechanischen der 。Mauern“ und 。Ｆａ１!ｎｅｎ“in der zweiten

Strophe verstehen.　　　　　　　　　　　　　　　　，･‘　’
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